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　公益財団法人茨城県教育財団は，国や県などの各事業者から委託を

受けて埋蔵文化財の発掘調査と整理業務を実施することを主な目的と

して，昭和 52 年に調査課が設置されて以来，数多くの遺跡の発掘調

査を実施し，その成果として発掘調査報告書を刊行してきました。

　この度，国土交通省関東地方整備局下館河川事務所による小貝川改

修事業に伴って実施した，下妻市大堀東遺跡の発掘調査報告書を刊行

する運びとなりました。

　今回の調査によって，平安時代の竪穴建物跡が多数確認でき，水害

と闘いながら暮らしてきた当時の集落跡の一端が明らかになりまし

た。本書が，歴史研究の学術資料としてはもとより，郷土の歴史に対

する理解を深め，教育・文化の向上のための資料として広く活用いた

だければ幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から本書の刊行に至るまで，多大な御

協力を賜りました委託者であります国土交通省関東地方整備局下館河

川事務所に対して厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，

下妻市教育委員会をはじめ，御指導，御協力をいただきました関係各

位に対し，心から感謝申し上げます。

令和２年 ３月

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長 小 野 寺　 俊





例 言

　本書は，国土交通省関東地方整備局下館河川事務所の委託により，公益財団法人茨城県教育財団が平成

24～26・28年度に発掘調査を実施した，茨城県下妻市樋橋字大堀東415－1番地ほかに所在する大
おお

堀
ぼり

東
ひがし

遺跡の

発掘調査報告書である。

　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　調査　平成 24 年 12 月１日～平成 25 年 ３月 31 日

　　　　平成 26 年 １月１日～３月 31 日

　　　　平成 26 年 11 月１日～平成 27 年 ３月 31 日

　　　　平成 28 年 11 月１日～平成 29 年 ３月 31 日

　整理　平成 30 年 ４月１日～令和元年10 月 31 日

　発掘調査は，平成 24 年度が調査課長樫村宣行，平成 25・26 年度が調査課長白田正子，平成 28 年度が副参

事兼調査課長白田正子のもと，以下の者が担当した。

平成 24 年度

　首席調査員兼班長　　　稲田　義弘

　首 席 調 査 員　　　小林　和彦

　次 席 調 査 員　　　兼子　博史

　調 査 員　　　田中万里子

　調 査 員　　　前島　直人

平成 25 年度

　首席調査員兼班長　　　酒井　雄一　　

　首 席 調 査 員　　　駒澤　悦郎

　調 査 員　　　中泉　雄太

平成 26 年度

　首席調査員兼班長　　　酒井　雄一　　

　首 席 調 査 員　　　奥沢　哲也

　次 席 調 査 員　　　坂本　勝彦　平成 26 年11月１日～平成 27 年１月 31 日

　次 席 調 査 員　　　長洲　正博　平成 27 年２月１日～３月 31 日

　調 査 員　　　江原美奈子　平成 27 年２月１日～３月 31 日

平成 28 年度

　首席調査員兼班長　　　奥沢　哲也　　

　次 席 調 査 員　　　大武　宣隆　平成 29 年２月１日～３月 31 日

　調 査 員　　　盛野　浩一

　調 査 員　　　田村　雅樹　平成 29 年２月１日～３月 31 日

　調 査 員　　　天野　早苗
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　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長皆川修のもと，以下の者が担当した。

　次 席 調 査 員　　　大武　宣隆　平成 30 年４月１日～７月 31 日

　調 査 員　　　天野　早苗　平成 30 年８月１日～令和元年 10 月 31 日

　次 席 調 査 員　　　江原美奈子　平成 31 年３月１日～３月 31 日

　本書の執筆分担は，下記のとおりである。

　大武宣隆　　　第１章～第３章第３節（平成 24 年度調査分）

　天野早苗　　　第３章第３節（平成 25・26・28 年度調査分）～第４章　総括・写真図版・抄録

　江原美奈子　　第３章第３節２⑵・⑸，３⑷，４⑸

　本書の作成にあたり，須恵器の産地については，下妻市教育委員会生涯学習課係長赤井博之氏にご指導い

ただいた。

　本遺跡の出土遺物及び実測図・写真等は，茨城県埋蔵文化財センターにて保管されている。

　第 197 号竪穴建物跡から出土した鉄製品１点（鐙吊金具），第 110 号竪穴建物跡から出土した鉄製品１点

（刀子），第 119 号竪穴建物跡から出土した鉄製品１点（鉄鏃），第 138 号竪穴建物跡から出土した鉄製品３点

（刀子１，鉄鏃２），第 146 号竪穴建物跡から出土した鉄製品 1点（鉄鏃），第 159 号竪穴建物跡から出土し

た鉄製品１点（鉄鏃），第 163 号竪穴建物跡から出土した鉄製品１点（刀子），第 182 号竪穴建物跡から出土

した鉄製品１点（刀子），第 260 号土坑から出土した鉄製品 1点（刀子），第 574 号土坑から出土した鉄製品

１点（刀子）の保存処理，第 550 号土坑から出土した坩堝片３点の自然科学分析については，パリノ・サー

ヴェイに委託した。自然科学分析の成果は，当財団が編集した上で，第 3章第３節２⑹の第 550 号土坑文章

中に掲載した。
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凡 例

１　当遺跡の地区設定は，世界平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ｘ＝＋ 18,760ｍ，Ｙ＝＋ 15,400ｍの交点

を基準点（Ａ１a1）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１, ２, ３…

とし，「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，3，…0

と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　Ｐ－ピット　PG －ピット群　SA －柱穴列　SB －掘立柱建物跡　SD －溝跡

　　　　　　SE －井戸跡　SI －竪穴建物跡　SK －土坑　TP －陥し穴　UP －地下式坑　

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　⑴　遺構全体図は 400 分の１，各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより

異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　⑵　遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をス

ケールで表示した。

　⑶　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　焼土・赤彩・施釉・繊維土器　　　　　　　火床面・被熱範囲・黒色処理・銅付着範囲・朱墨

　　　　竈部材・粘土範囲・炭化物範囲・煤範囲・油煙・墨

●土器　　 ○土製品　 　□石器・石製品　 　△金属製品　 　▲瓦　　　　 　　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量を記述した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記は，次のとおりである。

　⑴　計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。

　⑵　遺物番号は遺構ごとの通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

　⑶　遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

６　竪穴建物跡の「主軸」は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。

７　粘土ブロックの表記のあるものは，すべて灰白色であり，それ以外の粘土ブロックの色については各々色

を表記した。

８　今回の報告分で，整理の段階で遺構名を変更したもの及び欠番にしたものは以下のとおりである。

　　変更 SI75 → SI195・198，SI76 → SI196，SI77 → SI197，SI112P ３ → SK685，SI125 → P ４ → SK686，
SK221→SI129P８，SK224→SI127貯 蔵 穴，SK232→SI138貯 蔵 穴，SK313→SI119貯 蔵 穴，
SK266→SI119P３，SK652・654→SI161P３・P４，SK564→TP３，SK240→SE27，SK249→SE28，
SK250→SE29，SK254→SE30，SK257→SE31，SK275→SE32，SK278→SE33，SK363→SE34，



SK199→第１号火葬墓，SK285→第１号墓坑，SK177→第１号火葬施設，SK178→第２号火葬
施設，FP１～４→第３～６号火葬施設，SK235→第７号火葬施設，SK241→第８号火葬施設，
SK382→第９号火葬施設，SK449→第10号火葬施設，SK457→第11号火葬施設，SK510→第12
号火葬施設，PG17P５・P７～P９・P17→SB２P６・P２・P３・P４・P１，PG15P６～P10・
P19→SB４P４・P５・P３・P６・P１・P２，PG11P５・P７・P10・P14・P15・P17→SB５
P５・P６・P１・P２・P３・P４，SK422・455・459・465・466・495→SB６P３・P１・P６・
P２・P４・P５，SK479～481・485→SA９P１～P４，SK443・490・521・523→SA10P１・
P２・P４・P３，SK470～473→SA11P２・P３・P４・P１，SK517・518・519・527・529・
530→SA12P４・P３・P２・P１・P６・P５，PG７P１～P６→SA13P４・P３・P２・P１，
PG８P５・P６，SK416・417・420・421・423～426・429・430・432～437・440・441・443・
444・446～448・450・451・460・461・464・475～478・482・483・488・489・491・492・504
～506・522・525・526→PG20P１～P43，SK175→SK676，SK176→SK676，SK179→SK680，
SK180→SK681，SK181→SK682，SK182→SK683，SK183→SK684，平成25年度SK195→SK687，
SE５→SK688，SD35→SD34と統合，SD47・48→SD45と統合，SD59・60→SD20と統合

　　欠番 SI78，SI126，SI177，SI181，SI194，SK219，SK237，PG７・10
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下妻市 ●  

大
おお

堀
ぼり

東
ひがし

遺 跡 の概要

遺跡の位置と調査の目的

　大堀東遺跡は，下
しも

妻
つま

市の南東部に位置し，小
こ

貝
かい

川
がわ

右

岸の標高 17 ～ 19 ｍの微
び

高
こう

地
ち

上に立地しています。小

貝川改修事業に伴い，遺跡の内容を図や写真に記録して

保存するため，公益財団法人茨城県教育財団が平成 24

～ 26・28 年にかけて19,908㎡について発掘調査を行い

ました。

調査の内容

　今回の調査では，縄文時代の陥
おと

し穴
あな

１基，土
ど

坑
こう

２基，平安時代の竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

116 棟，井
い

戸
ど

跡
あと

21 基，火
か

葬
そう

墓
ぼ

１基，墓
ぼ

坑
こう

１基，溝
みぞ

跡
あと

２条，土坑 23 基，中世

の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

１棟，火
か

葬
そう

施
し

設
せつ

12 基，地
ち

下
か

式
しき

坑
こう

２基，井戸跡５基，溝跡７条，

土坑２基，ピット群１か所のほか，時期不明の掘立柱建物跡４棟，井戸跡５基，

柱
ちゅう

穴
けつ

列
れつ

９条，溝跡 27 条，土坑 373 基，ピット群 11 か所を確認しました。

平成 28 年度調査Ⅲ区中央部遠景（東から）

水戸市 ●
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調査の成果

　調査の結果，縄文時代から中世にかけて断続的に土地利用がなされ，主体に

なるのは平安時代であることが分かりました。確認できた竪穴建物跡 116 棟は

すべて平安時代のもので，９世紀後葉から 10 世紀後葉にかけてが集落の最盛

期であったことが分かりました。竈
かまど

の煙
えん

道
どう

部
ぶ

が長いものや，棚
たな

状
じょう

施
し

設
せつ

・張り出

しを持つ竪穴建物跡が多く確認でき，当遺跡の遺構の特徴と言えます。また，

竪穴建物跡が，短期間での建て替えが行われていたことも分かりました。

　出土遺物は主に土
は

師
じ

器
き

の坏
つき

・椀
わん

などの供
きょう

膳
ぜん

具
ぐ

ですが，中には灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

・緑
りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

なども出土しており，有力者の存在や交易の様子を伺い知ることができる

資料です。

　中世では，火葬施設を 12 基確認しました。地山が粘土質であったため，天

井部が残っているものなど良好な状態で見つかりました。今回の調査区からは

確認できませんでしたが，周辺には墓域があるものと考えられます。

重複する竪穴建物跡

灰釉陶器の椀 天井部が残る中世の火葬施設

張り出しを持つ竪穴建物跡
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　　第１節 調査に至る経緯

　平成 16 年１月７日，国土交通省関東地方整備局下館河川事務所長は，茨城県教育委員会教育長あてに小貝

川中流部掘削（下妻地区）事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて照会した。これ

を受けて茨城県教育委員会は，平成 16 年１月27日に現地踏査を，平成 16 年２月16 ～19日，25日，26日，３月

１～４日，平成 17 年６月７～９日に試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成 16 年３月15日及び平成

17 年６月29日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局下館河川事務所長あてに事業地内に大

堀東遺跡が所在すること及びその取扱いについて別途協議が必要である旨を回答した。

　平成 24 年２月15日に国土交通省関東地方整備局下館河川事務所長は，茨城県教育委員会教育長あてに文化

財保護法第94条に基づき，土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。平成24年２月28日，

茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局下館河川事務所長あてに現状保存が困難であることか

ら，記録保存のための発掘調査が必要であると決定し，工事着手前に発掘調査を行うよう通知した。

　平成24年９月26日，平成25年２月28日，平成26年２月６日及び平成27年２月27日に国土交通省関東地方

整備局下館河川事務所長は，茨城県教育委員会教育長あてに小貝川改修事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施

についての協議書を提出した。平成24年 10月９日，平成25年３月５日，平成26年２月13日及び平成27年２

月27日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局下館河川事務所長あてに大堀東遺跡について，

発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて調査機関として公益財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　公益財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局下館河川事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業

について委託を受け，平成 24 年 12月１日から平成 25 年３月31日，平成 26 年１月１日から３月31日，平成 26

年 11月１日から平成 27 年３月31日，平成 28 年 11月１日から平成 29 年３月31日まで発掘調査を実施した。

期間
工程

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 28 年度
12 月 １月 ２月 ３月 １月 ２月 ３月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

撤 収

　大堀東遺跡の調査は，平成24年12月１日から平成28年３月31日までの17か月間にわたって実施した。以下，

その概要を表で記載する。

第１章　調 査 経 緯

　　第２節 調 査 経 過
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　大堀東遺跡調査Ⅲ区（以下Ⅲ区）は，茨城県下妻市樋橋字大堀東 415－1 番地ほかに所在している。

　下妻市は，茨城県の南西部に位置し，東部に小貝川が，西部には鬼怒川が流れている。両河川が栃木県から

南に延びる洪積台地を分断するように流れ，台地間に沖積低地を形成している。この沖積低地は，市の北部に

あたる下妻台地・結城台地間の「鬼怒川低地」と下妻台地・筑波台地間の「小貝川低地」，市の南部にあたる結

城台地・筑波台地間の「鬼怒・小貝川低地」の３つに区分できる１）。市の北部には，現存する砂
さ

沼のほか，大
だい

宝
ほう

沼，

江
え

村
むら

沼（江
え

沼）が存在し，小貝川低地には，下妻市の北部から筑西市の南部にかけて，鳥
とばの お う み

羽淡海２）と呼ばれる湿

地帯が広がっていた３）。

　当遺跡は，下妻市南東部にあり，「鬼怒・小貝川低地」に立地している。つくば市と接する小貝川右岸の標高

約 17～18 ｍの微高地上に位置し，わずかながら南西から北東へ傾斜しているが，ほぼ平坦である。

　現在，当遺跡の東側に小貝川の河道が位置しているが，鬼怒川・小貝川の両河川は有史以前から幾度も河道

を変遷しており，河道の周辺に蛇行した流路跡が多数確認できる４）ことから，集落形成時の地理的環境も現在

と同一であったかは不明確である５）。『常陸国風土記』の記録６）から，７世紀頃の鬼怒川は，下妻台地の南端，

現在の下妻市長塚付近で東折し，現在の糸繰川下流を流路として比毛付近で小貝川と合流していた７）。鬼怒川

がもたらす大量の土砂が自然堤防を形成し，小貝川筋からの水を堰き止め，鳥羽淡海を形成していたと考えら

れる８）。小貝川合流後の河道は特定されていない。合流地点から柳原の東を巡る現在の小貝川の河道のほか，

比毛－柳原－谷田部－山尻－肘谷－樋橋と蛇行し，当遺跡の南側で現在の小貝川と河道を同じくする流路跡

（以下旧河道）が航空写真ではっきり確認できる。明治期の『利根川治水論考』９）において，「絹川も彼の将門乱

の以前に再三川
かわ

瀬
せ

が替り，豊
とよ

田
た

郡の真
まん

中
なか

を突貫した為に子
こ

飼
かい

川の遊水池たる騰
と

波
ば

の江
え

が浅
あ

せたのである」とあ

り，表現から旧河道を指すと思われ，旧河道を鳥羽淡海の消滅した時期の河道としている。また，『小貝川の河

道特性―鬼怒川に支配された河川』において，承平年間（931～938年）の流路として旧河道を図示している10）。

『大穂町史』11）は，現在の河道になるのは平安以降で，平安時代以前は現在と異なり千代川村域の東端を南下し

ていた可能性を挙げている。「治水地形分類図」12）を見ると，むしろ旧河道の方が広域に発達した自然堤防を築

いていることから，そう短くない期間河道として存在していたであろうことが分かる。当財団調査報告第269

集では，現在の河道に沿う配置の第１号旧河道跡を確認し，埋没時期を近世としている13）。

　今回報告するⅢ区は，鬼怒川・小貝川の二大河川の洪水氾濫によって形成された標高 17～19ｍの微高地に

位置し，調査前の現況は河川敷で，畑及び雑木林である。

　　第１節 位 置 と 地 形

第２章　位 置 と 環 境

　　第２節 歴 史 的 環 境

　ここでは，大堀東遺跡の所在する地域を中心に概要を述べる。

　旧石器時代の遺跡は，尖頭器が出土した高
たか

道
さ

祖
い

の台地上に位置する桜
さくら

塚
づか

遺跡のほか，石器集中地点１か所

から 25 点のナイフ形石器，細石刃，剥片が出土した本
ほん

田
でん

屋
や

敷
しき

遺跡や，西
にし

原
はら

遺跡，鎌
かま

庭
にわ

木
き

仙
せん

房
ぼう

Ａ遺跡がある14）。

この頃の鬼怒川は現在と異なり，真壁台地・筑波台地間から桜川筋を通り，霞ヶ浦へ向かう流路をとっていた15）。
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　縄文時代には，縄文海進により下妻付近まで旧鬼怒湾が入り込んでくる16）。明治 40 年ごろに騰
と

波
ば

之
の

江
え

村（現

下妻市）宇津保谷で鯨の化石が，昭和 28 年に竹島村（現筑西市）八軒で海
いる か

豚の化石が出土している17）。この頃，

相
あい

の田
た

遺跡〈55〉，多
た

宝
ほう

院
いん

遺跡など平坦な台地の縁辺部に集落が形成されるようになる。小貝川対岸に安
あ

食
じき

遺

跡〈３〉，小貝川河川敷内に柳
やぎ

原
わら

遺跡〈56〉があり，当遺跡でも陥し穴を確認している18）。やがて寒冷期を迎え

海が退き始めると，村々は数を減ずる19）。この頃，鬼怒川は桜川筋から小貝川筋を本流とするようになる20）。

　弥生時代の遺跡は極めて少なく，小
こ

貝
かい

川
がわ

川
かわ

底
ぞこ

遺跡Ｂ地点〈７〉で，大洞Ａ’式の鉢，二軒屋式の壺などの土器

片が確認されている21）ほか，千代川村（現下妻市）下
しも

栗
ぐり

の島状台地上には二軒屋式土器片及び樽
たる

式土器が出土

した野
の

方
がた

台
だい

遺跡22）が知られている。

　古墳時代には，６世紀中頃に高道祖地区の台地に集中して古墳が造られ，安
あ

食
じき

稲
いな

荷
り

塚
づか

古墳群〈２〉，吉
よし

沼
ぬま

戸
と

ノ山
やま

古墳群〈17〉，明
あく

戸
と

古墳（湮滅）23），桜
さくら

塚
づか

古墳群や西
にし

原
はら

古墳群（湮滅）24）などが確認されている。この頃の集落

は小規模なもので台地縁辺部に位置するものがほとんどである25）。西原遺跡では鍛冶関連遺構が確認され26），

鹿島遺跡〈40〉では古墳前期の土師器を中心に多数の出土がみられる27）。相の田遺跡，石
いし

堂
どう

遺跡，五領式土器

が出土した薄
うす

久
く

保
ぼ

遺跡，五領式土器から和泉式土器への変化がみられる弁
べん

納
の

堂
どう

遺跡〈52〉28），小貝川に沿って露

呈した断面から川底にかけて五領式土器や須恵器の出土が見られる吉
よし

沼
ぬま

オッポレ遺跡〈９〉29）などがある。こ

の頃の鬼怒川は前述の『常陸國風土記』に示された流路をとり，鳥羽淡海が形成される。『続日本紀』に，関

東最古の土木工事の記録となる神護景雲２年（768年）の鬼怒川の河道改修工事 30）の記載が見られ，東折する地

点からやや川上の八千代町大渡戸－下妻市桐ケ瀬間を直行させる河道改修工事を行ったとされる31）。計画され

た河道には神社や集落があるという記述から，この時期には低地の開発が進んでいたことが読み取れる32）。市

の北部は常陸国新治郡，東部の高道祖地区は常陸国筑波郡，南部は下総国岡田郡（10 世紀初頭，豊田郡に改

称33））に属していた34）。

　奈良・平安時代の遺跡は，平
ひら

方
かた

条里遺跡，新
にい

堀
ぼり

条里遺跡〈44〉，加
か

養
よう

条里遺跡〈43〉があり，ほかに肘谷・樋橋・

柳原・坂井・横根・平川戸・筑波島などで条里遺構が確認されている35）。また，土師器・須恵器片が広範囲から

採集されている北
きた

迎
むかい

遺跡〈13〉，古代の軒丸瓦が採集されている砂
すな

子
こ

遺跡〈21〉，遠
とお

見
み

塚
つか

遺跡〈28〉がある。当遺

跡の下流に位置する味
あじ

川
かわ

遺跡〈11〉では平安時代の溝跡，掘立柱建物跡などが確認されており36），現堤防の外

側（川側にあたる方）でも大量に遺物が採取できる地点がある37）。小貝川東岸には吉
よし

沼
ぬま

明
あく

戸
と

南
みなみ

遺跡〈10〉があり，

現明戸集落の旧地であったという38）。これらの遺跡は，小貝川の流路変遷を考察する上で貴重な遺跡といえる。

その他，大園木周辺に確認できる旧河道沿いの自然堤防上に，須恵器甕が採集されている押
おし

沼
ぬま

遺跡〈22〉，八
はち

幡
まん

遺跡〈20〉，中
なか

押
おし

遺跡〈25〉，伊
い

古
ご

田
た

遺跡〈23〉，俗
はざ

間
ま

遺跡〈32〉などが存在している39）。また，小貝川流域に小

貝川川底遺跡Ａ〈６〉，Ｂ〈７〉，Ｃ〈４〉，Ｄ〈５〉，Ｅ〈８〉，Ｆ（地図より下流，石下町（現常総市）曲
まがった

田付近）地

点がある。冬期に露呈する河床から縄文時代から近世までの多量の土器が採集されているが，奈良・平安時代

の遺物が中心となっている。完形品が多いことや摩滅の程度が少ないことから，川上から流れてきたものとし

ても，それほど離れていない川上に集落が存在した可能性がある40）。当遺跡の集落の中心となる時代であり，

10 世紀後葉の鍛冶工房跡１棟を確認し，銅製品の生産を行っていたことが判明している41）。

　島状台地上に立地する野方台遺跡が８世紀代を主体とし，10 世紀には集落の終焉を迎える一方，低地の集

落は，９世紀以降が主体となっていることは周辺地域の集落立地の変化を物語っている42）。

　承平年間の洪水を機に，鬼怒川は東折する河道から，鎌庭に向かって南流するようになる43）。『将門記』に

描かれる「子飼之渡」は，現在の小貝川愛国橋付近に比定されている44）。

　将門の乱後，繁盛流平氏が勢力を保持・展開し，地域の開発を押し進めていく中で，12 世紀後半に下妻広幹
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が下妻地方で強大な勢力を誇り，本格的な中世の開始となる45）。その後，多賀谷氏の時代を経て，江戸時代に

伊奈忠次がこの地に入る。伊奈忠次は鬼怒川と小貝川の分流事業を行い，谷
や

原
わら

と呼ばれていた水海道まで広が

る未開発の湿地帯の開発を進めた。慶長 13 年（1608 年）にはかつて鬼怒川・小貝川が合流していた地点の南部

に弁納堂堤46）を設け，前述した旧河道を水田化した47）。一方，合流地点の北側は小貝川が激しく蛇行していた

が，これを直行させる工事は住民が嘆願するも幕府の許可が出ず，蛇行が解消されるのは明治になってのこと

である48）。

※　文中の〈　〉の番号は，第１図及び表１の当該番号と同じである。
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第１図　大堀東遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院25,000分の１「下妻」及び治水地形分類図より作成）
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番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
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① 大 堀 東 遺 跡 〇 〇 〇 〇 35 久 根 添 遺 跡 〇 〇 〇 〇

２ 安食稲荷塚古墳群 〇 〇 36 塩 の 宮 遺 跡 〇 〇 〇

３ 安 食 遺 跡 〇 37 唐 崎 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇

４ 小貝川川底遺跡Ｃ地点 〇 〇 〇 38 見 田 西 遺 跡 〇 〇 〇 〇

５ 小貝川川底遺跡Ｄ地点 〇 〇 39 十 二 天 遺 跡 〇 〇 〇

６ 小貝川川底遺跡Ａ地点 〇 〇 〇 〇 〇 〇 40 鹿 島 遺 跡 〇 〇 〇 〇

７ 小貝川川底遺跡Ｂ地点 〇 〇 〇 〇 〇 〇 41 宗道四反田遺跡 〇 〇 〇 〇 〇

８ 小貝川川底遺跡Ｅ地点 〇 〇 42 宮 東 遺 跡 〇 〇 〇 〇

９ 吉沼オッポレ遺跡 〇 〇 43 加 養 条 里 遺 跡 〇

10 吉沼明戸南遺跡 〇 44 新 堀 条 里 遺 跡 〇

11 味 川 遺 跡 〇 〇 〇 〇 45 寺 坪 遺 跡 〇

12 亀 崎 東 遺 跡 〇 〇 46 浜 遺 跡 〇

13 北 迎 遺 跡 〇 〇 〇 〇 47 梨 ノ 木 遺 跡 〇

14 樋 橋 遺 跡 〇 48 小 野 子 古 墳 〇

15 肘 谷 遺 跡 〇 〇 49 谷田部石橋遺跡 〇

16 吉沼東戸ノ山北遺跡 〇 50 高 木 遺 跡 〇 〇

17 吉沼戸ノ山古墳群 〇 〇 51 山 尻 遺 跡 〇 〇

18 吉沼西戸ノ山遺跡 〇 52 弁 納 堂 遺 跡 〇 〇

19 明 戸 東 遺 跡 〇 〇 〇 53 下 手 遺 跡 〇

20 八 幡 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 54 川 原 遺 跡 〇

21 砂 子 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 55 相 の 田 遺 跡 〇 〇

22 押 沼 遺 跡 〇 〇 〇 56 柳 原 遺 跡 〇 〇 〇 〇

23 伊 古 田 遺 跡 〇 〇 〇 〇 57 吉 沼 後 田 遺 跡 〇 〇 〇

24 カ ブ ツ 遺 跡 〇 〇 〇 58 吉沼後田東遺跡 〇 〇 〇 〇 〇

25 中 押 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 59 吉沼後田南遺跡 〇

26 中 廓 遺 跡 〇 60 吉 沼 白 沼 遺 跡 〇 〇

27 西 田 遺 跡 〇 〇 〇 61 吉 沼 大 坪 館 跡 〇 〇

28 遠 見 塚 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 62 栗 崎 城 跡 〇 〇 〇 〇

29 前 田 Ａ 遺 跡 〇 〇 〇 〇 63 吉沼権ヶ久保遺跡 〇

30 前 田 Ｂ 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 64 吉沼大祥寺城跡 〇 〇 〇

31 白 水 遺 跡 〇 〇 〇 〇 65 吉 沼 瓦 塚 遺 跡 〇

32 俗 間 遺 跡 〇 〇 〇 〇 66 館 宿 城 跡 〇

33 加 道 田 遺 跡 〇 〇 〇 〇 67 吉 沼 笠 根 城 跡 〇 〇

34 伊古立四反田遺跡 〇 〇 〇 〇

表１　大堀東遺跡周辺遺跡一覧表
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第２図　大堀東遺跡調査区設定図（下妻市都市計画図 2,500 分の１より作成）
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　大堀東遺跡は，下妻市の南東部に位置し，小貝川右岸の標高約 17～19 ｍの微高地に立地している。調査区

は便宜上Ⅰ，Ⅱ（A・B），Ⅲ区に分けられており，今回の報告分はⅢ区の19,908㎡についてである。調査前の現

況は河川敷である。

　調査の結果，Ⅲ区では竪穴建物跡 116 棟（平安時代），掘立柱建物跡５棟（中世１，時期不明４），陥し穴１

基（縄文時代），井戸跡 31 基（平安時代 21，中世５，時期不明５），火葬施設 12 基（中世），火葬墓１基（平

安時代），墓坑１基（平安時代），地下式坑２基（中世），土坑 400 基（縄文時代２，平安時代 23，中世２，時

期不明 373），溝跡 36 条（平安時代２，中世７，不明 27），柱穴列９条（時期不明），ピット群 12 か所（中世１，

時期不明 11）を確認した。遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 83 箱出土している。主な遺物は，

縄文土器（深鉢），土師器（坏・椀・高台付坏・高台付椀・小皿），須恵器（坏・甕），土師質土器（小皿・焙烙・

甕），瓦質土器（火鉢），灰釉陶器（長頸瓶），陶器（甕），磁器（碗），石器・石製品（砥石・支脚・五輪塔），

金属製品（鐙吊金具・煙管），土製品（支脚・羽口・鋳型・坩堝），瓦，剥片，鉄滓（椀状滓）などである。

　河川の氾濫のため，層序が均一でなく，地点により異なる可能性がある。Ⅲ区南部（Ｐ４f5 区，Ｎ３e7 区），

Ⅲ区中央部（Ｋ４g4 区，F５i3 区），Ⅲ区北部（Ｅ５c 7 区，Ｂ５g6 区）に設定したテストピットで基本土層（第

３図）の観察を行った。以下，観察結果から層序を説明する。

　土層は23層に分層でき，第16～21層が関東ローム層である。

　第１層は，暗褐色を呈する表土層である。粘性は普通で，締まりは強く，層厚は 40 ～ 84㎝である。

　第２層は，灰黄褐色を呈する表土層である。粘性は強く，締まりは普通で，層厚は 33 ～ 44㎝である。

　第３層は，灰黄褐色を呈する粘土層である。粘性は普通で，締まりは強く，層厚は 10 ～ 13㎝である。

　第４層は，にぶい黄褐色を呈する粘土層である。粘性は強く，締まりは普通で，層厚は 11 ～ 16㎝である。

　第５層は，灰黄褐色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに強く，層厚は 34 ～ 40㎝である。

　第６層は，にぶい黄褐色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに強く，層厚は 3～８㎝である。

　第７層は，灰褐色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに強く，層厚は６～ 11㎝である。

　第８層は，褐灰色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに強く，層厚は４～ 18㎝である。

　第９層は，褐灰色を呈する粘土層である。粘性は普通で，締まりは強く，層厚は 18 ～ 25㎝である。

　第10層は，灰黄褐色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに強く，層厚は９～ 24㎝である。

　第11層は，黄褐色を呈するソフトローム層である。粘性は弱く，締まりは強く，層厚は１～ 12㎝である。

　第12層は，暗褐色を呈する粘土層である。粘性は普通で，締まりは強く，層厚は 28 ～ 40㎝である。

　第13層は，黒褐色を呈する粘土層である。粘性は強く，締まりは普通で，層厚は21～28㎝である。

　第14層は，黒褐色を呈する粘土層である。粘性は弱く，締まりは普通で，層厚は 28 ～ 80㎝である。

　第15層は，暗褐色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに普通で，層厚は５～ 19㎝以上である。

　　第１節 調 査 の 概 要

　　第２節 基 本 層 序

第３章　調 査 の 成 果
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第３図　基本土層図
Ｆ５i3 区

　第16層は，にぶい黄褐色を呈するソフトローム層である。粘性・締まりともに普通で，層厚は３～28㎝である。

　第17層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに強く，層厚は８～ 32㎝である。

　第18層は，暗褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに強く，層厚は28～45㎝である。第２黒

色帯に相当する。

　第19層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに強く，層厚は４～ 95㎝以上である。

　第20層は，にぶい黄褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに強く，層厚は 26～50㎝以上である。

　第21層は，黄褐色を呈するハードローム層である。粘性は強く，締まりは普通で，層厚は 27㎝以上である。

　第22層は，明黄褐色を呈する砂層である。粘性は弱く，締まりは普通で，層厚は３～ 15㎝以上である。

　第23層は，褐灰色を呈する砂層である。粘性は弱く，締まりは普通で，層厚は下層が未掘のため不明である。

　なお，遺構は，第１次面を第４・７・８層の上面で，第２次面を第 10 ～ 13 層の上面で確認した。ただし，

ここでいう面は，あくまで確認面であり，文化面ではない。

Ｋ４g4 区
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　　第３節 遺 構 と 遺 物

　⑴　陥し穴

１　縄文時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，陥し穴１基，土坑２基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　第３号陥し穴（第４図）

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

３　暗 褐 色　ロームブロック少量

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のD５e9 区，標高 18ｍの平坦部に位置している。

遺物出土状況　縄文土器片 15 点（深鉢）が覆土下層から中層にかけて出土している。

所見　時期は，出土土器から中期前葉の阿玉台１ｂ式期と考えられる。

規模と形状　長径 2.10ｍ，短径 0.98ｍの楕円形で，長軸方向はＮ－ 47 －゚ E である。深さは 74㎝で，壁は外傾

している。底面は，長径 43㎝の楕円形で，北東寄りは深さ 22㎝のピット状に掘りくぼめられており，形状から

逆茂木が立てられていた痕跡の可能性がある。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれているが少量で，北側から流れ込むように堆積して

いることから，自然堆積と考えられる。

２
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第４図　第３号陥し穴・出土遺物実測図
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　⑵　土坑

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第５図　第 555 号土坑実測図

　第 555 号土坑（第５～７図）

遺物出土状況　縄文土器片 109 点（深鉢），土製品３点（耳

栓１，土器片円盤２），石器１点（敲石），剥片４点（黒曜石）

のほか，土師器片１点（坏）が出土している。埋土に混入し

たものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期前葉の阿玉台１ｂ式期と考

えられる。

1

2
3

4

7
65

98 10 ０ （1:3） 10cm

第６図　第 555 号土坑出土遺物実測図　⑴

D5i8

撹乱
２

14
１

15

16

3

２
１

3

12

14
15

16

０ （1:60） ２m

12

A
18.2m

A′

B
B
′

A
A′

B
B
′

１

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部２条の隆帯に棒状工具による刻み目　胴部棒状工具による縦位の沈線 覆土中

２ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい褐 普通 胴部隆帯貼り付け後棒状工具による連続刺突文 覆土下層

第３号陥し穴出土遺物観察表（第４図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のD5i7 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位

置している。

規模と形状　長径 1.92 ｍ，短径 1.78 ｍの円形である。深さは

27㎝で，壁はほぼ直立している。底面は平坦である。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることか

ら，埋め戻されている
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

14 剥片 2.1 2.7 0. 7 2.46 黒曜石 背面に前段階の剥離痕　蝶番剥離　単剥離面打面 覆土下層 PL50

15 剥片 2.6 1.6 0. 6 2.22 黒曜石 単剥離面打面　背面に前段階の剥離痕 底面 PL50

16 剥片 （1.7） 1.1 0. 4 （0.46） 黒曜石 単剥離面打面　背面に前段階の剥離痕 覆土中層 PL50

17 剥片 2.4 1.3 0. 7 1.38 黒曜石 単剥離面打面　背面に前段階の剥離痕 覆土中 PL50

第 555 号土坑出土遺物観察表（第６・７図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 ヒダ状圧痕カ 覆土下層 PL47

２ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 赤褐 普通 隆帯に沿って角押文による楕円形区画文 覆土中層 PL47

３ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
細礫 暗褐 普通 隆起帯線貼付　有節沈線による区画文　波状有節沈線 覆土中層 PL47

４ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁に沿って沈線文周回　角押文 覆土中

５ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 赤褐 普通 ヒダ状圧痕周回 覆土中

６ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯に沿って角押文による楕円形区画文　ヒダ状圧痕文周回 覆土中

７ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
細礫 褐 普通 有節沈線を伴う隆帯による区画文 覆土中

８ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 沈線を伴う隆帯による区画文 覆土中

９ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい赤褐 普通 隆起線による区画文 覆土中

10 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい赤褐 普通 隆起線による楕円形区画文 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

11 土器片円盤 7.3 5.8 2.3 53.10 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 胴部片利用　周縁部研磨　単節縄文ＲＬ 覆土中 PL47

12 土器片円盤 6.0 4.5 1.3 29.36 長石・石英・雲母 明赤褐 頸部片利用　周縁部研磨　隆起線文 底面

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

13 耳栓 ［3.1］ 2.1 ［1.7］（3.53）長石・石英 にぶい黄橙 横ナデ　赤彩 覆土中 PL47

11
12

13

14
15 16

17

０ （1:3） 10cm

０ （1:3） ５cm

第７図　第 555 号土坑出土遺物実測図　⑵
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第９図　第 608 号土坑出土遺物実測図

第 608 号土坑出土遺物観察表（第９図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 灰褐 普通 口縁部に沿って隆帯周回　キザミ目を有する隆帯貼付　ヒダ状圧痕文周回 底面 PL47

２ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 隆帯による楕円形区画文　区画内有節沈線による曲線文 覆土中

３ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい赤褐 普通 扇状把手　把手頂部にキザミ目 覆土中 PL47

2 3

54 ０ （1:3） 10cm

1

　第 608 号土坑（第８・９図　PL30）

遺物出土状況　縄文土器片 89 点（深鉢）のほか，混入し

た土師器片 10 点（椀４，小皿１，甕類５）が出土している。

土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック・炭化物少量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４　灰 黄 褐 色　ロームブロック・炭化物微量

SK667

SK609

撹乱

１

５ １
５

０ （1:60） ２m

A
18.2m

A′

B
B
′

A

A′

B

B′

１ ２
３

４

第８図　第 608 号土坑実測図

１は底面から，５は覆土下層から出土している。埋土に混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期前葉の阿玉台１ｂ式期と考えられる。

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のD5c9 区，標高 19 ｍほどの平坦面

に位置している。

重複関係　第 609・667 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 609 号土坑に掘り込まれていることから，

長径は 2.45 ｍと推定でき，短径は 2.10 ｍの楕円形で，長

径方向はＮ－ 12 －゚Ｅである。深さは 42㎝で，壁は緩斜

している。底面は平坦である。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが含まれている

ことから，埋め戻されている。
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　⑴　竪穴建物跡

２　平安時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，竪穴建物跡 116 棟，井戸跡 21 基，火葬墓１基，墓坑１基，土坑 23 基，溝跡２条を確認

した。以下，遺構及び遺物について記述する。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

４ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい赤褐 普通 有節沈線による縦波状文 3 条　曲線文 覆土中

５ 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・雲母・
細礫 明赤褐 普通 角押文による横線文　渦巻文 覆土下層 PL47

　第 79号竪穴建物跡（第 10 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３g7 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 108 号竪穴建物，第 682 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.60 ｍ，短軸 3.52 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 11 －゚Ｅである。壁は高さ 18 ～ 32㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁のやや西寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 84㎝，燃焼部の幅は 60㎝である。袖部は，

地山を半島状に掘り残して構築されている。火床面は，わずかに掘りくぼめられた地山面で，火熱を受けてい

るものの赤変硬化はしていない。煙道部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。第２・

３層は煙道部からの流入土である。第１層は崩壊後の流入土の可能性がある。

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

３　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

ピット　Ｐ１は径 28㎝，深さ 10㎝で，配置から出入り口施設に伴うピットである。単一層で，柱材抜き取り

後の覆土である。

覆土　４層に分層できる。第２～４層は粘土ブロック，焼土粒子，炭化粒子が含まれていることから，埋め戻

されている。第１層は自然堆積の可能性がある。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
４　暗 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量

表２　縄文時代土坑一覧表

番号 位 置
確
認
面

長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

555 D５i 7 １ － 円形  1.92 × 1.78 27 ほぼ直立 平坦 人為 縄文土器，土製品，剥片

608 D５c9 １ Ｎ－12°－Ｅ 楕円形 ［2.45］× 2.10 42 緩斜 平坦 人為 縄文土器 本跡→SK609・667
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第 10図　第 79 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

１

２

０ （1:3） 10cm

遺物出土状況　土師器片 61 点（坏 33，椀３，高台付椀２，甕類 23），須恵器片６点（坏２，蓋１，甕類３）が，

主に竈の周辺から出土している。

所見　時期は，出土土器及び第 108 号竪穴建物跡との重複関係から９世紀後葉と考えられる。
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第 79 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 10 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［12.8］（4.3） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 覆土下層 10％

２ 須恵器 甕 ［25.6］（6.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 黒褐 普通 ロクロナデ　輪積み痕 覆土上層 10％

新治窯

　第 80号竪穴建物跡（第 11・12 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３e6 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

R3f7

１

３ ２

４

１

３

４

２

SI 107

第１号火葬施設

０ （1:60） ２m

０ （1:30） 1m
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A
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18
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B B′

D
D
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E E′
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A
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D

D
′

B
B′

C
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１
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６
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２ ３

４ ５

１

３
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２
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５

６

５
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第 11図　第 80 号竪穴建物跡実測図
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第 12図　第 80 号竪穴建物跡出土遺物実測図

１ ２

3

４ ０ （1:3） 10cm

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
３　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量

４　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量

覆土　６層に分層できる。第１～５層は，粘土ブロックが含まれているものの少量であり，レンズ状に堆積し

ていることから自然堆積である。第６層は，踏み固められていないものの，堆積の状況から，貼床の可能性が

ある。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

４　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 149 点（坏 61，高台付坏 19，甕類 69），須恵器片５点（甕類），鉄滓１点，自然遺物

14 点（馬歯片）が，主に東半部から出土している。４は，第 81 号竪穴建物跡の覆土上層から出土した破片と

接合している。馬歯片は，覆土中から破片で出土し，他の部位が検出されていないことから，埋没の過程で混

入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。隣接する第 82 号竪穴建物跡は，同時期の遺構と考え

られるが，重複していないため，新旧関係は不明である。

重複関係　第 107 号竪穴建物跡を掘り込み，第１号火葬施設に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.98 ｍ，短軸 3.60 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 100 －゚ E である。壁は高さ 34 ～ 50㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや北寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 65㎝，燃焼部の幅は 60㎝である。袖部は

確認できなかった。火床面は地山面と思われるが，明確ではない。煙道部は壁外に 50㎝ほど掘り込まれ，火

床面からはほぼ直立している。第１～５層は，崩落土である。
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　第 81号竪穴建物跡（第 13・14 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３d7 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 107 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.20 ｍ，短軸 3.19 ｍの方形で，主軸方向はＮ－３ －゚Ｅである。壁は高さ８～ 12㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦である。北・東・西壁際を除いて，ほぼ全面が踏み固められている。
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第 13図　第 81 号竪穴建物跡実測図

第 80 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 12 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［11.4］ 3.5 6.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ナデ後下端ヘラ削り　内面ヘラ磨き　底部内面一方向のヘラ磨き 覆土下層 30％

２ 土師器 高台付坏 － （3.3） 6.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付　内面ナデ 竈覆土

第３層 40％

３ 須恵器 甕 ［19.2］（4.8） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部摘み上げ　体部外面縦位の平行叩き　内面横ナデ

竈覆土
第１層

５％
三和窯カ

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 鋳型 （18.0）（9.0） 5.1 （550.3）長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 鐃の鋳型鎔笵カ　砂型　 覆土下層
～上層

40％　PL49
SI81覆土中
の破片と接合



－ 22 －

　第 82号竪穴建物跡（第 15・16 図　PL４）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３e7 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第１号火葬施設に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 2.86 ｍ，短軸 2.68 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 93 －゚Ｅである。壁は高さ 25 ～ 30㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

第 81 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 14 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［16.4］ 4.0 ［8.0］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 覆土上層 20％

２ 灰釉陶器 長頸瓶 － （2.7） ［9.6］ 長石・赤色粒子・細礫 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面指ナデ 覆土上層 10％
東濃産

３ 土師器 甕 ［20.0］（7.9） － 長石・石英・細礫 赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦位のヘラ削り　内面縦位のナデ 覆土上層 10％

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量

３　灰 褐 色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４　灰 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土　２層に分層できる。含有物が少なく，水平に堆積していることから，自然堆積である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量 ２　にぶい黄褐色　炭化物・ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 103 点（坏９，椀 19，高台付坏 1，高台付椀２，皿３，甕類 69），須恵器片３点（甕

類），灰釉陶器片１点（長頸瓶），土製品１点（鋳型），鉄滓１点が，主に南東部から出土している。覆土上層

から出土した鋳型片は，第 80 号竪穴建物跡出土の４と接合関係にある。

所見　時期は，出土土器及び第 107 号竪穴建物跡との重複関係から 10 世紀前葉に比定できる。

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 70㎝，燃焼部の幅は 70㎝である。火床部は床

面から 10㎝ほど掘りくぼめられている。袖は確認出来なかった。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化

している。煙道部は壁外に 25㎝ほど掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。第１～４層は崩落土である。

１

２ ３

０ （1:3） 10cm

第 14図　第 81 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 15図　第 82 号竪穴建物跡実測図
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竈　東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 130㎝で，燃焼部の幅は 50㎝である。火床部は

床面から 10㎝ほど掘りくぼめられ，第６・７層で埋め戻されている。袖部は，地山を半島状に掘り残して構

築されている。火床面は，第６層の上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 60㎝ほど掘り

込まれ，火床面からほぼ直立している。天井部の一部が残存し，煙道部内壁は火熱を受け赤変硬化している。

第４・５層は煙道部からの流入土，第１～３層は天井部及び内壁の崩落土である。
竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　灰 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
４　暗 赤 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

５　灰 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
６　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
７　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

覆土　５層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックが含まれている不規則な堆積をしていることから，

埋め戻されている。
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第 16図　第 82 号竪穴建物跡出土遺物実測図

1
2 ３
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５

６

０ （1:3） 10cm

第 82 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 16 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 小皿 9.1 2.7 3.0 長石・石英・
黒色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面指ナデ　底部回転ヘラ切後一方向のナデ調整 覆土中 80％　PL43

２ 土師器 高台付坏 － （3.6） 8.0 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部高台貼付後指ナデ 覆土上層 50％

３ 土師器 甕 ［17.0］（3.6） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面横ナデ 覆土中 ５％

４ 土師器 甕 － （9.2） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 体部外面ナデ後上位に縦位のヘラ削り 覆土下層 10％
鉄滓付着

５ 須恵器 甕 ［29.0］（6.7） － 長石・石英・細礫 暗灰 普通 体部外面櫛歯状工具による縦線文後横位のヘラナデ　内面ロクロナデ 覆土下層 10％　PL47
新治窯

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

４　褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片 216 点（坏 70，椀４，高台付坏８，高台付椀１，皿３，小皿１，甕類 129），須恵器

片７点（甕類），土製品１点（羽口），鉄滓２点が，主に西半部から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。隣接する第 80 号竪穴建物跡は，ほぼ同時期の遺構と

考えられるが，重複していないため，新旧関係は不明である。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 羽口 （3.5） （3.9） （2.4）（18.08）長石・石英 橙 外面は火を受け，灰色　孔径［2.0］㎝ 覆土中
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　第 84号竪穴建物跡

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４f3 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

　第 83号竪穴建物跡（第 17 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３h1 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.41 ｍ，短軸 3.32 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 11 －゚Ｗである。壁は高さ８㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の中央部に付設されている。燃焼部の幅は 40㎝である。火床部は床面から 10㎝ほど掘りくぼめられ

ている。煙道部は壁外に 30㎝ほど掘り込まれている。

覆土　単一層である。層厚が 10㎝未満と薄いことから，堆積状況は不明である。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量
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第 17図　第 83 号竪穴建物跡実測図

遺物出土状況　土師器片２点（甕類），須恵器片２点（甕類）のほか，混入した陶器片１点（小皿）が出土している。

細片のため図示できなかったが，土師器片の器面は摩滅している。

所見　時期は，周辺の遺構との関係や出土土器から，９世紀後葉と考えられる。
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規模と形状　長軸 3.73 ｍ，短軸 3.04 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９ －゚Ｅである。壁は高さ 13 ～ 20㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　２か所。竈１は，西壁の中央部に付設されている。燃焼部の幅は 60㎝である。火床部は床面から 10㎝ほ

ど掘りくぼめられ，第７層で埋め戻されている。煙道部は壁外に 80㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して

いる。袖部が確認できず，竈１の覆土が西壁際で途切れていることから，竈１から竈２へ造り替えられている。

第１～６層は造り替えの際に壊されており，焼土ブロックや粘土ブロックが含まれている。竈２は，北壁の中

央部に付設されている。燃焼部の幅は 35㎝で，形状から焚口部から煙道部までは 82㎝と推定できる。火床部
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第 18図　第 84 号竪穴建物跡実測図
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遺物出土状況　土師器片 169 点（坏 28，椀 13，高台付坏２，高台付椀５，皿４，壺１，甕類 114，甑２），須

恵器片８点（広口瓶１，甕類７），鉄滓１点が，主に竈１・２内及び焼土範囲から出土している。５は第 135

号竪穴建物跡の覆土中から出土した破片と接合している。

所見　焼土ブロックを多量に含む範囲が，複数確認できた。焼土は，覆土中層で確認できたことから，埋め戻

しの際の土に混入したものと考えられる。時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

覆土　７層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックが含まれている不規則な堆積をしていることから，埋

め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ローム粒子微量
４　灰 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量

５　暗 褐 色　焼土ブロック少量
６　黒 褐 色　焼土ブロック多量
７　褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

は床面から５㎝ほど掘りくぼめられている。袖部や火床面は，明確にできなかった。第１～４層は天井部及び

内壁の崩落土である。

竈土層解説（竈１）
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　にぶい赤褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量

５　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
６　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
７　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

竈土層解説（竈２）
１　暗 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子微量

３　暗 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
４　にぶい赤褐色　粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロック微量

第 19図　第 84 号竪穴建物跡出土遺物実測図

１

２

４
３

６５

０ （1:3） 10cm



－ 28 －

　第 85号竪穴建物跡（第 20・21 図）

調査年度　東半部を平成 24 年度に，西半部を平成 25 年度に調査した。

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３f5 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 86 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 86 号竪穴建物に掘り込まれていることから，東西軸は 4.41 ｍで，南北軸は 1.27 ｍしか確認で

きなかった。方形又は長方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 10 －゚Ｅである。壁は高さ 10㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。燃焼部の幅は 100㎝である。火床面は地山面と思われるが，明確で
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第 20図　第 85 号竪穴建物跡実測図

第 84 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 19 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 14.3 3.9 6.6 長石・石英 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部一方向のヘラ削り 覆土下層 80％　PL31

２ 土師器 高台付椀［18.4］ 5.4 9.4 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り後高台貼付 覆土上層 40％

３ 土師器 甕 ［13.4］（8.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 暗褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦位の削り，輪積み痕　内面横位のナデ 床面 20％

４ 須恵器 甕 － （6.2） － 長石・石英 黄灰 普通 体部外・内面横位のナデ　輪積み痕 床面 10％
堀ノ内窯

５ 須恵器 甕 ［25.0］（7.7） － 長石・石英・
赤色粒子 灰褐 普通 口縁部ロクロナデ後波状のヘラ書き　内面ロクロナデ，摩滅 覆土上層

20％
SI135 覆土中
の破片と接合
産地不明（新
治窯以外）

６ 須恵器 広口瓶 － （6.6） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 頸部外・内面ロクロナデ 覆土中層 ５％
新治窯
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　第 86号竪穴建物跡（第 22・23 図）

調査年度　東半部を平成 24 年度に，西半部を平成 25 年度に調査した。

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３g4 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 85 号竪穴建物跡を掘り込み，第４号火葬施設に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 5.11 ｍ，短軸 3.62 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 105 －゚Ｅである。壁は高さ 10 ～ 25㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量

３　暗 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

覆土　２層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

第 21図　第 85 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 85 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 21 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［13.0］ 3.3 ［5.4］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切りカ
覆土中層 10％

遺物出土状況　土師器片 50 点（椀 18，高台付坏１，高台付椀４，甕類 27），須恵器片１点（甕類），土製品３

点（鋳型），鉄滓１点のほか，混入した陶器片１点（甕類）が，全域からまばらに出土している。

所見　時期は，出土土器及び第 86 号竪穴建物跡との重複関係から９世紀後葉と考えられる。

はない。煙道部は壁外に 100㎝ほど掘り込まれている。煙道の内壁は，火熱を受けて赤変硬化している。第１

～４層は，内壁及び天井部の崩落土である。

１

２

３
４

０ （1:3） 10cm

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 鋳型 （7.1） （5.5） 3.4 （83.45）長石・石英 にぶい褐 砂型 床面

３ 鋳型 （5.2） （3.9） 1.9 （23.69）長石・石英 にぶい橙 砂型 覆土中

４ 鋳型 （4.1） （3.1） （2.0）（14.18）長石・石英 にぶい橙 砂型 覆土中
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第 22図　第 86 号竪穴建物跡実測図

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 60㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。袖は確

認できなかった。火床面は地山面で，火熱を受けているものの赤変硬化はしていない。７は，火床面に据えつ

けられていることから，支脚として用いられている。煙道部は壁外に 45㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾

している。

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量 ２　暗 赤 褐 色　炭化物・焼土粒子中量



－ 31 －

第 23図　第 86 号竪穴建出土遺物跡実測図

１

２

３

４

５

６

７ ０ （1:3） 10cm

ピット　７か所。Ｐ１・Ｐ２は長径 47・41㎝，深さ 12・８㎝で，配置から主柱穴の可能性がある。第１・２

層は，柱材抜き取り後の覆土である。Ｐ３～Ｐ６は，長径 29 ～ 110㎝，深さ６～ 12㎝で，性格は不明である。

Ｐ５はＰ６に掘り込まれている。Ｐ７は，配置から貯蔵穴の可能性があるが，不明である。第３～８層は，粘

土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

覆土　４層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積をしていることから，

埋め戻されている。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
４　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
８　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 158 点（坏７，椀１，高台付椀 21，皿３，甕類 126），須恵器片６点（坏１，甕類５），

土製品１点（鋳型），石製品１点（支脚），金属製品５点（釘１，不明４），鉄滓１点が，主に北半部から出土
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 支脚 20.5 11.5 9.2 2,655 花崗岩 火熱を受け赤変 竈火床面

　第 87号竪穴建物跡（第 24・25 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３f2 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。
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第 24図　第 87 号竪穴建物跡実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （1.1） 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 底部回転ヘラ切り 覆土上層 20％

２ 土師器 高台付椀 14.0 6.4 7.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 覆土下層 95％　PL34

３ 土師器 甕 ［17.0］（3.8） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外・内面ナデ 覆土中 ５％

４ 土師器 甕 ［20.0］（3.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ　体部外・内面横ナデ 覆土中 ５％

５ 須恵器 坏 － － － 長石・石英・
針状物質 灰黄 普通 体部外面横ナデ 覆土中 ５％　木葉下窯カ

鉱物滓付着

第 86 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 23 図）

している。竈の焚口部の床面から出土した炭化材は，割材である。５は内面に鉱物滓が付着しており，金属製

品製作に関わるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器及び第 85 号竪穴建物跡との重複関係から 10 世紀前葉と考えられる。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 鋳型 （8.2） （4.7） （2.0）（103.95）長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 砂型 覆土中
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　第 88号竪穴建物跡（第 26・27 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＱ３d0 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

覆土　２層に分層できる。層厚が 10㎝程度であることから，堆積状況は不明である。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量 ２　暗 褐 色　粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片 87 点（坏４，椀６，高台付椀１，小皿２，甕類 74）が，主に東半部から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

第 25図　第 87 号竪穴建物跡出土遺物実測図

１

２

３

０ （1:3） 10cm

規模と形状　長軸 3.04 ｍ，短軸 2.88 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 73 －゚Ｅである。壁は高さ６～ 11㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。燃焼部の幅は 60㎝である。火床部は床面からわずかに掘りくぼめ

られている。袖部は確認できず，火床面も明確ではない。煙道部は壁外に 50㎝ほど掘り込まれているが，火

床面からの形状は不明である。

第 87 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 25 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （2.2） 7.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ナデ　底部回転糸切り 竈底面

床面 10％

２ 土師器 高台付椀 － （1.9） 6.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り，ナデ調整 床面 10％

３ 土師器 甕 － （19.5）［9.0］ 長石・石英・雲母・細礫 灰褐 普通 体部外面横ナデ後縦位の削り　内面横ナデ　底部ヘラ削り 床面 20％



－ 34 －

Ｑ3e
0

７

２

３

１

１３２

７

０ （1:60） ２m

０ （1:30） 1m

A
A
′

18
.4
m

B B′

D
D
′

C C′

F F′E E′
18.4m

D

D
′

A
A
′

B B′

C C′

F F′

E
E
′

1
2

3

1

2 3 4

8
8

5

1

2

3

6

7

6

7

8

1
2

3

4

5

第 26図　第 88 号竪穴建物跡実測図

竈土層解説
１　灰 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量

５　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
６　黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量
７　褐 色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量
８　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 105㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。火床部は

床面から５㎝ほど掘りくぼめられている。袖部は，床面に第６・７層を積み上げて構築されている。火床面は

第５層の上面で，火熱を受けて赤変硬化している。７は下端部が第８層で固定され，火床部に据えつけられて

いることから，支脚として用いられている。煙道部は壁外に 30㎝ほど掘り込まれ，火床面からほぼ直立して

いる。第３・４層は煙道部からの流入土，第２層は天井部内壁の崩落土，第１層は天井部の崩落土である。

規模と形状　長軸 3.20 ｍ，短軸 2.92 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 26 －゚Ｅである。壁は高さ 36㎝で，ほぼ直

立している。
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遺物出土状況　土師器片 166 点（坏 32，椀 45，高台付坏１，高台付椀 11，甕類 76，甑 1），須恵器片１点（坏），

灰釉陶器片１点（瓶類），土製品１点（紡錘車），石製品１点（支脚），金属製品１点（不明），鉄滓１点が主に

北半部から出土している。１・２は，床面から正位の状態で出土していること，５は接合関係が良好で竈周辺

の床面から出土したものが接合していることから，廃絶に伴って遺棄された可能性がある。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第 27図　第 88 号竪穴建物跡出土遺物実測図

１
２

３

４

５

６ ７
０ （1:3） 10cm

覆土　５層に分層できる。ロームブロックや粘土ブロックが含まれず，レンズ状に堆積していることから，自

然堆積である。

土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３　にぶい黄褐色　ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

４　灰 黄 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 支脚 16.3 11.1 7.8 1,560 雲母片岩 火熱を受け赤変 竈火床面

　第 89号竪穴建物跡（第 28 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＰ３i0 区，標高 19 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.17 ｍ，短軸 2.98 ｍの方形で，主軸方向はＮ－４ －゚Ｅである。壁は高さ 27㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 95㎝，燃焼部の幅は 80㎝である。火床部

は床面から 10㎝ほど掘りくぼめられ，第７層で埋め戻されている。煙道部は，壁外に 80㎝ほど掘り込まれ，

竈の西壁内側に第６層が貼り付けられている。火床面からは，ほぼ直立しており，煙道部の内壁は赤変硬化し

ている。第４・５層は煙道部からの流入土，第３層は竈内壁の崩落土，第２層は天井部内壁の崩落土，第１層

は天井部の崩落土である。

覆土　６層に分層できる。第２～５層は粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積をしていることから，埋

め戻されている。第１層は自然堆積の可能性があるが，層厚が薄く，明確ではない。

土層解説
１　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
６　暗 褐 色　炭化物中量，焼土粒子少量

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　焼土粒子少量
３　褐 灰 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４　黒 褐 色　焼土粒子少量

５　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
７　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第 88 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 27 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.2 3.3 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ後下端ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部内面一方向のヘラ削り　 床面 100％　PL31

２ 須恵器 坏 11.9 4.3 5.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰褐 不良 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 床面

90％　PL41
三和窯
内面墨付着

３ 土師器 高台付椀 － （3.7） 7.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り　 覆土下層 30％

４ 灰釉陶器 瓶類 － － － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 暗灰黄色の施釉 覆土中 10％
猿投窯

５ 土師器 甕 ［18.0］ 29.5 10.2 長石・石英・
赤色粒子 にぶい赤橙普通 口縁部横ナデ　体部外面縦位のナデ後下位ヘラ削り　内面横ナデ　底部ヘラ削りカ

床面 50％　PL44

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 紡錘車 7.2 （4.8） （1.3）（27.62）長石・石英・赤色粒子 にぶい赤橙 上面周縁に沿ったナデ　下面一方向のヘラ削り　
側面ナデ　指頭痕 覆土中

遺物出土状況　土師器片 44 点（坏 19，椀２，高台付坏１，甕類 22），須恵器片 19 点（甕類），土製品１点（管

状土錘）のほか，混入した陶器片２点（甕類）が出土している。

所見　時期は，出土土器や周辺の遺構との関係から９世紀後葉と推定できる。
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番号 器　種 長さ 径 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 管状土錘 2.8 1.1 0.4 3.22 長石・石英 にぶい褐 横ナデ，下端ヘラ削り 覆土中 PL50

第 28図　第 89 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第 89 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 28 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （1.8） ［7.5］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 内面黒色処理 覆土中 ５％
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　第 90号竪穴建物跡（第 29・30 図　PL４）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＰ４h2 区，標高 19 ｍほどの台地平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.42 ｍ，短軸 3.23 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 12 －゚Ｅである。壁は高さ 38㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 125㎝，燃焼部の幅は 60㎝である。火床部は床

面から 10㎝ほど掘りくぼめられ，第６～ 11 層で埋め戻されている。袖部は，床面に第 12 ～ 15 層を積み上げ

て構築されている。火床面は第６層の上面で，火熱を受けて赤変硬化している。７は下端部が第７層で埋めら

れて据えつけられていることから，支脚として用いられている。煙道部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれ，第８

層を貼り付けて構築されている。火床面からは外傾している。第４・５層は煙道部からの流入土，第３層は内

壁の崩落土，第１・２層は天井部の崩落土である。

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量
３　黒 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
５　黒 褐 色　炭化物・焼土粒子少量
６　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
７　にぶい黄褐色　焼土粒子微量
８　灰 黄 褐 色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

９　褐 灰 色　粘土ブロック中量
10　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
11　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
12　暗 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
13　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
14　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子微量
15　暗 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は長径 40 ～ 68㎝，深さ５～ 15㎝で，性格は不明である。ピットの覆土及びピ

ット周辺の床面で，焼土が確認できた。

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
２　にぶい黄褐色　焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

３　にぶい黄褐色　炭化物中量，粘土ブロック・焼土粒子微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

貯蔵穴　北西部に位置し，径80㎝の円形である。深さ12㎝である。底面は平坦である。壁はほぼ直立している。

４層に分層でき，粘土ブロックが含まれている不規則な堆積をしていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量
３　暗 褐 色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック微量
５　暗 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物微量
６　暗 褐 色　焼土粒子中量
７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
８　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量

９　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子微量
10　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化物多量
11　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
12　暗 褐 色　焼土粒子多量，炭化粒子微量
13　黒 褐 色　炭化粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
14　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量
15　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
16　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　ピットの土層も含め，16 層に分層できる。焼土ブロックが含まれている不規則な堆積をしていること

から，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片 379 点（坏 49，椀 45，高台付坏 1，高台付椀２，鉢１，甕類 279，甑１），須恵器片

60 点（坏 10，甕類 49，甑１），石製品１点（支脚），金属製品１点（鎌カ）が，主に焼土の層から出土している。

多くは小片で，破断面は火熱を受けていないことから，破損したものが焼土とともに投棄されたと考えられる。

１・２が貯蔵穴の北壁際から出土しており，埋め戻しに伴う投棄と考えられる。

所見　ピット内及び周辺の床面で確認できた焼土は，踏み固められていないことや，投げ込まれたような堆積

状況から，埋め戻しの土に混入したものと考えられる。時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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第 29図　第 90 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 支脚 18.6 13.7 4.7 1,430 砂岩 火熱を受け赤変 竈火床面

第 30図　第 90 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［13.3］ 4.9 6.0 長石・石英 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ後下端ヘラ削り　内面ナデ底部一方向のヘラ削り
貯蔵穴
覆土上層

40％　三和窯系
内面油煙付着

２ 土師器 高台付椀［14.9］ 5.0 8.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部高台貼り付け後ナデ

貯蔵穴
覆土上層

30％　PL35
体部外面
刻書「月」

３ 土師器 甕 14.0 （9.0） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦位のヘラ削り後下位斜位のヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中層 20％

４ 土師器 甕 ［19.8］ 23.1 8.6 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面横ナデ輪積み痕 覆土下層 40％　PL44

５ 須恵器 甕 － （13.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 不良 口縁部ロクロナデ　体部外面格子状の叩き目　内面横ナデ　輪積み痕

覆土下層
～上層

10％　PL48
新治窯

６ 須恵器 甕 － （17.9）［14.0］長石・石英・雲母・赤色粒子・細礫 赤褐 不良 体部外面斜位の平行叩き後下位ヘラ削り　内面ロクロナデ後縦位のナデ 覆土下層 10％　新治窯
内面煤付着

４

５

6

７ ０ （1:3） 10cm

第 90 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 29・30 図）



－ 41 －

棚状施設　竈の右袖側に地山を掘り残して付設されており，確認面から 15㎝ほど掘り込み，幅は 80㎝で，奥

行は 20㎝である。床面からの高さは 20㎝である。

ピット　３か所。Ｐ１は長径 70㎝，深さ 20㎝で，配置から貯蔵穴の可能性があるが，不明である。Ｐ２・Ｐ

３は長径 42・54㎝，深さ 10・15㎝で，性格は不明である。第１～６層は，焼土ブロックや粘土ブロックが含

まれていることから，埋め戻されている。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　褐 灰 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック中量，炭化物微量

４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
５　褐 灰 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック微量

　第 91号竪穴建物跡（第 31・32 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＰ４g1 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.96 ｍ，短軸 3.56 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 13 －゚Ｅである。壁は高さ 10 ～ 32㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈土層解説
１　黄 褐 色　焼土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　焼土粒子中量，粘土ブロック少量
４　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子微量

６　黒 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
７　黄 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子微量
８　暗 褐 色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
９　褐 灰 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
10　黒 褐 色　焼土ブロック少量

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 160㎝，燃焼部の幅は 60㎝である。火床部

は床面から 10㎝ほど掘りくぼめられ，第９・10 層で埋め戻されている。両袖は地山を掘り残して構築されて

いる。火床面は第９層の上面で，火熱を受けているものの赤変硬化はしていない。煙道部は壁外に 90㎝ほど

掘り込まれ，火床面からは外傾している。燃焼部の内壁に，６・７が逆位で固定されている。煙道部の内壁は，

赤変硬化している。第８層は煙道部内壁の崩落土，第３～７層は煙道部からの流入土，第２層は天井部の崩落

土，第１層は竈崩落後の建物跡の覆土である。

所見　Ｐ１・Ｐ３周辺で，焼土がまとまって確認できたが，覆土中層及びピット覆土中層で確認できたことか

ら，埋め戻しの土に混入したものと考えられる。時期は，周辺の遺構との関連や出土土器から９世紀後葉と考

えられる。

覆土　６層に分層できる。焼土ブロックや炭化物が含まれている不規則な堆積をしていることから，埋め戻さ

れている。

土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量
３　暗 褐 色　焼土ブロック中量

４　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
６　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 415 点（坏 22，椀 45，高台付坏５，高台付椀 16，皿 3，鉢９，甕類 314，甑１），須

恵器片 165 点（坏 44，蓋１，皿１，甕類 118，甑１），灰釉陶器片 1点（瓶類），陶器片３点（碗１，甕類２），

土製品１点（紡錘車），鉄滓１点が，全域から出土している。６・７は，竈の補強材として転用されたもので

ある。接点がないが，体部の特徴から同一個体の可能性がある。また，覆土中から出土した土器片及び土製品

は，第 92 号竪穴建物跡から出土した 10・11 とそれぞれ接合している。
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第 32図　第 91 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＰ４f2 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.74ｍ，短軸 3.50ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 14 －゚Ｅである。壁は高さ 48 ～ 52㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 136㎝，燃焼部の幅は 62㎝である。火床部は床

面から 10㎝ほど掘りくぼめられ，第 17 ～ 20 層で埋め戻されている。両袖は粘土ブロックが比較的含まれて

いる第 21 ～ 25 層を積み上げて構築されており，内壁には須恵器の甕の 13 と 17 が補強材として貼り付けられ

ている。火床面は第 17 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。火床面の左袖側には９個体の土器が，右

袖側には３個体の土器が逆位で重ねられた状態で支脚として使用されている。支脚が両袖側に寄った位置から

２か所確認できることから，２掛けの竈である。煙道部は壁外に 79㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して

いる。第２～ 16 層は天井部および内壁の崩落土で，第１層は竈崩壊後の覆土である。特に第５～ 16 層は焼土

ブロックが多量に含まれており，堆積状況から天井部が一気に崩落したものと考えられる。

　第 92号竪穴建物跡（第 33 ～ 36 図　PL４・５）

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量
２　黄 褐 色　粘土ブロック中量
３　にぶい黄褐色　焼土粒子中量，粘土ブロック少量
４　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量
５　暗 褐 色　焼土粒子微量
６　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
７　赤 褐 色　焼土ブロック多量
８　黒 褐 色　焼土ブロック中量
９　暗 褐 色　焼土粒子少量
10　暗 褐 色　焼土ブロック中量
11　暗 褐 色　焼土ブロック中量
12　暗 褐 色　焼土ブロック少量
13　黒 褐 色　焼土ブロック中量

14　暗 褐 色　炭化粒子中量，粘土ブロック・焼土粒子微量
15　黒 褐 色　焼土粒子多量，粘土ブロック少量
16　暗 褐 色　焼土ブロック中量，炭化物微量
17　暗 褐 色　焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化物微量
18　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
19　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
20　暗 褐 色　焼土粒子中量
21　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
22　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
23　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量
24　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量
25　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　２か所。Ｐ１は径 26㎝，深さ 12㎝で，配置から主柱穴の可能性がある。P２は長径 45㎝，深さ６㎝

で，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量

３　黒 褐 色　焼土ブロック中量
４　褐 色　粘土ブロック多量

第 91 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 32 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［13.6］ 4.2 7.2 長石・石英 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 床面 60％　PL31

２ 土師器 高台付椀［14.8］ 4.8 ［8.4］ 長石・石英・雲母・針状物質・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り，ナデ調整　
覆土中層
～上層 30％

３ 須恵器 皿 14.4 2.1 6.2 長石・石英 にぶい黄褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端ヘラ削り　内面ロクロナデ　底部不定方向のヘラ削り 覆土中層 50％　PL40
新治窯

４ 土師器 甑 － （4.9）［18.6］長石・石英 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面横ナデ　輪積み痕 Ｐ１覆土
下層 ５％

５ 灰釉陶器 瓶類 － （4.6） － 長石 灰黄 良好 体部外・内面ロクロナデ 覆土中 ５％
猿投窯

６ 須恵器 甕 ［33.0］（28.4） － 長石・石英・雲母 橙 不良 口縁部沈線１条　体部外面格子状の叩き目　内面横ナデ後縦位のナデ，当て具痕を残す
Ｐ１覆土上層・
燃焼部内壁

20％　PL44
新治窯

７ 須恵器 甕 ［30.8］（18.1） － 長石・石英・雲母 黄灰 不良 口縁部沈線１条　体部外面格子状の叩き目　内面横ナデ後縦位のナデ，当て具痕を残す
覆土中層
燃焼部内壁

20％　PL44
新治窯
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第 33図　第 92 号竪穴建物跡実測図　⑴

遺物出土状況　土師器片 78 点（坏１，椀７，高台付坏１，高台付椀１，高台付皿２，甕類 65，甑１），須恵

器片 40 点（坏 13，皿１，甕類 26），土製品１点（紡錘車）が，主に竈内から出土している。竈火床面奥の左

袖側に下から 14・４・15・９・８・７・３・２・１の順に，右袖側に下から６・５・16 の順に逆位で積み重

ねられた状態で出土している。土器は被熱しており，土器の間は粘土で固定されていることや，出土位置から

２掛けで支脚として使用されたものである。また，破損した土器を支脚として多く転用しているものと考えら

れる。17 も，左右の竈袖内部から出土したものが接合していることから，破損した土器を袖部の補強材とし

て転用している。また，17・18 は，第 91 号竪穴建物跡から出土した破片とそれぞれ接合している。

所見　本跡と近接する第 91 号竪穴建物跡は，土器，土製品の遺構間接合が確認され，その他の土器の様相に

も類似点が認められることや，建物跡の主軸方向や規模が類似していることから，同時期に機能していた可能

性がある。時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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第 34図　第 92 号竪穴建物跡実測図　⑵
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第 35図　第 92 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴
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　第 93号竪穴建物跡（第 37・38 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４b2 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.06ｍ，短軸 2.86ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 15 －゚Ｅである。壁は高さ 13 ～ 18㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 130㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。火床部は

床面から 10㎝ほど掘りくぼめられている。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

18 紡錘車 5.9～6.1 1.2 1.1 （45.91）長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 上面二方向のヘラ磨き　下面一方向のヘラ削り
周縁部研磨　内面黒色処理された坏底部を転用カ

床面 SI91覆土中の
DPと接合

第 92 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 35・36 図）
番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.3 4.7 6.2 長石・石英・雲母 にぶい黄橙普通 体部外・内面ロクロナデ　外面下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り 竈支脚 95％
新治窯

２ 須恵器 坏 13.7 4.7 5.8 長石・石英・雲母 橙 不良 体部外面ロクロナデ，下端手持ちヘラ削り　内面ロクロナデ　底部ヘラ削り 竈支脚 95％　PL41
新治窯

３ 須恵器 坏 ［13.4］ 4.4 5.4 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　外面下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り 竈支脚 60％
新治窯

４ 須恵器 坏 14.4 4.5 7.2 長石・石英・雲母・
黒色粒子 橙 不良 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 竈支脚 95％　PL41

新治窯
５ 須恵器 坏 13.9 4.0 6.4 長石・石英・雲母 赤褐 不良 体部外・内面ロクロナデ　外面下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り 竈支脚 70％　

新治窯
６ 須恵器 坏 13.1 4.0 6.2 長石・石英・雲母・

赤色粒子 にぶい黄橙不良 体部外・内面ロクロナデ　外面下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り 竈支脚 95％
新治窯

７ 土師器 坏 13.0 4.3 6.0 長石・石英・細礫 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面黒色処理，ヘラ磨き底部ヘラ切り 竈支脚 60％

８ 土師器 高台付坏 15.2 5.5 7.6 長石・石英・雲母・
黒色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面横ナデ　 竈袖部 90％　PL34

９ 土師器 高台付皿 － （3.0） ［5.8］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　 竈支脚 40％

10 土師器 高台付皿 13.8 2.7 5.4 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ナデ　底部内面ヘラ磨き　高台部剥離 竈袖部 95％　PL40

11 須恵器 皿 13.8 2.5 5.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 不良 体部外・内面ロクロナデ，下端ヘラ削り　底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り　 竈支脚 60％　PL41

底部刻書「 」
12 土師器 甕 ［20.4］（7.7） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面横ナデ　内面斜位のナデ 竈袖部 ５％

13 須恵器 甕 － （13.7） － 長石・石英・雲母 褐灰 不良 体部外面斜位の平行叩き　内面ナデ，指頭圧痕輪積み痕 竈袖部 10％
新治窯

14 土師器 小形甕 ［12.2］ 11.7 6.6 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　体部外・内面ヘラナデ，下位ヘラ削り　木葉痕　輪積み痕 竈支脚 90％　PL45

15 土師器 小形甕 － （9.1） 7.5 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい褐 普通 体部外・内面ヘラナデ，下位ヘラ削り　木葉痕　 竈支脚 50％

16 土師器 小形甕 － （7.7） 8.1 長石・石英・細礫 橙 普通 体部外面下部横位のヘラ削り　内面横位のナデ底部ヘラ削り 竈支脚 20％

17 須恵器 甕 － （25.0）［17.0］長石・石英・針状物質・細礫 黄灰 普通 体部外面斜位の平行叩き　内面横ナデ　当て具痕を残す 竈袖部
40％　PL46
新治窯
SI91覆土中の
遺物と接合

第 36図　第 92 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑵
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18

０ （1:3） 10cm０ （1:6） 10cm
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外に 130㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。天井部が残存し，火熱を受けて赤変硬化している。第

１～３層は天井部の崩落土，第４～７層は掛け口からの流入土，第８～ 10 層は煙道部からの流入土である。

第 37図　第 93 号竪穴建物跡実測図
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ピット　Ｐ１は径 68㎝，深さ 10㎝で，配置から貯蔵穴の可能性があるが，不明である。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４　褐 灰 色　粘土ブロック中量

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
３　灰 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量
４　暗 褐 色　粘土ブロック少量
５　灰 褐 色　粘土ブロック少量

６　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７　黒 褐 色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量
８　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子微量
９　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
10　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量
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　第 94号竪穴建物跡（第 39・40 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＰ３h9 区，標高 18 ｍほどの台地平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.02 ｍ，短軸 2.89 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 88 －゚Ｅである。壁は高さ 25 ～ 42㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　２か所。竈１は東壁のやや北寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 100㎝，燃焼部の幅は，形

状から 40㎝ほどと推定できる。袖部は確認できなかった。火床面は床面と同じ高さの地山面で，火熱を受け

第 38図　第 93 号竪穴建物跡出土遺物実測図

1

3

2

０ （1:3） 10cm

覆土　３層に分層できる。第２層に粘土ブロックが含まれているものの少量であり，レンズ状に堆積している

ことから自然堆積である。

土層解説
１　黒 褐 色　砂粒少量
２　黒 褐 色　砂粒少量，粘土ブロック微量

３　黒 褐 色　砂粒中量

遺物出土状況　土師器片 90 点（坏３，椀 11，高台付坏２，高台付椀 12，甕類 59，甑３），須恵器片 10 点（坏５，

甕類５），土製品 16 点（支脚カ）が，主に竈内から出土している。土製品 16 点は，出土位置が火床面の奥で

あること及び火熱を受けていることから同一個体の支脚と考えられるが，残存状態及び接合関係が悪く，細片

のため図示できなかった。

所見　時期は，重複関係や出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

第 93 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 38 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［14.8］ 3.9 ［6.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 竈覆土下層 50％

２ 土師器 高台付椀 － （3.4） 5.8 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 竈覆土下層 30％

３ 土師器 甑 － （4.2）［13.2］長石・石英・雲母・細礫 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ナデ　底部ヘラ痕 竈覆土中層 ５％
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第 39図　第 94 号竪穴建物跡実測図

P3i0

竈 １

竈 ２

１

４

２

２４１

０ （1:60） ２m

A A′
18.2m B

B
′

C C′

D
D
′

B
B
′

D

D′

A

A′C

C′

F
F′

G
G′

H
H
′

E
E′

86
3

3 2

1

7

1
3

5
2

3

6

5
4

6

竈土層解説（竈１）
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土粒子少量，粘土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量

３　にぶい黄褐色　焼土粒子微量

竈土層解説（竈２）
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量
３　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量

４　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
６　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

て赤変硬化している。煙道部は壁外に 50㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。竈２に壊されている

ことから，竈１から竈２へ造り替えられている。竈２は竈１の南側に付設されている。焚口部から煙道部まで

は 115㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。火床面は床面と同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に 70㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。第１～６層は崩落土である。

覆土　７層に分層できる。粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積をしていることから埋め戻されている。

第４層は焼土ブロック・炭化粒子が多量に含まれているが，埋め戻しの際に混入したものと考えられる。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子多量，粘土ブロック微量

５　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　暗 褐 色　砂粒中量，粘土ブロック少量
８　灰 黄 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 112 点（坏 30，椀６，高台付坏２，高台付椀 10，皿１，鉢７，甕類 56），須恵器片

13 点（坏１，甕類 12），灰釉陶器片１点（高台付椀），陶器片４点（碗）が，全域からまばらに出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４d4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 106 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.28 ｍ，短軸 3.20 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 10 －゚Ｅである。壁は高さ８㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

第 40図　第 94 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

1

３
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4

5 ０ （1:3） 10cm

第 94 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 40 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （1.1） ［7.6］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ナデ　底部回転ヘラ切り　内面黒色処理 覆土下層 20％

２ 土師器 坏 ［13.6］ 3.6 ［7.0］ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部不定方向のヘラ削り 竃火床面 30％

３ 土師器 椀 ［16.0］（4.2） － 長石・石英・
赤色粒子 灰褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土中 ５％

４ 土師器 高台付椀 － （1.9） 6.8 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り 竃底面 20％

５ 灰釉陶器高台付椀 － （2.0） ［8.0］ 長石・石英 灰黄 良好 体部外・内面ロクロナデ　内面直重ね痕カ 覆土中 ５％
猿投窯カ

　第 95号竪穴建物跡（第 41・42 図）
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第 41図　第 95 号竪穴建物跡実測図
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は長径 26 ～ 46㎝，深さ 20 ～ 40㎝で，配置から主柱穴である。Ｐ５は径 38㎝，

深さ 20㎝で，配置から出入り口施設に伴うピットである。第１～４層は柱材抜き取り後の覆土である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　焼土ブロック中量
２　灰 褐 色　粘土ブロック中量

３　褐 色　粘土ブロック少量
４　灰 褐 色　粘土ブロック多量

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量
２　暗 褐 色　焼土ブロック多量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 90㎝である。火床部は床面から 10㎝ほど

掘りくぼめられている。袖部は地山を掘り残して構築されている。火床面は，撹乱を受けていることから明確

にできなかった。煙道部は壁外に20㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。第１～３層は堆積は薄いが，

焼土ブロック・炭化物が多く含まれていることから天井部及び内壁の崩落土と残存した炭化物の層である。
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 不明
鉄製品 （5.4） （1.0） （0.7）（5.45） 鉄 断面方形　両端部欠損 覆土下層

　第 96号竪穴建物跡（第 43・44 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４d3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.30ｍ，短軸 2.73ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９ －゚Ｅである。壁は高さ 10㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 75㎝，燃焼部の幅は 30㎝である。火床部

は床面から 10㎝ほど掘りくぼめられ，第５層で埋め戻されている。袖部は，床面に第６層を積み上げて構築

されている。火床面は第５層の上面で，火熱を受けているものの赤変硬化はしていない。煙道部は壁外に 40

㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。第１～３層は煙道部からの流入土の可能性があるが，層厚が

薄く明確ではない。

第 42図　第 95 号竪穴建物跡出土遺物実測図

０ （1:3） 10cm

1

３

2

第 95 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 42 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 甕 ［16.8］（5.2） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面横位のヘラナデ　内面縦位のヘラナデ
Ｐ１覆土
上層 10％

２ 須恵器 鉢 ［28.0］（10.5） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部摘み上げ　体部外面縦位の平行叩き　内面横位のヘラナデ後斜位のナデ，輪積み痕
竈覆土
中層

５％　PL47
新治窯

遺物出土状況　土師器片 43 点（坏３，椀１，鉢２，甕類 37），須恵器片７点（坏２，鉢１，甕類４），金属製

品１点（不明鉄製品）が，主に北西部から出土している。

所見　Ｐ１・Ｐ４の周辺及び中央部の一部で焼土がまとまって確認できたが，他に広がる範囲が確認できなか

ったことから，埋め戻しの土に混入したものと考えられる。時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

覆土　単一層である。粘土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量
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第 43図　第 96 号竪穴建物跡実測図

遺物出土状況　土師器片 34 点（坏１，椀８，高台付坏１，高台付椀３，甕類 20，ミニチュア土器 1），須恵

器片７点（坏１，甕類６），金属製品１点（鉄鏃カ）が，主に南東部から出土している。1は，竈覆土及び南東

部の覆土から出土した複数の小型片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

覆土　２層に分層できる。粘土ブロックが含まれている不規則な堆積をしていることから，埋め戻されている

可能性があるが，層厚が 10㎝ほどであることから，明確ではない。第３・４層は床面に散った焼土である。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２　褐 色　粘土ブロック少量

３　黒 褐 色　焼土ブロック中量
４　黒 褐 色　焼土ブロック多量

竈土層解説
１　褐 色　砂粒少量
２　黒 褐 色　砂粒中量
３　暗 褐 色　焼土ブロック・砂粒少量

４　暗 褐 色　焼土ブロック中量，砂粒少量
５　褐 色　粘土ブロック少量
６　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 鏃カ （10.7） 0.7 0.6 （23.81） 鉄 茎カ　両端部欠損 覆土中

1

2 3

4

5

6

０ （1:3） 10cm

第 44図　第 96 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 96 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 44 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀［15.0］ 7.8 9.0 長石・石英・雲母 明褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部一方向のヘラ削り
覆土中層
竈覆土中

60％　PL35
底部内面刻書「＋」

２ 土師器 高台付椀 － （2.2） ［7.8］ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 覆土中 10％

３ 土師器 高台付椀 － （1.9） ［7.3］ 長石・石英 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ナデ　底部回転ヘラ切り 竈覆土中層 10％

４ 須恵器 甕 ［21.0］（7.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 不良 体部外面横ナデ後縦位の平行叩き，摩滅　内面横位のヘラナデ後斜位のナデ 床面 10％

産地不明
５ 土師器 甕 － （8.7） ［8.4］ 長石・石英・赤色粒子 褐 普通 体部外面縦位のヘラ削り，下位斜位のヘラ削り内面斜位のナデ，下端横位のナデ 床面 10％
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　第 97号竪穴建物跡（第 45・46 図）

調査年度　東部を平成 24 年度に，西部を平成 25 年度に調査した。

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４c2 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

第 45図　第 97 号竪穴建物跡実測図
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重複関係　第 136 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.78 ｍ，短軸 3.64 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 11 －゚Ｅである。壁は高さ 10 ～ 18㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。
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　第 98号竪穴建物跡（第 47・48 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３g3 区，標高 18ｍほどの台地平坦面に位置している。

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量
２　灰 褐 色　焼土粒子中量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量

４　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
５　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　Ｐ１は径 23㎝，深さ 25㎝で，配置から出入り口施設に伴うピットである。第２層は埋土，第１層は

柱材抜き取り後の覆土である。

覆土　２層に分層できる。レンズ状に堆積していることから自然堆積である。

ピット土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量 ２　褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量

土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量 ２　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 88 点（坏 15，椀９，高台付坏１，高台付椀２，甕類 61），須恵器片５点（甕類），鉄

滓１点が，全域からまばらに出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第 97 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 46 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［14.6］（3.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 10％

２ 土師器 椀 ［16.0］ 5.2 ［8.9］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端ヘラ削り　内面横ナデ，ヘラ磨き摩滅カ，黒色処理 覆土下層
30％
底部ヘラ書き
「│」

３ 土師器 高台付椀 － （2.5） ［8.4］ 長石・石英・雲母・赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 底部回転ヘラ切り　内面黒色処理 覆土中層 20％

第 46図　第 97 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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3

０ （1:3） 10cm

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 90㎝，燃焼部の幅は 60㎝である。火床部は床

面からわずかに掘りくぼめられ，第３～５層で埋め戻されている。火床面は第４層の上面で，火熱を受けてい

るものの赤変硬化はしていない。煙道部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれているが，火床面からは外傾している。

第１・２層は，焼土ブロックや焼土粒子が含まれていることから内壁の崩落土の可能性が考えられる。
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竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子中量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量
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第 47図　第 98 号竪穴建物跡実測図

覆土　単一層である。層厚が 10㎝ほどであることから，性格は不明である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 55 点（坏２，椀３，甕類 50），須恵器片４点（坏）が，主に竈の周辺から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

規模と形状　西部に撹乱を受けていることから，長軸は 3.60 ｍで，短軸は 3.15 ｍしか確認できなかった。長

方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 21 －゚Ｅである。壁は高さ 10㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁のやや西寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 70㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。火床部

は床面からわずかに掘りくぼめられている。袖部は床面に第３層を積み上げて構築されている。火床面は地山

面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 10㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。第１・

２層は焼土ブロックや粘土ブロックが含まれているが，層厚が 10㎝ほどで薄いため性格は明確ではない。
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　第 99号竪穴建物跡（第 49・50 図　PL５）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＮ４i3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.26 ｍ，短軸 2.82 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 86 －゚Ｅである。壁は高さ 14 ～ 26㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が，北壁下の中央部から東壁下を除いて巡っている。

竈　東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 60㎝，燃焼部の幅は 30㎝である。火床部は床

面からわずかに掘りくぼめられている。袖部は，地山面の上面に第３層を積み上げて構築されている。火床

面は地山面で，火熱を受けているものの赤変硬化はしていない。煙道部は壁外に 50㎝ほど掘り込まれ，火床

面から外傾している。第１・２層は焼土ブロックや粘土ブロックが含まれているが，層厚が 10㎝ほどであり，

性格は明確ではない。

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量

３　褐 灰 色　粘土ブロック多量

覆土　６層に分層できる。第２～５層は粘土ブロックが含まれている不規則な堆積をしていることから，埋め

戻されている。第１層は，粘土ブロックや鉄分が多く含まれていることから，水害による堆積の可能性がある。

第６層は壁溝の覆土である。

土層解説
１　褐 灰 色　粘土ブロック・鉄分中量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量

４　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
６　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 61 点（坏１，椀 16，高台付椀３，鉢１，甕類 40），須恵器片３点（広口壺１，甕類２）

のほか，混入した瓦質土器片１点（不明）が，主に北部から出土している。４は，第２層と床面から出土した

第 98 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 48 図）

1

2

０ （1:3） 10cm

第 48図　第 98 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［11.8］ 3.3 5.7 長石・石英・雲母 褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部一方向のヘラ削り 覆土下層 50％

２ 土師器 甕 ［27.0］（9.9） － 長石・石英 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面斜位のナデ　内面横位のナデ 覆土中層 10％
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第 49図　第 99 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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破片が接合していること，出土位置周辺の覆土中層に径 50㎝の範囲に炭化物がまとまって確認できたことか

ら，一括で投棄されたと考えられる。５は，出土位置の 50㎝ほど北で接点がないものの同一個体と思われる

中型片が覆土下層から１点出土していることから，４と同時に投棄されたと考えられる。

所見　時期は，周辺の遺構との関連や出土土器から９世紀後葉と考えられる。

1
2

3

０ （1:3） 10cm
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　第 100 号竪穴建物跡（第 51 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＮ４j3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 103 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.38ｍ，短軸 3.30ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 10 －゚Ｗである。壁は高さ 18㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

4

5

０ （1:3） 10cm

第 50図　第 99 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 99 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 49・50 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 13.3 4.2 7.8 長石・石英 橙 普通 体部外面横ナデ後下端ヘラ削り　内面横ナデ 竈覆土中層 70％　PL31

２ 土師器 椀 13.5 4.8 5.7 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土下層
竈覆土中層

70％　PL31
墨書「要カ」

３ 土師器 高台付椀 － （3.1） ［8.8］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 床面 20％

４ 須恵器 広口壺 － （18.4） － 長石・石英 灰黄 普通 体部外・内面ロクロナデ　輪積み痕 床面～
覆土上層

40％　PL46
産地不明

５ 須恵器 大甕 － （14.6） － 長石・石英・
黒色粒子 灰黄 普通 体部外面縦位の平行叩き　内面横ナデ，指頭圧痕，当て具痕を残す 床面 ５％

堀ノ内窯
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第 51図　第 100 号竪穴建物跡実測図

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　４層に分層できる。粘土ブロックが含まれているもののレンズ状に堆積していることから自然堆積であ

る。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片１点（椀）が出土している。細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器及び第 103 号竪穴建物跡との重複関係から，10 世紀前葉以降と考えられる。

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 60㎝，燃焼部の幅は 30㎝である。火床面

は床面の高さの地山面であるが，明確ではない。煙道部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾して

いる。第１・２層は崩落土である。
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　第 101 号竪穴建物跡（第 52・53 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４e2 区，標高 18ｍほどの台地平坦面に位置している。

重複関係　第 102 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.02ｍ，短軸 3.18ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 103 －゚Ｅである。壁は高さ 20㎝で，ほぼ

直立している。

第 52図　第 101 号竪穴建物跡実測図
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5

1
2

3

6

4

０ （1:3） 10cm

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量

床　平坦である。南西部が 10㎝ほど掘りくぼめられ，貼床が施されている。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 100㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。火床

面は床面と同じ高さの地山面であるが，明確ではない。煙道部は壁外に 60㎝ほど掘り込まれ，火床面から外

傾している。第１～４層は崩落土である。

第 53図　第 101 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 102 号竪穴建物跡（第 54 図　PL５）

調査年度　東部を平成 24 年度に，西部を平成 25 年度に調査した。

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４f1 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 101 号竪穴建物跡を掘り込み，第 135 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 135 号竪穴建物に掘り込まれていることから，長軸は 3.50 ｍで，短軸は 3.32 ｍしか確認でき

なかった。方形で，主軸方向はＮ－ 11 －゚Ｅである。壁は高さ 14㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 90㎝，燃焼部の幅は 35㎝である。火床部は床

面から 20㎝ほど掘りくぼめられ，第８・９層で埋め戻されている。袖部は，床面に第５層を積み上げて構築

されている。火床面は第８層の上面で，火熱を受けているものの赤変硬化はしていない。煙道部は壁外に 20

㎝ほど掘り込まれ，第６・７層を貼り付けて構築されている。火床面からは，ほぼ直立している。第３・４層

は煙道部からの流入土，第１・２層は天井部の崩落土である。

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土粒子中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子中量
３　暗 褐 色　焼土粒子少量，粘土ブロック微量
４　暗 褐 色　焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

６　赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
８　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
９　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　土師器片 78 点（坏１，椀 24，高台付椀２，甕類 51），須恵器片３点（甕類），石製品１点（支

脚カ）が，主に東半部から出土している。５はそれぞれ小型片で出土したものが，良好に接合している。６は，

竈底面から出土しており，火熱を受けていることから，支脚として使用されていたものが廃絶の際に壊された

可能性がある。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

第 101 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 53 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （1.8） ［8.6］ 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部ヘラ削り 床面 10％

２ 土師器 椀 － （2.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 ５％

３ 土師器 高台付椀 － （1.5） ［9.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部内面ヘラ磨き 覆土中 ５％

４ 土師器 高台付椀 － （3.2） 6.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端ヘラ削り　内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り後高台貼付 竈覆土下層 50％

５ 土師器 甕 ［16.3］ 29.4 12.3 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面横ナデ後斜位のナデ，下端ヘラ削り　内面横ナデ後斜位のナデ

覆土下層
竃覆土下
～上層

30％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 支脚カ 10.6 13.6 9.6 1,840 安山岩 火熱を受け赤変　煤付着 竃底面

土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

４　暗 褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
６　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土　４層に分層できる。第２～４層は焼土ブロックや粘土ブロックが含まれていることから，埋め戻されて

いる。第１層はレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。第５・６層は貼床の構築土である。
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第 54図　第 102 号竪穴建物跡実測図
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遺物出土状況　土師器片 13 点（坏２，高台付椀１，甕類 10）が，全域からまばらに出土している。遺物は細

片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器及び第 101・135 号竪穴建物跡との重複関係から 10 世紀中葉と考えられる。

覆土　５層に分層できる。第１～５層は粘土ブロックが含まれている不規則な堆積をしていることから，埋め

戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化粒子少量

４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量



－ 68 －

　第 103 号竪穴建物跡（第 55・56 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４a3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 100 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 100 号竪穴建物に掘り込まれているため，東西軸は 3.52 ｍで，南北軸は 3.60 ｍしか確認でき

なかった。方形あるいは長方形で，主軸方向はＮ－ 98 －゚Ｅである。壁は高さ４㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

第 55図　第 103 号竪穴建物跡実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［16.2］（4.9） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面横位のヘラ磨き後縦位のヘラ磨き，黒色処理

Ｐ１覆土
上層 10％

２ 土師器 椀 － （3.8） ［6.0］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 床面 20％

第 56図　第 103 号竪穴建物跡出土遺物実測図

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量
２　橙 色　焼土ブロック中量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　Ｐ１は長径 60㎝，深さ 10㎝で，性格は不明である。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄く明確ではないが，第２層は焼土ブロックが含まれていることから，埋め

戻されている可能性がある。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック中量

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ２　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 10 点（椀４，甕類６）が，主にＰ１周辺の焼土が確認できた範囲から出土している。

所見　Ｐ１覆土及びその周辺の床面から焼土がまとまって確認できたが，他に広がる範囲が確認できなかった

ことから，埋め戻しの土に混入したものと考えられる。時期は，出土土器及び重複関係から 10 世紀前葉と考

えられる。

1
2

０ （1:3） 10cm

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 120㎝，燃焼部の幅は 20㎝である。両袖は地山

を掘り残して構築されている。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられ，第２・３層で埋め戻されている。

火床面は第２層の上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 80㎝ほど掘り込まれ，火床面か

らの形状は不明である。燃焼部から煙道部の内壁は，火熱を受けて赤変硬化している。第１層は，層厚が薄い

ことから性格は不明である。

第 103 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 56 図）

　第 104 号竪穴建物跡（第 57 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３h4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.52 ｍ，短軸 3.47 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 17 －゚Ｗである。壁は高さ 10㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。
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竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量
３　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量

４　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
５　褐 灰 色　粘土ブロック中量
６　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量

覆土　単一層である。層厚が 10㎝ほどであることから，堆積状況は不明である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

第 57図　第 104 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片９点（椀１，甕類８）が，主に竈の周辺から出土している。

所見　時期は，周辺の遺構や出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 80㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。火床部は床

面の高さの地山面であるが，火床面は明確ではない。袖部は，床面に第６層を積み上げて構築されている。煙

道部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［13.2］（3.7） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 10％

第 104 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 57 図）

　第 105 号竪穴建物跡（第 58・59 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３b4 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　西部に撹乱を受けているため，南北軸は 3.00ｍで，東西軸は 2.78ｍしか確認できなかった。方

形と推定でき，主軸方向はＮ－ 16 －゚Ｅである。壁は高さ 25㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 104㎝，燃焼部の幅は 45㎝である。火床部は

床面と同じ高さの地山面である。袖部は確認できなかった。火床面は明確ではない。煙道部は壁外に 80㎝ほ

ど掘り込まれ，火床面から外傾している。

竈土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量 ２　灰 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
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第 58図　第 105 号竪穴建物跡実測図
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　第 106 号竪穴建物跡（第 60 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４e4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 95 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 95 号竪穴建物に掘り込まれているが，東西軸は 3.08 ｍで，南北軸は，竈の位置から 3.00 ｍと

推定できる。方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 19 －゚Ｅである。壁は高さ８㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　第 95 号竪穴建物跡の床面から本跡の竈掘方が確認できた。北壁のやや東寄りに付設されている。

覆土　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は明確ではないが，粘土ブロックが中量含まれていることか

ら，埋め戻された可能性がある。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量 ２　暗 褐 色　焼土ブロック多量

所見　時期は，出土遺物はなかったものの，重複関係や周辺の遺構との関係から９世紀前葉から９世紀中葉と

考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 甕 ［28.4］（11.9） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外・内面斜位のナデ 覆土中 10％

０ （1:3） 10cm1

第 59図　第 105 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 105 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 59 図）

覆土　３層に分層できる。各層に粘土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量
２　黄 褐 色　砂粒中量，粘土ブロック少量

３　暗 褐 色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 34 点（坏１，椀４，甕類 29），須恵器片３点（甕類）が出土している。

所見　時期は，出土土器や周辺の遺構から９世紀後葉と考えられる。
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　第 107 号竪穴建物跡（第 61・62 図　PL６）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３d7 区，標高 19 ｍほどの台地平坦面に位置している。

重複関係　第 80・81 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 80 号竪穴建物に掘り込まれているため，短軸は 3.27 ｍで，長軸は 3.82 ｍしか確認できなかっ

た。長方形で，主軸方向はＮ－ 95 －゚ E である。壁は高さ 34 ～ 52㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 110㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。火床面は床

面と同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 70㎝ほど掘り込まれ，火床面か

ら外傾している。第３・５層は煙道部からの流入土，第４層は煙道部内壁の崩落土，第１・２層は天井部の崩

落土である。

竈土層解説
１　褐 灰 色　炭化物少量，粘土ブロック微量
２　褐 灰 色　粘土ブロック・焼土粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

４　赤 褐 色　焼土粒子多量，粘土ブロック少量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量

覆土　２層に分層できる。第１・２層に粘土ブロックが含まれているが少量であり，レンズ状に堆積している

ことから，自然堆積と考えられる。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量 ２　暗 褐 色　粘土ブロック少量

第 60図　第 106 号竪穴建物跡実測図
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第 61図　第 107 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片 190 点（坏 31，椀 29，高台付坏４，高台付椀 18，皿２，小皿１，甕類 105），須恵器

片５点（坏１，甕類４），石器１点（砥石）が，全域から出土している。４は，竈の焚口から良好な残存状態

で出土したことから，廃絶に伴って遺棄された可能性がある。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から９世紀後葉と考えられる。

１ ２

３

０ （1:3） 10cm
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 砥石 （5.9） （4.6） （2.0）（60.18） 凝灰岩 砥面４面 覆土中

４

５

６ ７
０ （1:3） 10cm

第 107 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 61・62 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［12.6］ 3.3 ［8.6］ 長石・石英・針状物質・赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部一方向のヘラ削り 覆土中層 40％

２ 土師器 椀 ［10.8］ 3.4 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子・黒色粒子 褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ナデ　底部回転ヘラ切り 竈覆土下層 50％　PL32

３ 土師器 高台付坏［13.8］ 5.6 6.6 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り　 竈覆土下層 60％

４ 土師器 小皿 10.9 3.2 6.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子・黒色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ナデ　底部回転ヘラ切り 底面 100％　PL43

５ 土師器 甕 20.8 （11.8） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦位の削り　内面横ナデ後縦位のナデ 床面 30％

６ 須恵器 甕 － － － 長石・石英・
針状物質 灰 普通 体部外面擬格子状の叩き　内面ロクロナデ 覆土上層 ５％

木葉下窯カ

第 62図　第 107 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 108 号竪穴建物跡（第 63・64 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３g6 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 79 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 2.92ｍ，短軸 2.78ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 103 －゚Ｅである。壁は高さ 37㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 82㎝，燃焼部の幅は 35㎝である。袖部は，床

面に第８・９層を積み上げて構築されている。火床面は床面より若干掘り下がる地山面で，火熱を受けて赤変

硬化している。煙道部は壁外に 60㎝ほど掘り込まれ，火床面からは外傾している。第６層は，煙道部先端の

確認面で暗赤褐色の焼土が円形に確認できたことから，煙道の内壁である。第５層は，煙道部からの流入土で，



－ 76 －

第 63図　第 108 号竪穴建物跡実測図
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竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土粒子少量
２　にぶい黄褐色　焼土粒子中量，粘土ブロック少量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック中量
５　暗 褐 色　焼土ブロック中量

６　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量
７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
８　にぶい黄褐色　焼土ブロック少量
９　灰 褐 色　粘土ブロック多量，砂粒微量

覆土　２層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量　 ２　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

第６・７層が煙道の内壁であることから，煙道の天井部が一部残存している可能性がある。第１～４層は天井

部及び内壁の崩落土である。
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遺物出土状況　土師器片８点（坏１，高台付坏１，高台付椀１，片口鉢１，甕類３，甑１），須恵器片１点（高

台付坏）が，主に竈の周辺から出土している。

所見　南東部及び南西部の覆土中層から炭化物がまとまって確認できた。層厚が５㎝未満であること，他に広

がる範囲が確認できなかったことから，焼失住居の様相は見られない。埋め戻しの際に混入したものと考えら

れる。時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

第 64図　第 108 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 108 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 64 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［11.0］ 3.3 ［7.2］ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中 30％

２ 土師器 高台付坏 － （4.6） ［7.4］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　下端ヘラ削り　内面ロクロナデ　底部高台貼り付け後ナデ調整 覆土下層 50％

３ 土師器 片口鉢 ［16.8］（14.2） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部・体部外面横ナデ，下位ヘラ削り体部内面横ナデ後縦位のヘラ磨き

竈覆土下層
～中層 20％

４ 土師器 甕 ［22.0］（19.9） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦位のナデ，下位ヘラ削り　内面横ナデ後縦位のナデ　輪積み痕
覆土下層
竈覆土下層 30％

５ 土師器 甕 ［17.4］（13.5） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面斜位のナデ　内面横ナデ後斜位のナデ
床面
竃底面 30％　PL45

６ 土師器 甕 － （10.5）［5.8］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通
体部外面縦位のヘラ削り後下位斜位のヘラ削り
内面横位のナデ後縦位のナデ　底部一方向のヘ
ラ削り

竃覆土下層 20％

７ 土師器 甑 － （5.2）［14.2］長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面横ナデ　内面横ナデ後縦位のヘラ磨き 覆土中 10％

　第 109 号竪穴建物跡（第 65・66 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３a4 区，標高 19 ｍほどの台地平坦面に位置している。

規模と形状　北部及び西部に撹乱を受けていることから，南北軸は 3.02 ｍで，東西軸は 2.85 ｍと推定できる。

方形で，主軸方向はＮ－ 13 －゚Ｅである。壁は高さ 13 ～ 24㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。
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第 65図　第 109 号竪穴建物跡実測図
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第 66図　第 109 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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第 109 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 66 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［12.0］ 3.9 ［6.6］ 長石・雲母 にぶい黄褐 不良 体部外・内面ロクロナデ　外面下端ヘラ削り 覆土中 10％
産地不明

２ 土師器 坏 ［14.6］（3.4） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端ヘラ削り　内面ナデ 覆土中 10％

３ 土師器 高台付椀 － （2.4） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理高台部剥離 覆土中 10％

　第 110 号竪穴建物跡（第 67・68 図）

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３i3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 4.14ｍ，短軸 2.98ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 18 －゚Ｗである。壁は高さ 12㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が東壁下の一部で確認できた。

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 115㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。両袖は地

山を掘り残して構築されている。火床部は，床面から 20㎝ほど，長径 50㎝，短径 40㎝の楕円形に掘りくぼ

められ，第５～７層で埋め戻されている。底部はＵ字状である。火床面は第６層の上面で，火熱を受けて赤変

硬化している。５は，地山面を掘りくぼめて据えつけられていることから，支脚として用いられている。煙道

部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれ，第３層が貼り付けられている。火床面からは，外傾している。第１・２層

は天井部の崩落土である。

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。上部が削平されていることから，燃焼部の幅は 45㎝で，焚口部か

ら煙道部までは 60㎝しか確認できなかった。火床部は床面と同じ高さである。火床面は第１層下面で，火熱

を受けているものの赤変硬化はしていない。煙道部は層厚が薄いことから，火床面からの形状は不明である。

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック中量

覆土　単一層である。粘土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 14 点（坏２，椀３，高台付椀２，甕類７），須恵器片１点（坏）が出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子少量

５　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
６　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
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第 67図　第 110 号竪穴建物跡実測図

ピット　Ｐ１は長径 74㎝，深さ 30㎝で，性格は不明である。不規則な堆積をしていることから，埋め戻され

ている。
ピット土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子中量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴　２か所。貯蔵穴１は北東部に位置し，長径 85㎝，短径 70㎝の楕円形である。深さは 15㎝で，底面は

平坦である。壁は外傾している。貯蔵穴２は北西部に位置し，長径 75㎝，短径 70㎝の円形である。深さは 35

㎝で，底面は平坦である。壁は外傾している。貯蔵穴１・２は，焼土ブロック・粘土ブロックが含まれている
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貯蔵穴土層解説（貯蔵穴１）
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

貯蔵穴土層解説（貯蔵穴２）
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量
２　黒 褐 色　焼土ブロック少量，炭化物微量

３　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

第 68図　第 110 号竪穴建物跡出土遺物実測図

1 2 3
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5 ０ （1:3） 10cm

覆土　５層に分層できる。粘土ブロックが含まれる層が不規則な堆積をしていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量
５　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 758 点（坏 81，椀 74，高台付坏 1，高台付椀５，小皿２，甕類 592，甑３），須恵器

片 12 点（坏４，甕類８），石製品１点（支脚），金属製品 1点（刀子）が，全域から出土している。

ことから，埋め戻されている。
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 刀子 （12.6） 1.0 0.4 （18.22） 鉄 切先部・茎部一部欠損　刃部断面三角形 貯蔵穴２覆土
下層 PL53

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 支脚 （25.0） 15.4 10.3 （4,600） 石英斑岩 火熱を受け赤変 竈底面

第 110 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 68 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （3.1） ［7.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通
体部外面ロクロナデ，ヘラ状工具による沈線　
内面放射状のヘラ磨き，黒色処理　底部一方向
のヘラ削り

覆土上層 20％

２ 須恵器 坏 ［14.0］ 4.1 ［6.8］ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 不良 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 貯蔵穴１
覆土上層

20％
産地不明

３ 土師器 高台付椀 － （3.7） ［7.0］ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 竈覆土下層 10％

４ 土師器 甕 ［18.4］（7.7） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面横ナデ後斜位のナデ　内面横位のヘラナデ 覆土下層 10％

　第 111 号竪穴建物跡（第 69 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ２b0 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 10 号井戸，第 29 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 2.58ｍ，短軸 2.50ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 32 －゚Ｅである。壁は高さ７㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北東壁のやや西寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 70㎝，燃焼部の幅は 45㎝である。火床

面は床面よりやや掘りくぼめられた地山面で，赤変硬化はしておらず明確ではない。煙道部は壁外に 50㎝ほ

ど掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。第３・４層は流入土，第１・２層は天井部の崩落土である。

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量
２　灰 褐 色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量
４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は長径 24・28㎝，深さ 30・35㎝で，配置及び掘方の形状から柱穴である。第１・

２層は柱材抜き取り後の覆土である。Ｐ３は長径 63㎝，深さ 10㎝で，配置から貯蔵穴の可能性があるが，不

明である。

土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　３層に分層できる。粘土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 25 点（椀５，高台付椀７，甕類 13），須恵器片２点（坏）が，全域からまばらに出

土している。１は竈の周辺から良好な遺存状態で出土していることから，廃絶に伴って廃棄されたと考えられ

る。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

所見　出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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第 69図　第 111 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第 111 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 69 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀 13.6 5.1 7.9 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り 竈覆土上層 50％　PL35

２ 土師器 甕 ［18.6］（11.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面斜位のナデ後中位横位のナデ　内面横ナデ 竈覆土下層 10％
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　第 112 号竪穴建物跡（第 70・71 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ２e0 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 204 ～ 206・685 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.80 ｍ，短軸 3.18 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 28 －゚Ｅである。壁は高さ 14㎝で，ほぼ

直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。
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第 70図　第 112 号竪穴建物跡実測図
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竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化物微量
３　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量

５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
６　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
７　暗 褐 色　粘土ブロック少量
８　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量

覆土　７層に分層できる。層厚が 10㎝ほどと薄いことから，堆積状況は不明である。
土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量

５　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７　黒 褐 色　粘土ブロック微量

ピット　２か所。Ｐ１は径 32㎝，深さ 30㎝で，配置から出入り口施設に伴うピットである。第１・２層は，

柱材抜き取り後の覆土である。Ｐ２は長径 79㎝，深さ 20㎝で，配置から貯蔵穴の可能性があるが，明確では

ない。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量

３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 71 点（椀 20，高台付椀 12，甕類 39）のほか，陶器片１点（碗）が，全域からまば

らに出土している。２は床面，Ｐ２の覆土上層及び第 206 号土坑の覆土下層から出土したものが接合している。

接合した小型片の多くが本跡より出土していることから，第 206 号土坑出土の小型片は，土坑が埋没していく

過程で本跡から流入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

第 71図　第 112 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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2 ０ （1:3） 10cm

竈　北東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 90㎝，燃焼部の幅は 45㎝である。火床部は

床面から 10 ～ 45㎝ほどピット状掘りくぼめられ，第５～７層で埋め戻されている。形状から，支脚が据えら

れていた痕跡の可能性がある。火床面は第５層の上面と思われるが，明確ではない。煙道部は壁外に 80㎝ほ

ど掘り込まれ，第８層を貼り付けて構築されている。火床面からは，外傾している。第４層は内壁の崩落土，

第２・３層は流入土，第１層は天井部の崩落土である。

第 112 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 71 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀 － （1.4） ［7.2］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り後高台貼付 覆土中 10％

２ 土師器 甕 ［19.2］（14.9） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面横位のナデ後斜位のナデ，下位斜位のヘラ削り　内面横ナデ

床面
Ｐ２覆土上層

30％　PL45
SK206覆土中
の破片と接合
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　第 113 号竪穴建物跡（第 72・73 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３d3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 202 号土坑を掘り込み，第 203・688 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 2.60 ｍ，短軸 2.08 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 131 －゚Ｅである。壁は高さ 10㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　南東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 85㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。火床面は

床面とほぼ同じ高さの地山面であるが，明確ではない。煙道部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれ，火床面から外

傾している。第１～６層は天井部及び内壁の崩落土である。

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　焼土粒子中量，粘土ブロック少量
３　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量

４　暗 褐 色　粘土ブロック中量
５　黒 褐 色　粘土ブロック少量
６　黒 色　炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量

第 72図　第 113 号竪穴建物跡実測図
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ピット　２か所。Ｐ１は長径 21㎝，深さ 10㎝で，配置から出入り口施設に伴うピットである。Ｐ２は径 49㎝，

深さ８㎝で，竃から掻き出された焼土や炭化物が多く含まれている。

覆土　７層に分層できる。各層に粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積をしていることから，埋め戻さ

れている。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量 ２　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
４　暗 褐 色　粘土ブロック中量

５　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　にぶい黄褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
７　黒 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 48 点（坏９，椀 16，高台付椀７，皿２，甕類 14），須恵器片１点（甕類），灰釉陶器

片１点（広口壺）が，主に竈内から出土している。２は竈の周辺から良好な残存状態で出土していることから，

廃絶に伴って廃棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

1

2 3

4 ０ （1:3） 10cm

第 113 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 73 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （3.1） 6.0 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中 10％

２ 土師器 高台付椀 14.8 （5.6） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り　高台部剥離　
竈覆土下層
～上層 70％　PL35

３ 土師器 高台付椀［13.6］ 5.6 ［7.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通
体部外面ロクロナデ，下端ヘラ削り　内面ロクロ
ナデ，黒色処理　底部内面ヘラ磨き　底部回転
ヘラ切り

竈覆土下層 30％

４ 灰釉陶器 広口壺 － （8.5）［12.8］長石・石英 灰白 良好 体部外面横位のヘラ削り　内面ロクロナデ 竈覆土下層
～中層

10％　PL46
東濃産

第 73図　第 113 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 114 号竪穴建物跡（第 74 ～ 76 図　PL６）

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３e4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 211 号土坑に掘り込まれている。
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第 74図　第 114 号竪穴建物跡実測図
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竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
６　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７　黒 色　炭化粒子中量，粘土ブロック微量

ピット　３か所。Ｐ１～ P３は長径 34 ～ 70㎝，深さ４～７㎝と浅く，性格は不明である。

覆土　９層に分層できる。第２～８層は焼土ブロック・粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積をしてい

ることから，埋め戻されている。その後第１層が自然堆積している。第 10 層は，貼床の構築土である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量 ２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

６　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
８　黒 褐 色　粘土ブロック少量
９　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
10　暗 褐 色　粘土ブロック多量

遺物出土状況　土師器片 137 点（坏 53，椀９，高台付坏３，高台付椀８，小皿１，甕類 59，甑４），須恵器片

５点（甕類），鉄滓１点が出土している。２・３は竈内から出土している。２は火床面に正位で置かれており，

外・内面に二次被熱痕が認められることから，支脚として使用されていた可能性がある。

所見　北東部に焼土がまとまって出土しているが，一部のみの範囲で出土量も多くないため，埋め戻される際

に投げ込まれたものと考えられる。時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

1

2

3

０ （1:3） 10cm

規模と形状　長軸 4.86 ｍ，短軸 3.18 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 19 －゚Ｅである。壁は高さ 12㎝で，ほぼ

直立している。

床　平坦である。北東部は貼床で，粘土ブロックが含まれている第 10 層を埋土にして構築されている。壁溝

が東・西壁下の一部で確認できた。北東部に焼土がまとまって確認できた。

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 150㎝，燃焼部の幅は 58㎝である。左袖の

一部が残存しており，地山を掘り残して構築されている。火床面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，火熱を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 100㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。第２～４層は天井

部の崩落土で，第５～６層は煙道部からの流入土である。第１層は，竈崩壊後の覆土である。

第 75図　第 114 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴
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第 114 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 75・76 図）

第 76図　第 114 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑵

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （1.5） ［8.0］ 長石・石英 黒褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転糸切り 覆土中 ５％

２ 土師器 高台付椀 12.4 5.6 5.8 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 竈火床面
95％　PL35
体部外・内面
一部に二次被
熱痕あり

３ 土師器 甕 － － －
長石・石英・
角閃石・赤色粒子・
黒色粒子

橙 普通 体部外面横位のヘラナデ後縦位のヘラ削り　把手貼り付け後ナデ　内面横位のナデ，指頭痕 竈底面 10％

４ 須恵器 甕 － － － 長石・石英・
黒色湧出物 黄灰 普通 体部外面平行叩き　内面横位のナデ後縦位のヘラ削り 覆土下層 10％　PL48

堀之内窯

４

０ （1:3） 10cm

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＲ３c2 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 222 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.48 ｍ，短軸 3.68 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 22 －゚Ｅである。壁は高さ 12 ～ 18㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 154㎝，燃焼部の幅は 60㎝である。両袖は，地

山を掘り残して構築されている。火床面は床と同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。６は赤

変硬化した位置からやや離れているが，地山を 15㎝ほど掘りくぼめて，第 13 ～ 15 層を埋め戻して据えられ

ていることから，支脚として使用されていたと考えられる。煙道部は壁外に 68㎝ほど掘り込まれ，火床面か

らほぼ直立しており，燃焼部の内壁の一部が火熱を受けて赤変硬化している。第１～ 12 層は内壁及び天井部

の崩落土である。

　第 115 号竪穴建物跡（第 77・78 図　PL６）
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 支脚 （14.1）（14.4） 8.4 （1,093） 泥岩 ヘラ状工具による面取り加工　火熱を受け赤変 竈底面 PL51

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 鉄滓 5.8 5.5 2.0 75.72 鉄 両面発泡　着磁性あり 覆土上層

第 115 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 78 図）

番号 器　種 長さ 径 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 管状土錘 3.7 1.3 0.3 6.79 長石・石英 にぶい橙 全面ナデ調整 P９覆土中 100％　PL50

竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土ブロック微量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
６　赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
７　にぶい黄褐色　焼土粒子中量，粘土ブロック微量
８　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

９　黒 色　粘土ブロック・焼土ブロック微量
10　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
11　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
12　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
13　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
14　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
15　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　９か所。P６は径 42㎝，深さ 52㎝で，規模と形状から柱穴と考えられる。第３・４層は埋土，第１・

２層は柱材抜き取り後の覆土である。P１～ P５・P７～ P９は長径 43 ～ 113㎝，深さ６～ 28㎝と浅く，形

状も不整形であるため，性格は不明である。

覆土　５層に分層できる。第２～５層は粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子が含まれており，不規則な堆積を

していることから埋め戻されている。その後，第１層が自然堆積している。

ピット土層解説（P１～ P５・P７～ P９）
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量
３　暗 褐 色　粘土ブロック少量

（P６）
１　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック中量

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量

４　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒 褐 色　粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片 107 点（坏 10，椀 18，高台付椀 13，皿１，鉢 1，甕類 64），須恵器片２点（甕類），

灰釉陶器片４点（椀２，短頸壺２），土製品１点（管状土錘），石製品３点（支脚），鉄滓１点が出土している。

３・４は南西隅の覆土下層から出土しており，埋め戻しに伴って遺棄されたものと考えられる。また，３は内

面が朱墨の転用硯として使用されている。６は面取り加工された泥岩で，竈底面に据えられていたことから支

脚として使用されていたものである。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［11.6］ 3.3 6.0 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部外面下端回転ヘラ削り，指頭痕　底部一方行のヘラ削り 覆土下層 60％　PL32

２ 土師器 高台付椀 － （3.1） ［6.8］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り 覆土中 30％　

３ 灰釉陶器 高台付椀［14.4］ 5.3 6.8 長石・石英 灰白
にぶい赤褐 良好

体部外・内面ロクロナデ　内面硯部使用痕　底
部回転ヘラ切り後高台貼付 覆土下層

40％　PL41
朱墨転用硯
猿投窯

４ 灰釉陶器 短頸壺 － （9.0） － 長石・石英 灰黄 良好 体部外・内面ロクロナデ　外面灰釉刷毛塗り 覆土下層 10％
猿投窯カ
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第 78図　第 115 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３j1 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 29 号溝，第７号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.80 ｍ，短軸 3.78 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 123 －゚Ｅである。壁は高さ 14 ～ 20㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 116 号竪穴建物跡（第 79・80 図）

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
５　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
７　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
８　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

９　黒 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
10　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子微量
11　黒 色　焼土ブロック微量
12　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
14　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
15　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

ピット　４か所。P１は長径 65㎝，P２は長径 109㎝，深さ 30㎝で，P３は長径 30㎝，P４は径 30㎝，深さ

15㎝である。配置と規模から，P１・P２は主柱穴で，P３・P４は補助柱穴と考えられる。第５層は埋土で，

第１～４層は柱材抜き取り後の覆土である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量

４　黒 褐 色　粘土ブロック微量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

覆土　９層に分層できる。第２～９層は粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子が含まれており，不規則な堆積を

していることから埋め戻されている。その後第１層が自然堆積している。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

６　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
８　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
９　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 97 点（坏 21，椀 20，高台付椀 12，小皿８，甕類 36），須恵器片 1点（甕類），灰釉

陶器片１点（鉢），石製品１点（支脚），鉄滓２点が出土している。１は P２の底面から斜位で出土しており，

埋め戻しに伴って遺棄されたものと考えられる。４は面取りが施された石英斑岩で，竈底面に埋め込まれてい

たことから支脚として使用されていたものである。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

竈　南東壁のやや南寄りに付設されている。第７号井戸によって北側の半分が掘り込まれている。焚口部から

煙道部までは 94㎝で，残存している燃焼部の幅は 35㎝である。右袖は地山を掘り残して構築されている。火

床面は床から４㎝ほど掘り下がる地山面で，赤変硬化はしておらず明確ではない。煙道部は壁外に 90㎝ほど

掘り込まれ，火床面から一段掘り下がり，外傾している。第 10 ～ 14 層は煙道部からの流入土，第６～９層は

天井部の崩落土である。
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第 79図　第 116 号竪穴建物跡実測図
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第 116 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 80 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 支脚 15.5 13.2 7.1 1,944 石英斑岩 火熱を受け赤変 竈底面

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀［14.0］ 6.2 7.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子・黒色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り Ｐ２底面 40％　PL35

２ 土師器 小皿 11.6 2.9 7.5 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 床面 50％

３ 土師器 小皿 ［10.0］（2.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中 ５％　

1

2

3

4

０ （1:3） 10cm

第 80図　第 116 号竪穴建物跡実測図・出土遺物実測図
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調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３d3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 29 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　西壁が第 29 号溝によって掘り込まれているため，南北軸は 3.66 ｍで，東西軸は 2.80 ｍしか確認

できなかった。方形又は長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 22 －゚Ｅである。壁は高さ 28 ～ 30㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が，南壁際から東壁際の一部にかけて巡っている。

　第 117 号竪穴建物跡（第 81 ～ 83 図　PL７）
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第 81図　第 117 号竪穴建物跡実測図　⑴
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第 117 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 83 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［13.6］（4.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 竈覆土中 10％　

２ 土師器 高台付椀 － （2.2） ［8.2］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 高台部ナデ 竈覆土中 ５％

３ 土師器 鉢 － （3.3） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外面横位のヘラ削り　内面ヘラ磨き 覆土中 ５％　

3
2

1

０ （1:3） 10cm

第 83図　第 117 号竪穴建物跡出土遺物実測図

竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

５　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
８　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　８か所。P１・Ｐ２・Ｐ４，Ｐ６～Ｐ８は径 30 ～ 110㎝，深さ 10 ～ 15㎝と浅く，性格は不明である。

P５は深さ 36㎝で，規模と形状から柱穴と考えられる。P３は規模と配置から，出入口施設に伴うピットの

可能性がある。覆土土層解説の第９・10 層は P５，第 11 層は P２の覆土である。

覆土　８層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

７　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化材微量
８　暗 褐 色　粘土ブロック少量
９　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
10　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
11　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片 79 点（坏２，椀 13，高台付椀３，鉢１，甕類 60），須恵器片８点（坏４，甕類４）

の他に陶器片２点（碗）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

竈　北壁のほぼ中央部に付設されているものと思われる。焚口部から煙道部までは 140㎝，燃焼部の幅は 48㎝

である。両袖は地山を掘り残して構築されている。火床面は床と同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化

している。煙道部は壁外に 68㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。焚口から右袖に寄った位置に径

約 30㎝，深さ５㎝のくぼみがあり，位置や形状から掻き出された炭や灰溜めの穴と考えられる。第７・８層

は煙道部からの流入土，第３～５層は天井部及び内壁の崩落土である。第１・２層は竈崩壊後の覆土である。
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第 82図　第 117 号竪穴建物跡実測図　⑵
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調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３i2 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 29 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北西壁が第 29 号溝に掘り込まれているため，南西・北東軸は 3.16 ｍで，北西・南東軸は 2.58 ｍ

しか確認できなかった。隅丸長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 118 －゚Ｅである。壁は高さ 16 ～ 22㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 118 号竪穴建物跡（第 84・85 図）
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第 84図　第 118 号竪穴建物跡実測図
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第 118 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 85 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［17.2］（3.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 竈覆土第10層

上面 10％　

２ 土師器 高台付椀 － （2.2） ［8.0］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 内面黒色処理　 竈覆土中 ５％

３ 須恵器 甕 － （15.0） － 長石・石英 橙 普通 体部外面横位の平行叩き　内面無文の当て具痕 覆土中層 ５％　
堀之内窯カ
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1

０ （1:3） 10cm

第 85図　第 118 号竪穴建物跡出土遺物実測図

竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

７　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土ブロック微量
８　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子微量
９　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
10　黒 色　焼土ブロック・灰微量
11　黒 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　Ｐ１は長径 64㎝，深さ 20㎝で，配置と形状から柱穴と考えられる。第４層は埋土で，第１～３層は

柱材抜き取り後の覆土である。

覆土　７層に分層できる。粘土ブロックが多く含まれている層もあるが，レンズ状に堆積していることから，

自然堆積と考えられる。

ピット土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

５　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
７　黒 色　粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片 118 点（坏２，椀 32，高台付椀４，甕類 80），須恵器片１点（甕），被熱礫３点が出

土している。被熱礫は竈近くの床面から出土しており，支脚として使用されていた可能性がある。１は竈の第

10 層上面から出土している。竈内からは甕の細片なども出土していることから，竈が崩壊する以前に遺棄さ

れたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

竈　南東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 124㎝，燃焼部の幅は 45㎝である。両袖は地

山を掘り残して構築されている。火床面は床より４㎝低い高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に 74㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。第 10・11 層は煙道部からの流入土，第５～

９層は天井部及び内壁の崩落土である。第１～４層は竈崩壊後の覆土である。
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調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３j4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第１次面の第 124 号竪穴建物跡，第 2次面の 153 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 5.26 ｍ，短軸 4.90 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 118 －゚Ｅである。壁は高さ 35～ 48㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝は南西壁下の一部で確認できた。

竈　南東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 140㎝，燃焼部の幅は 56㎝である。両袖は地

山を掘り残して構築されている。火床面は床と同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部

は壁外に 62㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。第 10 ～ 14 層は煙道からの流入土，第４～９層は

天井部の崩落土，第 15 層は灰と焼土ブロックが含まれていることから，火床面に溜まった灰層である。第１

～３層は竈崩壊後の覆土である。

　第 119 号竪穴建物跡（第 86 ～ 88 図）

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
３　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
４　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量
５　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
６　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
８　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

９　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化物微量
10　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化材少量
11　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
12　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
13　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
14　黒 褐 色　粘土ブロック少量
15　黒 褐 色　灰中量，焼土ブロック微量

ピット　３か所。Ｐ 1 ～Ｐ３は長径 81 ～ 127㎝，深さ 16 ～ 20㎝で焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子

が含まれていることから，覆土が堆積する前に埋め戻されていると考えられる。性格は不明であるが，掘方

の一部の可能性がある。

覆土　14 層に分層できる。粘土ブロックや焼土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

ピット土層解説（P１・Ｐ２）
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

（P３）
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
３　褐 灰 色　粘土ブロック・炭化粒子中量

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
７　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量

８　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
９　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
10　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量
11　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
12　黒 褐 色　粘土ブロック少量
13　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量
14　黒 褐 色　粘土ブロック中量

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。第２次面の土坑（SK313）として調査が行われていたが，位置・形状・

出土遺物から，本跡に伴う貯蔵穴と判断した。径 102㎝の円形で，深さは 28㎝である。壁は外傾し，底面は皿

状である。底面には，被熱した平坦な形状の花崗岩が据えられているが，用途は不明である。

貯蔵穴土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量

３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
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第 86図　第 119 号竪穴建物跡実測図
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第 87図　第 119 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴
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遺物出土状況　土師器片 878 点（坏 109，椀 203，高台付坏４，高台付椀 60，小皿 23，鉢６，甕類 472，甑１），

須恵器片 13 点（坏１，甕類 12），灰釉陶器片２点（瓶類），石製品１点（支脚），金属製品２点（轡金具カ，鉄

鏃），礫１点が出土している。３はＰ１付近の床面と竈内から出土した破片が接合しており，廃絶に伴って投

棄されたものと考えられる。また，覆土の下層から上層にかけても多くの破片が出土しており，埋没していく

過程で投棄された可能性がある。10 や甕の細片が竈の煙道部側に散っていることから，天井部が崩落する前

に遺棄された可能性がある。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

17

18

2019 ０ （1:3） 10cm

第 88図　第 119 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑵
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

19 轡金具カ 3.6 （7.5） 1.6 （37.65） 鉄 断面長方形　引き手部欠損 覆土中 PL52

20 鏃 （4.9） 2.0 0.4 （10.09） 鉄 鏃身部断面両丸　茎部断面長方形　茎部下部欠損 覆土中 PL52

第 119 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 87・88 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.6］ 4.2 ［7.6］ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り 覆土上層 30％　PL32
体部外面刻書「天カ」

２ 土師器 椀 ［16.0］（5.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部黒色処理　体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理

貯蔵穴覆土
中層 10％

３ 土師器 高台付坏 12.8 （3.6） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り後ナデ　高台部剥離

床面
竈底面 90％　PL32

４ 土師器 高台付坏 － （3.4） ［7.8］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土上層 20％

５ 土師器 高台付坏 14.0 5.9 ［7.4］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土中層 70％　PL35

６ 土師器 高台付坏 14.5 6.3 7.6 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 覆土上層 60％　PL35

７ 土師器 高台付椀［12.9］（5.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　高台部欠損 床面

覆土中層 40％　PL35

８ 土師器 高台付椀 － （2.4） 7.4 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土上層 20％

９ 土師器 高台付椀 13.3 5.7 7.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り 覆土中層 70％

10 土師器 高台付椀 13.6 6.7 8.4 長石・石英・雲母・
礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 竈覆土中層 80％　PL36

11 土師器 高台付椀 13.6 5.7 8.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 竈覆土下層 80％　PL36

12 土師器 小皿 11.2 2.9 7.6 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 床面 90％　PL43

13 土師器 小皿 12.2 3.1 8.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 床面 70％　PL43

14 土師器 小皿 ［11.8］ 3.0 7.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中 30％

15 灰釉陶器 瓶類 － （6.0） － 長石・石英 黄灰
暗灰黄 良好 体部外・内面ロクロナデ 覆土上層 ５％

猿投窯
16 灰釉陶器 瓶類 － （3.4） － 長石・石英 オリーブ黄

灰白 良好 体部外・内面ロクロナデ 覆土上層 ５％
猿投窯

17 須恵器 甕 － （2.6）［16.0］長石・石英・黒色湧出物 灰 普通 体部外面ナデ　底部内面ナデ 貯蔵穴底面 10％
堀之内窯カ

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３h2 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 121 号竪穴建物跡を掘り込み，第 29 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　西隅部が第 29 号溝に掘り込まれているが，長軸 4.81 ｍ，短軸 4.38 ｍの方形で，主軸方向はＮ－

138 －゚Ｅである。壁は高さ 15㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　南東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 150㎝，燃焼部の幅は 20 ～ 65㎝である。左

袖は確認できなかったが，右袖は地山を掘り残して構築されている。火床面は床と同じ高さの地山面であるが，

赤変硬化は見られなかった。煙道部は壁外に 112㎝ほど掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。第 10 層

は煙道部からの流入土，第３～９層は天井部の崩落土である。第１・２層は竈崩壊後の覆土である。

　第 120 号竪穴建物跡（第 89・90 図）

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
３　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
４　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量
５　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量

６　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
８　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
９　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化物微量
10　暗 褐 色　炭化材・粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

18 支脚 20.0 14.9 9.6 3,145 石英斑岩 火熱を受け赤変 竈底面
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ピット　２か所。P１は長径 200㎝，深さ 22㎝，P ２は長径 60㎝，深さ 15㎝，で覆土には焼土ブロック・粘

土ブロック・炭化粒子が含まれており，埋め戻されている。P１・Ｐ２共に性格は不明である。
ピット土層解説（P１）
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

（P２）
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
３　褐 灰 色　粘土ブロック・炭化粒子中量
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 置き竈 （16.1）（6.7） （4.5）（195.2）長石・石英・雲母・細礫 明赤褐 外・内面ナデ　指頭痕　焚口部ヘラ削り 覆土中
10％　PL49
SI121 覆土中
の破片と接合

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （1.5） 6.4 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部内面一方向の磨き，回転ヘラ切り P１上層 10％　

２ 須恵器 坏 － （1.4） ［8.0］ 長石・石英 灰白 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土上層
５％
銅付着
産地不明

３ 土師器 椀 ［14.0］（4.1） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き P１上層 10％

４ 土師器 高台付椀 － （1.8） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面黒色処理　高台部剥離 覆土上層 ５％

５ 須恵器 高台付坏 － （1.5） 6.0 長石・石英・雲母 黒褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り P２覆土中
20％
黒色土器
新治窯

1
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０ （1:3） 10cm

第 90図　第 120 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 120 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 90 図）

遺物出土状況　土師器片 131 点（坏 29，椀 23，高台付坏１，高台付椀７，小皿２，甕類 67，甑２），須恵器

片４点（坏１，高台付坏１，甕類２），土製品２点（置き竈），金属製品１点（不明鉄製品），焼成粘土塊５点

が出土している。２は内面に銅が付着しており，坩堝として使用された可能性がある。６は SI121 の覆土中か

ら出土した破片と接合したものである。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

覆土　５層に分層できる。粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積状況から，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量

４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
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調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３h3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 120・124 号竪穴建物，第 228・229 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東壁の一部が第 124 号竪穴建物と第 228 号土坑に掘り込まれて壊されているが，長軸 5.01 ｍ，短

軸 4.08 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 22 －゚Ｅである。壁は高さ 13 ～ 41㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が南・西壁際の一部で確認できた。焼土が東・西壁寄りに

少量散在していた。Ｐ１とＰ２の間が不整形に掘りくぼめられており，掘方の一部と考えられる。

竈　確認できなかった。東壁に付設されていた可能性があるが，第 124 号竪穴建物と第 228 号土坑に掘り込ま

れているため不明である。

　第 121 号竪穴建物跡（第 91 ～ 93 図）
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ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は，長径 40 ～ 90㎝で深さは 10 ～ 15㎝と浅く，性格は不明である。

ピット土層解説（P３）
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化物微量
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第 92図　第 121 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴

覆土　９層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積をしていることから埋

め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
４　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

６　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
８　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
９　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片 357 点（坏７，椀 137，高台付坏１，高台付椀 53，蓋１，小皿１，鉢２，甕類 152，甑３），

須恵器片９点（甕類），金属製品２点（鉄鏃，鉄釘カ），鉄滓２点，焼成粘土塊１点が出土している。２・６・

15 は北東部の覆土下層から中層にかけてまとまって出土しており，埋め戻しに伴って遺棄されたものと考え

られる。１と５は第 124 号竪穴建物跡の覆土中から出土した破片と接合している。

所見　床面で確認した焼土範囲３か所は，位置が分散していること，覆土が埋め戻されていることから焼失住

居ではなく，埋め戻しの際に投げ込まれたものと考えられる。時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［11.6］ 3.2 6.8 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り 覆土中
50％　
SI124 覆土中
の破片と接合

２ 土師器 坏 ［11.4］ 3.4 7.2 長石・石英・雲母・
黒色粒子・細礫 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部外面下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り　 覆土下層 80％　PL32

３ 土師器 坏 ［13.0］ 3.5 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り 覆土中 30％

４ 土師器 坏 ［11.3］ 3.9 4.9 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 床面 70％

５ 土師器 坏 ［12.2］ 3.4 7.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中層

20％
SI124 覆土中
の破片と接合

６ 土師器 坏 ［12.3］ 3.5 8.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部ヘラ削り 覆土下層 80％　PL32

７ 土師器 椀 ［15.0］（4.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中 20％

８ 土師器 椀 ［16.5］（5.6） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土中 30％

９ 土師器 椀 － （1.6） 6.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り　 P１覆土中 30％

10 土師器 高台付坏［14.4］ 4.5 ［6.6］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土中 30％

11 土師器 高台付椀［14.8］（4.3） － 長石・石英 浅黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土上層 20％

12 土師器 高台付椀 － （1.8） ［7.0］ 長石・石英・雲母 にぶい黄 普通 体部外面ロクロナデ　内面黒色処理 覆土上層 ５％

13 土師器 高台付椀 － （2.3） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　 覆土上層 10％

第 121 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 92・93 図）
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

20 鏃 （12.5） 1.7 0.4 （13.91） 鉄 鏃身部断面両丸　頸部断面長方形　茎部断面正方形，下部欠損 第３層

21   釘カ （6.9） （0.7） （0.9）（11.39） 鉄 断面長方形　上部・下部欠損 覆土下層

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

14 土師器 高台付椀 － （5.3） 6.6 長石・石英・雲母 灰褐
明褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部回転

ヘラ切り 覆土上層 40％

15 土師器 高台付椀 － （4.1） 7.6 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土中層 40％

16 土師器 高台付椀 － （2.3） 6.5 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理

底部回転ヘラ切　 覆土中 20％

17 土師器 鉢 ［47.4］（13.1） － 長石・石英・雲母・
細礫 明赤褐 普通 口縁部横位のナデ　体部外・内面ヘラナデ 覆土下層 20％

18 土師器 鉢 ［19.5］（6.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土上層 ５％

19 須恵器 甕 － （5.6） － 長石・石英 オリーブ黒 良好 体部外・内面ナデ　外面自然釉 覆土上層 ５％
産地不明

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の Q ３f4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 123 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.85 ｍ，短軸 3.46 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 45 －゚Ｅである。壁は高さ 28㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦な貼床である。硬化面は確認できなかった。粘土ブロックが多く含まれている層で貼床が構築されて

いる。

竈　北東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 110㎝，燃焼部の幅は 20 ～ 60㎝である。両

袖は粘土ブロックが多く含まれている第 16 ～ 18 層を床面に積み上げて構築されている。火床面は床面から

10㎝ほど掘りくぼめられた地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 42 ～ 62㎝掘り込まれ，

火床面から段を持って外傾している。第３～５・12 ～ 14 層は煙道部からの流入土，第６～ 11 層は天井部及

び内壁の崩落土である。第１・２層は竈崩壊後の覆土で，覆土の第６・７層と対応する。

　第 122 号竪穴建物跡（第 94・95 図）

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
８　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
９　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

10　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
11　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
12　黒 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
13　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
14　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
15　黒 褐 色　粘土ブロック中量
16　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子微量
17　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
18　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

ピット　２か所。Ｐ 1 は長径 35㎝，深さ 20㎝で，P ２より新しい。規模と配置から出入り口に伴うピットの

可能性がある。P ２は長径 140㎝の楕円形で，深さ８㎝と浅く，性格は不明である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

４　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
５　黒 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　７層に分層できる。各層に粘土ブロックが含まれているが，レンズ状の堆積をしていることから，自然

堆積と考えられる。第８層は貼床の構築土である。
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土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

５　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
７　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
８　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 394 点（坏 23，椀 179，高台付坏１，高台付椀 45，小皿４，鉢１，甕類 141），須恵

器片６点（坏３，甕類３），灰釉陶器片２点（皿，瓶），緑釉陶器片１点（皿），金属製品１点（鉄釘カ），焼成

粘土塊３点，礫２点，馬歯が出土している。６・14 が竈内から出土しているほか，遺物の多くは南西壁際か

ら出土している。３・５・17 は床面から出土しており，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。４は第

123 号竪穴建物跡の覆土中の破片と接合している。馬歯は，覆土上層から出土しており，埋没する過程で流入

したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 13.2 4.1 6.9 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り 覆土上層 90％　PL32

２ 土師器 椀 ［13.4］ 3.9 ［7.6］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土上層 20％

３ 土師器 椀 15.2 5.5 ［6.7］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転糸切り 床面 40％　PL32

４ 土師器 椀 ［14.6］（3.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中

10％
SI123 覆土中
の破片と接合

５ 土師器 椀 － （1.0） （6.6） 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　底部回転糸切り　底部内面二方向のヘラ磨き 床面 20％

６ 土師器 高台付椀［14.8］（4.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面横位のヘラ磨き，黒色処理 竈覆土中層 20％

７ 土師器 高台付椀［13.6］（4.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面横位のヘラ磨き，黒色処理 覆土中層

10％　PL48
体部外面刻書
「×」

８ 土師器 高台付椀 － （1.6） 7.8 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 ナデ調整 覆土中層 10％

第 122 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 95 図）
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

17 釘カ （4.5） （0.4） （0.5）（4.66） 鉄 断面正方形　上部・下部欠損　 床面

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３f3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 122 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.02 ｍ，短軸 3.42ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 37 －゚Ｅである。壁は高さ 48㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。深さ７㎝ほどの壁溝が，ほぼ全周している。

竈　北東コーナー部に付設されている。焚口部から煙道部までは 148㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。火床面

は床と同じ高さの地山面で壁外の位置で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 110㎝掘り込まれ，

煙道の天井部が崩落せずに残存しており，天井壁は火熱を受け赤変している。第１～４層は煙道部からの流入

土で，第１・２層は天井部の崩れで，焼土ブロックが多く含まれている。第５層は灰層である。

　第 123 号竪穴建物跡（第 96・97 図　PL７）

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
５　黒 色　灰少量，焼土粒子微量

ピット　４か所。Ｐ 1・２は長径 45・53㎝，深さ３㎝で，P ３・Ｐ４は長径 72・56㎝で深さ約８㎝である。

性格は不明である。

覆土　13 層に分層できる。ほぼ水平な堆積で，周囲からの土が流れ込んだような堆積状況から，自然堆積で

ある。

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
５　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
７　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

８　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
９　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物微量
10　黒 褐 色　粘土ブロック少量
11　黒 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
12　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
13　黒 褐 色　粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片 298 点（坏 29，椀 90，高台付坏２，高台付椀 32，鉢２，甕類 140，甑２，羽釜１），

須恵器片４点（坏２，甕類２），金属製品２点（刀子，鉄釘カ），馬歯が出土している。２・９・10 は床面及び

覆土下層から出土しており，遺棄されたものと考えられる。細片のため図示できなかったが，覆土上層から出

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

９ 土師器 高台付椀 － （2.3） 7.5 長石・石英・雲母 橙 普通 ナデ調整 覆土下層 10％

10 土師器 高台付椀 － （2.7） ［8.5］ 長石・石英・雲母 橙 普通 ナデ調整 覆土中 ５％

11 土師器 高台付椀 － （1.9） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 覆土上層 ５％

12 灰釉陶器 皿 ［13.9］（2.1） － 長石・石英 灰白
灰オリーブ 普通 体部外・内面ロクロナデ　口縁部外・内面施釉 覆土上層 ５％

東濃産カ

13 緑釉陶器 皿 － （1.7） 7.6 長石・石英 オリーブ黄 良好 底部内面一方向の磨き　全面施釉 床面 20％　PL41
猿投窯産カ

14 土師器 小皿 ［10.8］ 2.6 ［7.0］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ削り　内面黒色処理 竈覆土下層 20％

15 土師器 小皿 ［11.6］ 2.8 ［5.6］ 長石・石英・雲母・赤色粒子・細礫 にぶい黄 普通 体部外・内面ロクロナデ　外面下端ヘラ削り　底部ヘラ削り 竈覆土中 40％

16 須恵器 甕 － （8.1） － 長石・石英 褐灰 良好 体部外面斜位の平行叩き　内面無文の当て具痕 覆土上層 ５％
産地不明
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土した破片と第 119 号竪穴建物跡の覆土中から出土した破片が接合している。上層から細片で出土しているこ

とから，埋没の過程で流入したものと考えられる。また，馬歯も少量が覆土上層から出土していることから，

同様に埋没の過程で流入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

第 96図　第 123 号竪穴建物跡実測図
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

９ 刀子 （4.9） 0.8 0.4 （4.55） 鉄 刃部断面三角形　茎部断面台形　柄部欠損　 床面

10 釘カ 6.2 0.4 0.7 8.14 鉄 断面長方形 覆土下層

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［12.2］ 3.2 6.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中 50％

２ 土師器 椀 ［12.0］ 3.0 8.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 床面 40％

３ 土師器 椀 11.7 3.8 6.4 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り P４底面 70％　PL32

４ 土師器 高台付坏 － （2.8） 7.8 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 覆土中 20％

５ 土師器 高台付椀 － （4.5） 7.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土中 50％

６ 土師器 高台付椀 － （2.6） ［8.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部内面一方行の磨き　底部回転ヘラ切り 竈覆土中 40％

７ 土師器 高台付椀 － （2.0） ［7.6］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土中 20％

８ 土師器 羽釜 － （6.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ナデ　指頭痕 覆土中 ５％

1 2
3

7

654

8 9 10

０ （1:3） 10cm

第 97図　第 123 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 123 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 97 図）
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調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３i4 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 121 号竪穴建物跡を掘り込み，第 119 号竪穴建物，第 228 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 2.89 ｍ，短軸 2.81ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 107 －゚Ｅである。壁は高さ 30 ～ 36㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 108㎝，燃焼部の幅は 45㎝である。両袖

は地山を掘り残して構築されている。火床面は床面より 10㎝ほど高い地山面で，赤変硬化はしておらず明確

ではない。煙道部は壁外に 74㎝掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。袖は地山を掘り残して構築され

ている。第４～６・９層は流入土で，第７・８層は天井部の崩落土である。第１～３層は竈崩壊後の覆土である。

　第 124 号竪穴建物跡（第 98・99 図）

第 98図　第 124 号竪穴建物跡実測図
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竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
４　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
５　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子微量

６　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化材微量
８　黒 褐 色　炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
９　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量

ピット　２か所。Ｐ 1は長径 74㎝の楕円形で，深さは 11㎝である。P２は長径 112㎝の楕円形で，深さ 14㎝

と浅い。共に性格は不明である。

覆土　７層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックが含まれている層もあるが，レンズ状に堆積している

ことから，自然堆積と考えられる。
土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
３　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

５　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
７　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 149 点（椀 48，高台付椀 19，小皿１，甕類 79，甑２），須恵器片９点（坏１，甕類８），

石製品１点（支脚），鉄滓１点，礫３点が出土している。１・３・６は竈底面から竈覆土下層にかけて出土し

ており，廃絶に伴って遺棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

第 99図　第 124 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 支脚 10.6 12.4 10.1 1,554 花崗岩 火熱を受け赤変 竈底面

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の Q ３f1 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

　第 125 号竪穴建物跡（第 100・101 図）
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第 100 図　第 125 号竪穴建物跡実測図 

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［14.7］ 4.8 5.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理

底部回転糸切り 竈底面 70％　PL33

２ 土師器 高台付椀 13.0 5.2 5.5 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理
底部回転ヘラ切り　底部内面二方向のヘラ磨き 覆土下層 80％　PL36

３ 土師器 高台付椀［14.8］ 6.1 ［8.2］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　 竈覆土下層 40％

４ 土師器 高台付椀 － （6.4） 7.2 長石・石英 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面 40％

５ 土師器 高台付椀 － （3.1） ［6.6］ 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中 10％

６ 土師器 甕 ［15.3］（6.4） － 長石・石英・礫 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面横位のヘラ削り　内面ヘ
ラナデ 竈覆土下層 10％

第 124 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 99 図）
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ピット　３か所。P１～ P３は径 50 ～ 70㎝で，深さは 10 ～ 18㎝と浅く，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。水平な堆積をしていることから，自然堆積と考えられる。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量

３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
４　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子微量
４　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 46 点（坏１，椀 11，甕類 34），須恵器片１点（坏）と被熱礫２点が出土している。

遺物は少なく，覆土中から細片が出土しているのみであり，埋没の過程で流入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

重複関係　第 227 号土坑を掘り込み，第 226・686 号土坑，第 29・32 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南東部を第 29 号溝に掘り込まれているため，南西・北東軸は 3.86 ｍ，北西・南東軸は 3.73 ｍし

か確認できなかった。方形又は長方形で，長軸方向はＮ－ 38 －゚Ｅである。壁は高さ８～ 13㎝で，外傾して

いる。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　被熱礫が出土していることや覆土に焼土粒子が含まれていることから，南東壁に付設されていた可能性が

あるが，第 29 号溝に掘り込まれているため，確認できなかった。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［14.3］（3.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面黒色処理，磨き摩滅 覆土中 ５％

２ 須恵器 坏 ［12.2］ 3.4 4.8 長石・石英・細礫 にぶい橙 不良 体部外・内面ロクロナデ　外面下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り 覆土中 30％　PL41
下総地域産

1 2

０ （1:3） 10cm

第 101 図　第 125 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 125 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 101 図）

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の P３g3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 129 号竪穴建物跡を掘り込み，第８号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.24 ｍ，短軸 3.04ｍの北東コーナー部に張り出しを持つ隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 108 ゜

－Ｅである。壁は高さ 12 ～ 20㎝で，ほぼ直立している。

　第 127 号竪穴建物跡（第 102 ～ 104 図　PL７）
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竈土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２　褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
３　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物微量

４　黒 色　焼土粒子多量，粘土ブロック少量
５　黒 褐 色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，粘土ブロック微量
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第 102 図　第 127 号竪穴建物跡実測図

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が，南壁と西壁際に巡っている。

竈　東壁のほぼ中央に付設されている。焚口部から煙道部までは 110㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。残存し

ている左袖は地山を掘り残して構築されている。火床面は床面と同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化

している。煙道部は壁外に 70㎝掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾している。第３・４層は天井部の崩落

土で，第５層は灰層である。第 1・２層は竈崩壊後の覆土である。
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ピット　P１は南東コーナー部に位置し，長径 45㎝，深さ 10㎝で，性格は不明である。

貯蔵穴　北東コーナー張り出し部に位置している。径 110㎝の円形で，深さは 38㎝である。壁は外傾し，底

面は皿状である。

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物多量，粘土ブロック少量

４　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５　黒 色　焼土ブロック・炭化粒子多量，粘土ブロック少量

覆土　７層に分層できる。焼土ブロックと炭化物が多く含まれており，不規則に堆積していることから，埋め

戻されている。

土層解説
１　褐 色　炭化粒子中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック微量

５　灰 黄 褐 色　炭化物中量，粘土ブロック少量，焼土粒子微量
６　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量
７　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片 141 点（坏 19，椀１，高台付坏１，高台付椀３，高台部分５，甕類 108，甑４），須

恵器片３点（甕類），土製品１点（置き竈），礫５点が出土している。１・４・９は，覆土下層から上層にかけ

て破片が接合している。また，北東コーナー部に張り出す形状に位置する貯蔵穴の中からは，焼土や炭化物と

ともに覆土下層から上層にかけて土師器の甕が出土していることから，出土遺物は埋め戻しの際に投棄された

ものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

1 2
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4

０ （1:3） 10cm

第 103 図　第 127 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴
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第 104 図　第 127 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑵
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０ （1:3） 10cm

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 16.0 4.2 ［9.2］ 長石・石英・角閃石・
赤色粒子・細礫 にぶい褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土上層 40％　PL33

２ 土師器 椀 ［15.6］（4.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土下層 20％

外面煤付着
３ 土師器 高台付坏［14.0］ 4.9 7.3 長石・石英・雲母・

細礫
橙
明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面ヘラ磨き摩滅，黒色処理　底部回転糸切り 覆土上層 40％　PL36

二次被熱痕
４ 土師器 高台付椀［15.0］ 5.8 6.6 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層～

上層 30％

５ 土師器 高台付椀 － （2.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 竈覆土下層 ５％

二次被熱痕
６ 土師器 甕 ［15.4］（5.9） － 長石・石英・雲母・

細礫 にぶい橙 普通 口縁部ナデ　体部外面縦位のヘラ削り，耳貼付後ナデ　内面ナデ 覆土中層 10％　PL45

７ 土師器 甕 ［21.8］（25.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰黄褐 普通 口縁部縦位のヘラ削り後横ナデ　体部外面縦・横位のナデ　内面ナデ

覆土中層
貯蔵穴覆土下層 30％

８ 土師器 甕 ［25.0］（26.0） － 長石・石英・細礫 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面下部横位のヘラ削り後縦位のヘラ削り，輪積み痕　内面横位のナデ
貯蔵穴覆土
上層 40％

９ 土師器 甕 ［24.0］（16.7） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面ナデ，輪積み痕　内面横位のナデ，ヘラ削り 覆土中層 20％

10 土師器 甕 ［23.4］（7.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 灰褐 普通 体部外面縦位のヘラ削り，横位のナデ　内面横位のナデ

貯蔵穴覆土
下層 10％

11 土師器 甕 － （7.1）［14.0］長石・石英 暗赤褐 普通 体部外面下半縦・横位のヘラ削り　内面横位のナデ　底部ヘラ削り
貯蔵穴覆土
中層 10％

第 127 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 103・104 図）
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調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の P３e8 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

　第 128 号竪穴建物跡（第 105・106 図　PL８）
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第 105 図　第 128 号竪穴建物跡実測図
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竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
５　黒 褐 色　焼土ブロック多量，炭化材・粘土ブロック微量

６　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
８　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
９　黒 色　焼土ブロック少量

ピット　５か所。P１・２は長径 73・60㎝，深さ 10・20㎝で配置と規模から，主柱穴の可能性がある。P３～

P５は長径 60 ～ 100㎝で，深さ 10 ～ 15㎝と浅く，性格は不明である。

覆土　８層に分層できる。各層に焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子が含まれていることから，埋め戻さ

れている。

土層解説
１　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック少量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量

５　褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量，粘土ブロック少量
６　褐 色　粘土ブロック多量，炭化粒子微量
７　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
８　褐 色　粘土ブロック多量，炭化粒子少量

ピット土層解説（P４）
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

３　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 143 点（坏 18，椀 11，高台付椀 27，甕類 87），須恵器片２点（甕類），被熱礫１点が

出土している。７は竈の左袖部に貼り付けられた状態で出土していることから，補強材として使用されていた

ものと考えられる。４は竈の火床面から逆位で出土し，二次被熱痕が認められることから，支脚として使用さ

れていたものである。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

規模と形状　長軸 4.56 ｍ，短軸 3.70 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 16 －゚Ｅである。壁は高さ 18 ～ 28㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が，北壁を除いて巡っている。

竈　北壁のほぼ中央に付設されている。焚口部から煙道部までは 146㎝，燃焼部の幅は 65㎝である。両袖は地

山の掘り残しを基部として構築されている。火床面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化

している。煙道部は壁外に 96㎝掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。第４～８層は天井部及び内壁の

崩落土で，第９層は灰層である。第１～３層は竈崩壊後の覆土である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀 － （2.8） ［8.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部内面二方向の磨き 竈覆土中 20％

２ 土師器 高台付椀 － （2.5） 6.2 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土中 20％

３ 土師器 高台付椀 － （4.1） ［8.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中層 30％

４ 土師器 高台付椀 － （5.3） ［8.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 竈火床面 30％
二次被熱痕

５ 土師器 高台付椀 － （4.2） 6.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き 覆土中層 50％

６ 土師器 甕 ［24.0］（9.8） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部ナデ　体部外面ナデ　内面縦位のヘラ削り，横位のナデ 床面 20％

７ 土師器 甕 ［24.0］（22.1） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 口縁部ナデ　体部外面ナデ，下半縦・横位ヘラ削り　内面ナデ，輪積み痕 竈袖部 30％

８ 須恵器 甕 － （23.7） － 長石・石英・細礫 灰黄褐 普通 体部外面横位の平行叩き　内面ナデ，無文の当具痕 床面 ５％
産地不明

第 128 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 106 図）
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第 106 図　第 128 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の P３g4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第２次面の第 142 号竪穴建物跡を掘り込み，第１次面の第 127 号竪穴建物に掘り込まれている。

　第 129 号竪穴建物跡（第 107 ～ 109 図　PL８）
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竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量

５　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
６　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量
７　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
８　暗 褐 色　焼土ブロック多量，炭化材・粘土ブロック少量

ピット　９か所。P１・P２・P６・P８・P９は，長径 15 ～ 28㎝と小さく，深さは８～ 23㎝である。P３～

P５・P７は長径 61 ～ 94㎝で，深さ５～８㎝と浅く，性格は不明である。

覆土　７層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物が含まれており，投げ込まれたように堆積し

ていることから，埋め戻されている。

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

３　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物微量
４　暗 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

５　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化物微量
６　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
７　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

貯蔵穴　北西コーナー部に位置している。径 110㎝，深さ 34㎝の円形で，底面は皿状である。壁は上部が広

くなるように段を持ち，外傾している。

規模と形状　長軸4.58ｍ，短軸4.16ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－28 －゚Ｅである。壁は高さ26～ 38㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が，ほぼ全周している。

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 90㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。左袖は

地山を掘り残して構築されている。火床面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，火熱を受けているものの，赤変

硬化していない。焚口部に灰溜めと考えられる浅いくぼみがある。煙道部は壁外に 50㎝掘り込まれ，火床面

から内彎して立ち上がっている。煙道部及び燃焼部の内壁は，一部火熱を受けて赤変硬化している。第２層は

流入土で，第３～８層は天井部及び内壁の崩落土である。第１層は竈崩壊後の覆土である。

2

1

３

０ （1:3） 10cm

第 108 図　第 129 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴

遺物出土状況　土師器片 187 点（坏 31，高台付坏４，高台付椀 21，高台部分 1，鉢１，甕類 127，甑２），須

恵器片３点（甕類）が出土している。４・６・８は北西コーナー部の貯蔵穴直上の覆土下層から出土している

ことから，埋め戻しに伴って投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。



－ 129 －

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （3.5） ［7.6］ 長石・石英・角閃石・細礫
明赤褐
にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土上層 20％

２ 土師器 高台付椀［13.0］ 4.9 6.2 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ 竈覆土中 40％

３ 土師器 高台付椀［13.1］ 5.3 6.8 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部内面二方向のヘラ磨き 覆土下層 50％

４ 土師器 高台付椀 14.0 5.5 6.7 長石・石英 黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 80％　PL36

５ 土師器 高台付椀［13.8］（4.6） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き 貯蔵穴覆土中 30％

６ 土師器 鉢 ［17.6］ 14.6 ［12.6］長石・石英・雲母・礫 にぶい黄 普通 体部外面横位のナデ，縦位のヘラ削り，下端横位のヘラ削り　内面横位のナデ，輪積み痕 覆土下層 40％

７ 土師器 甕 ［19.2］（6.8） － 長石・石英 橙 普通 口縁部ナデ　体部外面縦位のヘラ削り，横位のナデ　内面横位のナデ，ヘラ削り 竈覆土中 10％

８ 土師器 甑 － （9.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面横位のナデ 覆土下層 10％

第 129 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 108・109 図）

第 109 図　第 129 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑵

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の P３e4 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.52 ｍ，短軸 3.42ｍの台形で，主軸方向はＮ－ 117 －゚Ｅである。壁は高さ 18 ～ 36㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が，ほぼ全周している。南壁際から中央部に向かって炭化

材を含む焼土範囲が確認できた。

　第 130 号竪穴建物跡（第 110・111 図　PL８）
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第 110 図　第 130 号竪穴建物跡実測図

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 92㎝，燃焼部の幅は 54㎝である。左袖は

地山を掘り残して構築されており，右袖に地山を掘り込んで６が据えられていた。火床面は床面とほぼ同じ高

さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 40㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。

第９層は流入土で，第２～７層は天井部及び内壁の崩落土である。第１層は竈崩壊後の覆土である。
竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック少量
２　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　炭化物中量，焼土ブロック少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
５　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量

６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化材多量，粘土ブロック少量
８　黒 褐 色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，粘土ブロック少量
９　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
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第 111 図　第 130 号竪穴建物跡出土遺物実測図

覆土　13 層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物が多く含まれており，不自然な堆積をして

いることから，埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，炭化物少量
２　褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
３　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
４　褐 色　粘土ブロック・炭化粒子中量
５　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化物中量
６　褐 色　粘土ブロック・炭化粒子中量
７　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化材少量，粘土ブロック微量

８　暗 褐 色　炭化物中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
９　暗 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物中量，粘土ブロック微量
10　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
11　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量
12　褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
13　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

ピット　６か所。P １・P ２は長径 55・60㎝，深さ８・20㎝で，規模と配置から主柱穴の可能性がある。P

３～ P６は長径 35 ～ 78㎝で深さ８㎝と浅く，性格は不明で，掘方の可能性がある。

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量

４　黒 褐 色　炭化材・粘土ブロック少量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長径 95㎝，短径 65㎝の楕円形で，深さは 58㎝である。壁はほぼ直立

し，底面は皿状である。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［10.7］ 3.0 ［7.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 竈覆土中 30％

２ 土師器 椀 ［15.0］（5.3） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面磨き摩滅，黒色処理 竈覆土中層 30％

二次被熱痕
３ 土師器 高台付坏 13.8 6.4 7.8 長石・石英・

赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部内面渦巻状のヘラ磨き 覆土中層 90％　PL36

４ 土師器 高台付椀 14.8 6.3 7.7 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土上層 95％　PL36

５ 土師器 高台付椀 － （4.6） ［8.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 覆土中

20％
SI131 覆土中
の破片と接合
体部外面
刻書「×カ」

第 130 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 111 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 竈袖構築
部材 27.4 6.5 6.9 1,610 花崗岩 火熱を受け赤変 竈袖

調査年度　平成 25 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の P３f2 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　西側は調査区外へ延び，南側は撹乱によって壊されているため，東西軸は 2.50 ｍ，南北軸は 1.96

ｍしか確認できなかった。方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 12 －゚Ｅである。壁は高さ 34㎝で，

ほぼ直立している。北東コーナー部は地山が掘り残されて棚状に構築されている。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　確認できた北壁の西寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 142㎝，燃焼部の幅は 52㎝である。

両袖は地山を掘り残して構築されており，左袖の内側は火熱を受けて赤変硬化している。右袖は，地山に第６

層と土師器の甕の破片を貼り付けて袖の補強材としている。火床面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，火熱を

受けて赤変硬化している。煙道部はトンネル状に残存しており，壁外に 56㎝掘り込まれ，火床面からほぼ直

立している。焚口付近に深さ４㎝ほどの炭や灰溜めの為のくぼみがある。第２～４層は流入土で，第５層は天

井部及び内壁の崩落土で，残存していた炭化物が含まれている。第１層は竈崩壊後の覆土である。

　第 131 号竪穴建物跡（第 112・113 図）

遺物出土状況　土師器片 51 点（坏２，椀５，高台付坏１，高台付椀６，甕類 37），石製品１点（竈袖構築部材），

被熱礫２点，焼成粘土塊１点が出土している。２は竈覆土中層から逆位で出土しており，土器内部の土が火熱

を受けて焼けていたことから，支脚として使用されていたと考えられる。５は，第 131 号竪穴建物跡の覆土中

から出土した破片と接合関係にあり，埋め戻しの際に混入したものと考えられる。

所見　床面の焼土は，南壁側から中央に向かって１か所にまとまって確認できたことから埋め戻しの際に炭化

材とともに投げ込まれたものと考えられる。時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

４　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
５　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
６　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　４層に分層できる。第４層は竈の焼土・炭化物が搔き出された層で，第１～３層は粘土ブロックが多く

含まれていることから埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量

３　褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量
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遺物出土状況　土師器片 50 点（椀８，高台付坏１，高台付椀２，小皿 3，鉢 1，甕類 34，甑 1）が出土してい

る。覆土中から出土した破片が，第 130 号竪穴建物跡の覆土中から出土した５と接合関係にある。埋め戻しの

際に混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏［14.0］ 5.0 ［7.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　 竈底面 50％　PL36

２ 土師器 高台付椀 － （3.2） 7.0 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　外面下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り 覆土中 20％

３ 土師器 小皿 ［11.0］（2.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中 ５％

４ 土師器 鉢 － （6.4） 12.6 長石・石英 灰褐 普通 体部外面横位のナデ，下端横位のヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 10％

５ 土師器 甑 － （6.4）［12.2］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面横位のヘラ削り　内面ナデ，ヘラ削り 覆土下層 20％

第 131 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 112・113 図）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ３j5 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸3.20ｍ，短軸2.35ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－100 －゚Ｅである。壁は高さ８～12㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 100㎝，燃焼部の幅は 46㎝である。火床

面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，壁外へ張り出す位置で火熱を受けて赤変硬化している。また，被熱痕の

ある３が据えられ，支脚として使用されている。煙道部は壁外に 54㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。

上は削平されてしまっているが，火床面の赤変硬化している位置が壁外へ張り出していることから，煙道部は

さらに東へ延びていくものと考えられる。第１～６層は天井部及び内壁の崩落土である。

　第 132 号竪穴建物跡（第 114・115 図　PL９）
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竈土層解説
１　暗灰黄褐色　炭化物中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量
４　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

５　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
６　黄 褐 色　粘土ブロック多量
７　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
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ピット　P１は長径 35㎝で，深さは 20㎝である。配置と規模から出入り口施設に伴うピットの可能性がある。

第７層は埋土，第６層は柱材抜き取り後の覆土である。

覆土　５層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。第６・７層はピットの

土層である。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量
４　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量

５　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量
６　灰 黄 褐 色　焼土粒子少量
７　褐 灰 色　焼土ブロック中量
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第 114 図　第 132 号竪穴建物跡実測図

遺物出土状況　土師器片 23 点（坏２，椀 11，高台付碗５，小皿１，甕類４），石製品１点（支脚）が出土している。

２は床面から出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。出土遺物が全体的に少なく，覆土中の遺

物は，埋没の過程で流入したものと考えられる。

所見　竃の火床面が壁外へ張り出していることから，上部は削平されてしまっているが竃の両脇が棚状になっ

ており，本来の壁はさらに東側になる構造が想定できる。時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［11.4］ 3.3 ［8.0］ 長石・石英・角閃石・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土中 30％

２ 土師器 高台付椀 － （1.4） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい褐 普通 体部外面下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　高台部剥離 床面

20％　PL48
底部内面
刻書「大カ」

第 132 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 115 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 支脚 12.9 9.6 7.8 630 泥岩 ヘラ状工具による加工痕　火熱を受け赤変 竈火床面

1

2

3

０ （1:3） 10cm

第 115 図　第 132 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＮ３i7 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 2.88 ｍ，短軸 2.14ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 105 －゚Ｅである。壁は高さ 12 ～ 16㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 136㎝，燃焼部の幅は 48㎝である。火床

部及び右袖下は床面から７㎝ほど掘りくぼめられ，粘土ブロックが多く含まれている第８～ 12 層を埋土して

構築されている。左袖の基部には雲母片岩が袖の構築材として据えられ，両袖は粘土ブロックが多く含まれて

いる第 13 層を積み上げて構築されている。左袖の内壁にも構築材として雲母片岩が貼り付けられていた。火

床面は床面と同じ高さの第８層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 96㎝掘り込まれ，

　第 133 号竪穴建物跡（第 116・117 図）
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竈土層解説
１　オリーブ褐色　粘土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
６　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
７　黒 褐 色　焼土ブロック多量

８　赤 褐 色　焼土ブロック多量
９　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
10　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量
11　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
12　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　黒 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
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第 116 図　第 133 号竪穴建物跡実測図

火床面から緩やかに外傾している。火床面下の第７層は焼土が多量に含まれており，火床面の赤変硬化した位

置や穴の形状から，支脚が据えられていた痕跡の可能性がある。第２～６層は天井部及び内壁の崩落土で，第

１層は竈崩壊後の覆土である。

覆土　３層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックが多く含まれており，投げ込まれたような堆積をして

いることから，埋め戻されている。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量
２　暗 灰 黄 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

３　暗 灰 黄 色　粘土ブロック多量

遺物出土状況　土師器片 21 点（椀５，高台付椀２，甕類 13，甑１），石製品２点（竈袖構築材），被熱礫３点

が出土している。竈構築材の石は被熱により赤変している。出土遺物は小片で量も少ないことから，埋め戻し
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に伴って混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 甑 － （6.2）［18.6］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ナデ，下半横位のヘラ削り　内面ナデ，横位のヘラ削り 覆土中 10％

第 133 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 117 図）

1

０ （1:3） 10cm

第 117 図　第 133 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ３j7 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 146 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4.46ｍ，短軸2.87ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－112 －゚Ｅである。壁は高さ18～28㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 134 号竪穴建物跡（第 118・119 図　PL９）

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
６　赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物少量

７　褐 灰 色　焼土ブロック・粘土ブロック多量，炭化物少量
８　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
９　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　黒 褐 色　粘土ブロック中量
11　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
12　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 124㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。火床部

は，床面を一部掘りくぼめ，焼土ブロックが含まれている第 12 層で埋め戻されている。両袖は地山を掘り残

して構築されている。火床面は床面と同じ高さの地山面で，壁外へ張り出す位置が火熱を受けて赤変硬化して

いる。煙道部は壁外に 50㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。燃焼部の内壁の一部は火熱を受けて赤変

硬化している。第 11 層は流入土で，第 1～ 10 層は天井部及び内壁の崩落土である。

ピット　２か所。Ｐ１は径 40㎝，深さ 46㎝，Ｐ２は長径 40㎝，深さ 35㎝で形状から，柱穴の可能性がある。

第１～３層は柱材抜き取り後の覆土，第４層は埋土である。
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第 118 図　第 134 号竪穴建物跡実測図

覆土　９層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物が多く含まれており，不規則な堆積をしてい

ることから，埋め戻されている。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量
２　褐 灰 色　粘土ブロック多量

３　褐 灰 色　粘土ブロック多量，炭化粒子微量
４　褐 灰 色　粘土ブロック多量，炭化粒子少量

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
２　暗 灰 黄 色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量
３　オリーブ褐色　粘土ブロック中量
４　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子少量
５　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量

６　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化物少量
７　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物多量，粘土ブロック中量
８　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量
９　黄 灰 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片 36 点（坏９，椀１，高台付椀２，高台部分１，甕類 23），須恵器片２点（甕類），瓦

１点（丸瓦）が出土している。１・２は床面から出土しており，廃絶に伴って遺棄されたものである。５は竈
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の右袖脇の床面から出土しており，二次被熱痕が認められることから，竈袖の補強材として使用されたものと

考えられる。

所見　火床面の南側が壁外へ張り出していることや，南東コーナー部が内側へ入り込んでいることから，竃の

右側は棚状施設になっていた可能性がある。時期は，出土土器及び第 146 号竪穴建物跡との重複関係から 10

世紀前葉と考えられる。

1

2

3

4

5

０ （1:3） 10cm

第 119 図　第 134 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 10.2 3.1 6.6 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 床面 60％　PL33

２ 土師器 椀 ［16.2］（4.9） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面 20％

３ 土師器 高台付椀 － （3.2） ［6.6］ 長石・石英・雲母 黒褐
にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層

20％　PL48
底部内面
刻書「女カ」

４ 土師器 甕 ［25.0］（4.5） － 長石・石英・礫 橙 普通 口縁部ナデ P２覆土中 ５％

第 134 号竪穴建物跡遺物観察表（第 119 図）

番号 種　別 器種 瓦当幅 瓦当高 長さ 胎土 色　調 焼　成 文様・手法の特徴ほか 出土位置 備　考

５ 瓦 丸瓦 （11.0） 2.2 （13.4）長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 凸面横位の削り　凹面糸切痕，布目
痕，一部ナデ　側面削り 床面 30％　PL54

二次被熱痕
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　第 135 号竪穴建物跡（第 120・121 図　PL９・10）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ３f0 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 102 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4.51ｍ，短軸3.88ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－101 －゚Ｅである。壁は高さ38～48㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 150㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。火床部は床

面から 10㎝ほど掘りくぼめられ，第７～９層で埋め戻されている。火床面は第７層の上面で，火熱を受けて
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第 120 図　第 135 号竪穴建物跡実測図
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竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
３　褐 灰 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
５　極暗黄褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量

６　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
７　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
８　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
９　灰 黄 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
10　赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

覆土　５層に分層できる。粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積をしていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
３　オリーブ褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量

４　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
５　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化物中量，焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片 172 点（坏４，椀 41，高台付椀６，小皿６，蓋１，鉢１，甕類 113），須恵器片 23 点

（坏８，甕類 15），灰釉陶器片３点（椀），金属製品４点（鉄釘１，不明鉄製品３）のほか，混入した土師質土

器片１点（甕類）が，主に北半部から出土している。また，覆土中から出土した土器片が，第 84 号竪穴建物

跡から出土した５と接合している。６は北壁際から中型片で出土し，接合関係が良好であった。

所見　北壁際及び中央部から焼土がまとまって確認できたが，他に広がる範囲が確認できなかったことから，

焼失住居とは認定できない。本跡と第 84 号竪穴建物跡は，土器の遺構間接合が確認されたが，その他の土器

の様相に類似点が認められないことから，接合した土器片は，本跡に混入したものと考えられる。時期は，出

土土器及び第 102 号竪穴建物跡との重複関係から 10 世紀後葉と考えられる。

1

2
3

4

5

6

7 ０ （1:3） 10cm

赤変硬化している。煙道部は壁外に 100㎝ほど掘り込まれ，火床面から直立している。天井部が残存し，第 10

層は火熱を受けて赤変硬化している。第６層は煙道部からの流入土，第 1～５層は崩落土である。

第 121 図　第 135 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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　第 136 号竪穴建物跡（第 122・123 図　PL10）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ４b1 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 97 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.00ｍ，短軸 2.71ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 98 －゚Ｅである。壁は高さ 10 ～ 20㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 140㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。火床

部は床面からわずかに掘りくぼめられている。袖部は，床面に第６～８層を積み上げて構築されている。火床

面は第９層の上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 80㎝ほど掘り込まれ，天井部が残存

している。火床面からは，ほぼ直立している。

竈土層解説
１　暗 灰 黄 色　粘土ブロック・炭化物中量，焼土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
４　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
５　暗 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量

６　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
７　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
８　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量
９　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量

ピット　２か所。Ｐ１は径 34㎝，Ｐ２は径 26㎝で共に深さ 20㎝である。配置及び土層の堆積状況から柱穴

の可能性がある。第３層は埋土，第１・２層は柱材を抜き取った後の覆土である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量

３　黒 褐 色　粘土ブロック中量

覆土　３層に分層できる。粘土ブロックが含まれており，不規則な堆積をしていることから，埋め戻されてい

る。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量

３　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 71 点（坏６，椀９，高台付椀１，小皿１，甕類 53，甑１），須恵器片２点（甕類），

灰釉陶器片１点（瓶類）が，主に竈内及び南東部から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀末葉から 11 世紀初頭と考えられる。

第 135 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 121 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀［15.0］ 5.8 ［6.7］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理
覆土下層
竈覆土中 40％　PL36

２ 土師器 高台付椀 － （2.5） ［7.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端ヘラ磨き　内面ヘラ磨き 竈覆土中 20％

３ 土師器 高台付椀 － （2.0） 7.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　 床面 40％

４ 土師器 小皿 ［10.5］ 1.9 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 暗褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土中 20％

５ 土師器 小皿 9.2 1.7 6.7 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 床面 95％　PL42

６ 土師器 甕 ［26.0］（21.3） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい黄褐 普通

口縁部横ナデ　体部外面横位のナデ後上位斜位
の指ナデ　内面横位のナデ後斜位の指ナデ　
輪積み痕

覆土下層 30％

７ 土師器 甕 ［16.0］（1.7） － 長石・石英・
赤色粒子 赤褐 普通 口縁部横ナデ 竈覆土中 ５％
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第 122 図　第 136 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第 136 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 122・123 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 10.8 3.0 6.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り後ナデ調整 竈覆土中層 95％　PL33

２ 土師器 椀 ［12.6］（3.8） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 竈覆土中層 20％

３ 土師器 高台付椀 － （2.9） 6.7 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り 竈覆土中層 30％

４ 土師器 甑 － （5.5）［17.0］長石・石英・雲母 赤褐 普通 体部外面縦位のヘラ削り後下位横位のヘラ削り内面縦位のナデ 竈覆土中層 10％

５ 灰釉陶器 瓶類 － － － 長石・石英 オリーブ褐 良好 体部外・内面ロクロナデ　外面施釉 覆土中 ５％
産地不明

第 123 図　第 136 号竪穴建物跡出土遺物実測図

4 5

０ （1:3） 10cm

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のN３g9 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 2.90 ｍ，短軸 2.83ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 92 －゚Ｅである。壁は高さ４～８㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 88㎝，燃焼部の幅は 40㎝である。両袖は

地山を掘り残して構築されている。火床面は床面よりやや高い地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙

道部は壁外に 60㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第７層は流入土で，第２～６層は天井部及び内壁

の崩落土である。第１層は竈崩壊後の覆土である。

　第 137 号竪穴建物跡（第 124・125 図　PL10）

竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量

５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
７　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量

ピット　Ｐ１は径 16㎝，深さ 12㎝で性格は不明である。

覆土　３層に分層できる。水平に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量
２　黄 灰 色　粘土ブロック中量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
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1 ０ （1:3） 10cm

遺物出土状況　土師器片 19 点（鉢２，壺１，甕類 16）が出土している。遺物は主に竈周辺から出土している。

２は火床面から逆位で出土していることや，二次被熱痕が認められること，土器内部の土が赤変硬化している

ことから，支脚として使用されていたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

N3g0

Ｐ１

２

１

３ １ ２

２ １

３

０ （1:60） ２m

０ （1:30） 1m

A A′
18.2m

B
B
′

C C′

F F′

D
D
′

E E′
18.2m

B

B
′

D
D
′

A

A′

C

C′

F
F′

E E′

1 2

3

1 3

1
2

3 5 6 7 4 43

第 124 図　第 137 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 鉢 ［32.6］（14.2） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい黄褐 普通 体部外・内面横位のナデ 竈火床面

覆土中層 10％

２ 土師器 壺 － （5.0） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外・内面横位のナデ 竈火床面 20％
二次被熱痕

３ 土師器 甕 ［25.6］（10.4） － 長石・石英・雲母 褐 普通 体部外・内面横位のナデ　外面縦位のヘラ削り 竈覆土下層 10％
内面煤付着

第 137 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 124・125 図）

2

3

０ （1:3） 10cm

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＯ３c6 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 4.71 ｍ，短軸 3.39 ｍの北東コーナー部に張り出しを持つ隅丸長方形で，主軸方向はＮ－

102 －゚Ｅである。壁は高さ 18 ～ 28㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。南東コーナー部に炭化物を含む焼土範囲が確認できた。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 132㎝，燃焼部の幅は 60㎝である。火床部は地

山をやや掘りくぼめ，粘土ブロックが多く含まれている第８・９層で埋め戻されている。残存する右袖は地山

を掘り残して構築されている。火床面は第８層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 100

㎝掘り込まれ，火床面からゆるやかに外傾し，燃焼部の内壁の一部は火熱を受けて赤変硬化している。第２～

６層は天井部及び内壁の崩落土，第７層は搔き出された灰溜めの層で，第１層は竈崩壊後の覆土である。

　第 138 号竪穴建物跡（第 126 ～ 128 図　PL11）

第 125 図　第 137 号竪穴建物跡出土遺物実測図

ピット　３か所。P１と P２は径約 20 ～ 25㎝の円形で，深さは 15㎝である。竈の前に対になる様に位置して

おり，竈構造の一部と考えられる。P３は長径 34㎝，深さ約 18㎝で性格は不明である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。長径 85㎝の楕円形で，深さは 15㎝である。壁は外傾し，底面は平

坦である。

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子少量

６　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化物少量
７　黒 褐 色　炭化物中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
８　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量
９　黒 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量

ピット・貯蔵穴土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量 ２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
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覆土　９層に分層できる。第１・２層は，焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子が含まれていることから，

埋め戻されている。第４層は，焼土ブロックと炭化物が含まれていることから，竈の崩壊土と考えられ，覆土

が堆積する以前に竈は崩壊していたと考えられる。第５～９層は南東コーナー部の焼土範囲の覆土で，炭化物

が含まれていることや，位置から，竈から搔き出された焼土と考えられる。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量

６　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化物中量
７　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
８　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
９　褐 灰 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片 198 点（坏 61，椀 19，高台付坏１，高台付椀７，高台部分２，甕類 105，甑３），須

恵器片２点（坏），石器１点（砥石），金属製品４点（刀子１，鉄鏃２，不明鉄製品１），焼成粘土塊５点が出

土している。南東コーナー部の焼土下から出土した１や，西壁際から出土した６，13 ～ 15 などの多くの遺物

は床面から覆土下層にかけて出土しており，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。５・12 は覆土中層

から上層にかけて出土していることから，埋没の過程で流入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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第 127 図　第 138 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

13 刀子 （14.6） 1.6 0.4 （43.1） 鉄 刃部断面三角形　茎部断面両丸　先端部・柄部欠損 床面 PL53

14 鏃 12.3 1.5 0.4 30.2 鉄 鏃身部断面両丸　頸部断面長方形　茎部断面正方形 床面 PL53

15 鏃 14.5 ［2.2］ 0.5 （28.3） 鉄 鏃身部断面両丸　頸部断面長方形　茎部断面正方形 床面 PL53

第 138 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 127・128 図）

9

10

11

13

15
14

12

０ （1:3） 10cm

第 128 図　第 138 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑵

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 11.8 3.3 6.2 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部内面二方向の磨き　底部回転ヘラ削り 床面 100％　PL33

２ 土師器 坏 11.4 4.0 6.3 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 床面 70％

３ 土師器 坏 ［12.0］ 3.3 ［6.6］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 覆土中層
竈右袖 30％

４ 土師器 坏 ［12.0］ 3.5 7.0 長石・石英・細礫 にぶい黄橙 不良 体部外・内面ロクロナデ　底部ヘラ削り 床面 30％

５ 須恵器 坏 ［12.0］（5.2） － 長石・石英 黄灰 不良 体部外・内面ロクロナデ，火襷 覆土中層 ５％
新治窯

６ 土師器 高台付椀 14.3 6.0 ［7.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面 70％　PL36

７ 土師器 高台付椀［16.8］（4.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面黒色処理 覆土下層 30％

８ 土師器 高台付椀［15.0］（4.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　 竈底面 30％

９ 土師器 甕 ［24.2］（12.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部，体部外・内面ナデ 床面 10％

10 土師器 甕 ［14.0］（12.4） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ナデ　外面横位のヘラ削り 竈左袖 10％

11 土師器 甕 ［14.0］（5.5） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面ヘラ削り，横位のナデ　内面横位のナデ，ヘラ削り 床面 10％

12 土師器 甕 ［13.2］（4.6） － 長石・石英・雲母・
細礫 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面横位のナデ，縦位のヘラ削り　内面横位のナデ 覆土上層 ５％
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調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のN３j0 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 231 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.06 ｍ，短軸 3.92 ｍの隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 27 －゚Ｅである。壁は高さ６㎝で，外傾

している。南西コーナー部は，覆土がほとんど残存していなかった。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　２か所。竈１は北壁のほぼ中央に位置している。焚口部から煙道部までは 110㎝，燃焼部の幅は 58㎝であ

る。火床部は地山を一部掘りくぼめ，焼土ブロックが含まれている第８～ 10 層で埋め戻されている。火床面

は第８層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 68㎝掘り込まれ，火床面から外傾してい

る。第９層は赤変硬化した火床面の位置から，支脚が据えられていた痕跡の可能性がある。第２～６層は天井

部及び内壁の崩落土，第７層は搔き出された炭化物の層で，第１層は竈崩壊後の覆土である。竈２は，竈１の

東側に位置している。焚口部から煙道部までは 90㎝，燃焼部の幅は 30㎝である。火床部は全体を浅く掘りく

ぼめ，第 18 ～ 20 層で埋め戻されている。火床面は第 18 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部

は北東方向へ細長く延びる形状で壁外へ 90㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第 14 ～ 17 層は天井部

及び内壁の崩落土で，第 11 ～ 13 層は竈崩壊後の覆土である。竈１・竈２ともに袖はなく，本体を壁外に掘り

込んで構築されている。竈１の覆土が竈２によって掘り込まれていることから，竈１から竈２へ造り替えられ

ている。

　第 139 号竪穴建物跡（第 129・130 図　PL11）

竈１土層解説
１　にぶい黄褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物微量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
４　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量

６　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量，粘土ブロック微量
７　にぶい黄褐色　焼土ブロック・炭化物多量，粘土ブロック中量
８　赤 褐 色　焼土ブロック多量
９　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
10　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック多量

竈２土層解説
11　にぶい黄褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物微量
12　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
13　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化物・焼土粒子微量
14　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
15　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量

16　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
17　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
18　暗 褐 色　焼土ブロック多量，炭化材・粘土ブロック中量
19　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
20　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

ピット　３か所。P１～ P３は，長径 35 ～ 68㎝，深さ 16 ～ 32㎝で性格は不明である。

覆土　７層に分層できる。各層に焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物が多く含まれており，不規則に堆積し

ていることから，埋め戻されている。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
５　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化物微量

土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，炭化材少量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　暗オリーブ褐色　粘土ブロック多量

５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量
６　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量
７　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化物少量
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番号 器　種 長さ 径 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 管状土錘 3.3 1.2 0.3 3.9 長石・石英・
赤色粒子 灰褐 全面ナデ調整 覆土下層 PL50

第 139 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 130 図）

遺物出土状況　土師器片 66 点（坏 11，椀４，高台付坏１，高台付椀２，高台部分２，甕類 46），須恵器片１点

（甕類），土製品１点（管状土錘）が出土している。２・３は破片が床面から出土しており，埋め戻しに伴って

投棄されたものと考えられる。また，遺物の多くは細片で覆土中から出土していることから，埋め戻しに伴っ

て混入したものが多いと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （3.4） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 高台部外面ロクロナデ P１覆土中 20％

２ 土師器 高台付椀 － （2.4） ［5.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部内面二方向のヘラ磨き 床面
40％　PL48
底部内面
刻書「×」

３ 土師器 高台付椀 － （2.8） ［7.8］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面 20％

1

2

3

4

０ （1:3） 10cm

第 130 図　第 139 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のN４i2 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 2.33 ｍ，短軸 2.31 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 93 －゚Ｅである。壁は高さ６㎝で，ほぼ直立

している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは110㎝，燃焼部の幅は40㎝である。火床部は，

床面を 12㎝ほど掘りくぼめ，粘土ブロックが多く含まれている第７～９層で埋め戻されている。両袖は地山

を掘り残して基部とし，その上に第 10 層を積み上げて構築されている。火床面は床面よりやや低く，火熱を

受けているものの赤変硬化は見られない。煙道部は壁外に 50㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第６

層は流入土で，第１～５層は天井部及び内壁の崩落土である。

　第 140 号竪穴建物跡（第 131・132 図）
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竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量
３　黒 褐 色　炭化物中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
４　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量

６　褐 灰 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
８　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
９　灰 白 色　粘土ブロック多量
10　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
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第 131 図　第 140 号竪穴建物跡実測図

覆土　単層である。覆土は４㎝と薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 29 点（椀４，高台付椀４，鉢２，甕類 18，甑１），礫１点が出土している。覆土が薄い為，

遺物は主に竈内から出土している。１・３・４も竈内から出土しており，廃絶に伴って遺棄されたものと考え

られる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。



－ 155 －

　第 141 号竪穴建物跡（第 133・134 図）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のN４e1 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.16ｍ，短軸 2.18ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 15 －゚Ｅである。壁は高さ 14㎝で，ほぼ

直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 96㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。袖部は，

地山を掘り残して基部とし，その上に粘土ブロックが多く含まれている第 11 ～ 13 層を積み上げて構築されて

いる。火床面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 48㎝ほど

掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。第１～ 10 層は天井部及び内壁の崩落土である。

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量
３　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
５　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量，粘土ブロック微量
６　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
７　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

８　褐 灰 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
９　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
10　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量
11　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
12　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子中量，粘土ブロック少量
13　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

1

2 3

4

０ （1:3） 10cm

第 132 図　第 140 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 140 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 132 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀［13.8］（4.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 竈覆土下層 20％

２ 土師器 高台付椀 － （2.3） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部内面二方向のヘラ磨き　高台部剥離 床面 40％

３ 土師器 高台付椀 － （2.5） 7.0 長石・石英・雲母・
角閃石 明赤褐 普通 高台部ナデ 竈覆土中層 20％

４ 土師器 甑 － （7.6）［15.0］長石・石英・雲母・細礫 黒褐 普通 体部外面縦位のヘラ削り後横位のヘラ削り　内面横位のナデ 竈覆土下層 10％
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ピット　２か所。P１・P２は径 65・36㎝で，深さは 12㎝と浅く，性格は不明である。P１が焼土ブロック

が多く含まれている層で埋め戻された後に P２が構築されている。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
２　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量
４　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量

覆土　５層に分層できる。各層に粘土ブロックが多量に含まれており，不規則な堆積をしていることから，埋

め戻されている。第５層は焼土ブロックが多く含まれており，竈の崩壊土である。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
２　暗 灰 黄 色　粘土ブロック多量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

４　黒 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子微量
５　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物少量
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 置き竈 （13.1）（12.0） 5.8 （231.6）長石・石英・雲母・細礫 にぶい赤褐 全面ナデ調整 竈覆土上層 20％　PL49

遺物出土状況　土師器片 27 点（坏 10，高台付坏１，高台付椀１，甕類 15），須恵器片１点（坏），土製品４点（置

き竈）が出土している。遺物は主に竈内から出土しており，１と３は竈燃焼部から逆位で重なった状態で出土

している。１と３の間の土と，３の下部の土が火熱を受けて赤変硬化していたことから，支脚として使用され

ていたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

　第 142 号竪穴建物跡（第 135・136 図　PL11）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

1 2

3

４

０ （1:3） 10cm

第 134 図　第 141 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.1 3.8 6.8 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 竈火床面 90％　PL33

二次被熱痕

２ 須恵器 坏 ［11.6］ 4.3 5.9 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部一方向のヘラ削り 竈覆土下層

～上層
30％
産地不明
二次被熱痕

３ 土師器 高台付椀 16.2 6.3 7.0 長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 体部外・内面二次被熱により発泡のため不明 竈火床面 80％　PL37
二次被熱痕

第 141 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 134 図）
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竈土層解説
１　褐 灰 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２　褐 灰 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　炭化物少量，粘土ブロック・焼土ブロック微量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量，粘土ブロック微量

５　褐 灰 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐 灰 色　粘土ブロック少量
７　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
８　褐 灰 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック微量

位置　調査Ⅲ区南部の P ３h4 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第１次面の 第 129 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.67ｍ，短軸 3.03ｍの北東コーナー部に張り出しを持つ隅丸長方形で，主軸方向はＮ－

112 －゚Ｅである。壁は高さ 10㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 103㎝，燃焼部の幅は 42㎝である。火床

部と右袖は床面より８㎝ほど掘り下げて，粘土ブロックが多く含まれている第７・８層で埋め戻されている。

右袖は第６層を積み上げて構築されており，左袖は地山を削り出して構築されている。火床面は第７層上面で，

火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 72㎝ほど掘り込まれ，火床面から外傾している。第１～４

層は天井部及び内壁の崩落土で，第５層は流入土である。
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ピット　P１は径 32㎝，深さ 15㎝で，性格は不明である。

ピット土層解説
１　褐 灰 色　粘土ブロック中量 ２　褐 灰 色　粘土ブロック多量

覆土　３層に分層できる。層厚は薄いが，粘土ブロック以外の含有物が少ないこと，周囲から土が流れ込んだ

ように堆積していることから自然堆積の可能性がある。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 灰 色　粘土ブロック中量

３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 53 点（坏５，高台付坏１，高台付椀１，甕類 45，羽釜１），金属製品１点（鉄釘）

が出土している。竈内の遺物の多くは１・２を含め，破片が散在した状態で出土していることから，投棄され

たものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

第 142 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 136 図）

1

2

０ （1:3） 10cm

第 136 図　第 142 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀 － （4.3） ［6.8］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 竈覆土下層
30％　PL48
底部内面
刻書「×カ」

２ 土師器 甕 ［20.6］（6.9） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ 竈覆土中層 ５％

調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部の P３h4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 253 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南部は覆土が薄く，検出時に床面が露出している状態であったため，東西軸は 2.68 ｍで，南北

軸は 2.54 ｍしか確認できなかった。方形もしくは長方形と推測され，主軸方向はＮ－ 19 －゚Ｅである。壁は

高さ５㎝で，ほぼ直立している。

　第 143 号竪穴建物跡（第 137・138 図　PL12）
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番号 器　種 長さ 径 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 管状土錘 6.3 3.0 ～
3.3

0.7 ～
0.9 45.2 長石・石英・

赤色粒子・細礫 橙 全面ナデ調整 床面 PL50

遺物出土状況　土師器片 19 点（高台付坏１，高台付椀１，小皿１，甕類 16），土製品１点（管状土錘），石器１点（紡

錘車）が出土している。遺物は主に竈内から出土しており，１・２・４は火床面に逆位で重なった状態で出土

している。二次被熱痕が認められることや，土器の間の土と１の下部の土は固く締まっていること，破片を入

れて高さを調整している様子が見られることから，積み重ねた状態で支脚として利用されていたと考えられる。

３は正位で火床面から出土しており，二次被熱痕が認められることから支脚として重ねられていたものが，転

落した可能性がある。５と６は建物跡の東・西壁際の床面から出土しており，廃絶に伴って遺棄されたものと

考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 灰 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
３　褐 灰 色　粘土ブロック多量
４　灰 黄 褐 色　焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化物微量
５　褐 灰 色　焼土ブロック・炭化物少量，粘土ブロック微量
６　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物中量，粘土ブロック少量

７　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
８　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９　褐 灰 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
10　黒 褐 色　炭化物中量，粘土ブロック少量
11　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子微量
12　褐 灰 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

覆土　３層に分けられる。層厚が４㎝と薄いことから，堆積状況は不明であるが，粘土ブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物が含まれていることから，埋め戻されている可能性がある。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
２　褐 灰 色　粘土ブロック中量

３　灰 黄 褐 色　焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化物微量

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁のほぼ中央に付設されている。焚口部から煙道部までは 132㎝，燃焼部の幅は 22 ～ 42㎝である。火

床部は地山を一部掘りくぼめ，第９層で埋め戻されている。両袖は地山を掘り残して構築されており，左袖の

内側には補強材として甕の破片が貼り付けられている。火床面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，火熱を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外に 119㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第４～７層は天井部及び

内壁の崩落土，第８層は流入土で，第１～３層は竈崩壊後の覆土である。第 10 ～ 12 層は１・２・４の間を埋

めていた土で，固く締まっていたことからこれらの土器を固定していたものと考えられる。

第 143 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 138 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏［14.8］ 4.7 ［6.8］ 長石・石英・雲母・細礫 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 竈火床面 40％　PL37
二次被熱痕

２ 土師器 高台付椀 13.8 6.6 6.9 長石・石英・
赤色粒子

明赤褐
橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 竈火床面 70％　PL37

二次被熱痕
３ 土師器 小皿 ［9.2］ 2.8 5.3 長石・石英・

角閃石・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 竈火床面 60％　PL42
二次被熱痕

４ 土師器 甕 － （10.6） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外面下位縦位のヘラ削り　内面横位のナデ 竈火床面 10％

二次被熱痕

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 紡錘車 4.0 ～
4.1 1.3 0.8 （34.2） 黒色片岩 一方向からの穿孔　表面一部剥離　側面がじり痕 床面 PL51
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第 138 図　第 143 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部の P３h2 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　西側が調査区外へ延びているため，南北軸は 2.52 ｍ，東西軸は 1.90 ｍしか確認できなかった。方

形もしくは長方形と推測でき，主軸方向はＮ－ 34 －゚Ｅである。壁は高さ８㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北東壁のやや東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 48㎝，燃焼部の幅は 30㎝である。袖は

確認できなかった。火床面は床面と同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に

34㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第１層は天井部及び内壁の崩落土である。

　第 144 号竪穴建物跡（第 139 図）

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量

ピット　３か所。P１は径 28㎝，P２は径 34㎝で共に深さは 12㎝である。配置と形状から，主柱穴の可能性

がある。P３は長径 89㎝で，深さは 20㎝である。埋め戻されているが，性格は不明である。

ピット土層解説（P１・P２）
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量
２　褐 灰 色　粘土ブロック中量

（P３）
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
２　褐 灰 色　粘土ブロック・炭化粒子中量，焼土ブロック微量
３　褐 灰 色　粘土ブロック多量，炭化物微量
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覆土　２層に分層できる。層厚が４㎝と薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子微量 ２　褐 灰 色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片６点（高台付椀１，小皿１，甕類４）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀末葉と考えられる。
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第 144 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 139 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀［16.0］（3.6） － 長石・石英・角閃石・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　 覆土中 ５％

２ 土師器 小皿 ［10.0］ 1.7 ［7.6］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中 20％
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調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のN４i1 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 242 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　残存状態が悪く，竈しか確認できなかった。

竈　北東壁に付設されている。残存する燃焼部から煙道部までは 174㎝と長く，燃焼部の幅は 34㎝である。

火床面は地山面で，赤変硬化はしておらず明確ではない。煙道部は，北に向かって湾曲して延びていき，先端

部にくぼみのある形状をしている。第１～５層は天井部及び内壁の崩落土である。

　第 145 号竪穴建物跡（第 140 図）

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
２　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
３　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量

４　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物中量

遺物出土状況　土師器片７点（坏１，甕類６），須恵器片１点（坏），が出土している。

所見　時期は，第 242 号土坑との重複関係及び出土土器から 10 世紀中葉以前と考えられる。
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第 140 図　第 145 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （1.1） ［6.2］ 長石・石英・赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 竈覆土中 10％

第 145 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 140 図）

1

０ （1:3） ５cm
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調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のO３i7 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 134 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 134 号竪穴建物に掘り込まれているが，長軸 3.20 ｍ，短軸 2.60 ｍの隅丸長方形と推定される。

主軸方向はＮ－ 22 －゚Ｅである。壁は高さ 18㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の中央に付設されている。焚口部から煙道部までは 78㎝，燃焼部の幅は 38㎝である。火床部は床面

より４㎝ほど掘り下げ，粘土ブロックが多く含まれている第８・９層で埋め戻されている。袖は地山を掘り残

して構築されている。火床面は床面と同じ高さの第９層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に 40㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第２～６層は天井部及び内壁の崩落土で，第７層は流入土

である。第１層は竈崩壊後の覆土である。

　第 146 号竪穴建物跡（第 141・142 図）
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第 141 図　第 146 号竪穴建物跡実測図
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 鏃 （6.8） 4.4 0.3 ～
0.5 （27.0） 鉄 雁股形，断面両丸　頸部断面方形　茎部欠損 床面 PL52

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物少量
５　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

６　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物中量，粘土ブロック少量
７　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
８　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
９　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化物微量

第 142 図　第 146 号竪穴建物跡出土遺物実測図

覆土　４層に分層できる。第４層は焼土ブロックが多く含まれていることや確認できた範囲から，竈の焼土が

搔き出されたもの，もしくは流入したものと考えられる。第１～３層は含有物が少なく均質であることや，レ

ンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化物微量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量

遺物出土状況　土師器片 16 点（坏６，椀２，小皿１，高台部分１，甕類６），金属製品１点（鉄鏃），被熱礫

１点が出土している。１～５は北壁際の床面から出土しており，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

被熱礫（雲母片岩）１点は竈の左袖付近から出土しており，竈の構築部材もしくは補強材として利用されてい

た可能性がある。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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第 146 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 142 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 11.1 3.1 7.0 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 竈覆土下層 70％　PL33

２ 土師器 椀 ［15.0］（4.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ 床面 10％

３ 土師器 小皿 ［11.1］ 2.8 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土下層 50％　PL42

４ 土師器 甕 ［18.0］（7.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面横位のナデ 床面 ５％
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調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３e6 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 148・149 号竪穴建物跡を掘り込み，第 31 号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　上部が撹乱により削平されているため，南北軸は 2.48 ｍ，東西軸は 2.28 ｍしか確認できなかった。

隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 118 －゚Ｅである。壁は高さ８～ 20㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 147 号竪穴建物跡（第 143・144 図）
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第 143 図　第 147 号竪穴建物跡実測図
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竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子中量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子中量
５　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量

覆土　３層に分層できる。各層に粘土ブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
２　褐 灰 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック微量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

遺物出土状況　土師器片 28 点（坏６，高台付坏１，甕類 21），焼成粘土塊１点，礫１点が出土している。遺

物の多くは竈内から出土している。１と４は竈の覆土下層から潰れたような状況で出土している。１は逆位で

出土しており，底部内面に「井」のヘラ書きが施されていることから，竈祭祀の可能性も想定される。２・３

は床面近くから出土していることから，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 74㎝，燃焼部の幅は 48㎝である。袖部は確認

できなかった。火床面は床面と同じ高さの地山面で，赤変硬化しておらず明確ではない。燃焼部・煙道部は

壁外に 56㎝掘り込まれ，火床面からゆるやかに外傾している。第１～４層は天井部及び内壁の崩落土，第５・

６層は建物跡の覆土である。
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０ （1:3） 10cm

第 144 図　第 147 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 14.0 （4.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理 竈覆土下層

70％　PL37
底部内面
ヘラ書き「井」

２ 土師器 甕 ［14.6］（12.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 体部外面上部斜位のヘラ削り，横位のナデ　内面横位のナデ 覆土下層 10％

３ 土師器 甕 － （2.4） ［8.6］ 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面縦位のヘラ削り　内面横位のナデ 覆土下層 10％

４ 土師器 甕 ［22.6］（15.7） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部ナデ　体部外面上部横位のナデ，下部縦・横位のヘラ削り　内面横位のナデ 竈覆土下層 20％

第 147 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 144 図）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３e6 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 149 号竪穴建物跡を掘り込み，第 147 号竪穴建物，第 301 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 147 号竪穴建物に掘り込まれているが，長軸は 3.72 ｍ，短軸は最大で 2.53 ｍを確認した。北東

コーナー部に張り出しを持つ隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 122 －゚Ｅである。壁は高さ 15 ～ 24㎝で，外傾

している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　第 147 号竪穴建物に掘り込まれているため，北半部しか確認できなかったが，東壁の南寄りに付設されて

いる。確認できた焚口部から煙道部までは 92㎝，燃焼部の幅は 28㎝である。火床部は地山を一部掘りくぼめ，

粘土ブロックが含まれている第９層で埋め戻されている。袖部は確認できなかった。火床面は第９層上面で，

火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 52㎝掘り込まれ，火床面から段を持って外傾している。第

１～５層は天井部及び内壁の崩落土，第６～８層は流入土である。

　第 148 号竪穴建物跡（第 145 図　PL12）

竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
３　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化物中量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

６　褐 灰 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　褐 灰 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８　褐 灰 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
９　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量

ピット　３か所。P１～ P３は長径 68 ～ 74㎝，深さ 16 ～ 20㎝で，性格は不明である。

覆土　10 層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物が含まれており，不規則に堆積しているこ

とから，埋め戻されている。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量

２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化材少量
３　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化物中量，焼土ブロック少量
４　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
５　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

６　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
７　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
８　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
９　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量
10　暗 褐 色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 71 点（坏 16，椀 10，高台付椀３，高台部分２，甕類 40），須恵器片１点（甕類），

灰釉陶器片１点（壺），焼成粘土塊１点，礫１点が出土している。遺物は，覆土中層から上層にかけて多く出

土していることから，埋め戻しに伴って混入したものと考えられる。灰釉陶器は細片のため図示できなかった

が，東濃産と考えられる。

貯蔵穴　北東コーナーの張り出し部に位置している。長径 78㎝の楕円形で，壁は外傾し，底面は平坦である。
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第 145 図　第 148 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［14.4］（2.2） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 体部外面ナデ内面ヘラ磨き，黒色処理 P３覆土中
５％　PL48
体部外面ヘラ
書き「大カ」

２ 土師器 高台付椀［11.0］（3.9） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土上層 10％

３ 土師器 高台付椀［13.8］（4.3） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 P３覆土中 10％

４ 土師器 高台付椀 － （2.8） ［9.2］ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部内面ロクロナデ 覆土上層 30％

５ 土師器 甕 ［13.8］（4.7） － 長石・石英・
角閃石・細礫 褐灰 普通 口縁部ナデ　体部外面縦・横位のナデ　内面ナデ，輪積み痕 覆土中層 10％

第 148 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 145 図）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３d6 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 147・148 号竪穴建物，第 301 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 147・148 号竪穴建物に掘り込まれているため，南北軸は 3.24 ｍ，東西軸は 3.14 ｍしか確認で

きなかった。隅丸方形で，主軸方向はＮ－ 36 －゚Ｅである。壁は高さ 12 ～ 24㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北東壁の北寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 124㎝，燃焼部の幅は 34㎝である。両袖は

地山を若干掘り残して基部とし，その上に粘土ブロックが多く含まれている第９・10 層を積み上げて構築さ

れている。火床面は第８層下面の地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に74㎝掘り込まれ，

火床面からゆるやかに外傾している。燃焼部の内壁及び両袖の第９層は火熱を受けて赤変硬化している。第１

～７層は天井部及び内壁の崩落土で，第８層は火床面に溜まった焼土と炭化粒子の層である。

　第 149 号竪穴建物跡（第 146 図　PL12）

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　炭化物中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量

６　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化物少量
７　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
８　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子多量
９　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック多量
10　暗灰黄褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　２か所。P１・P２は径 20・36㎝の円形で深さは 14・12㎝である。配置から，主柱穴の可能性がある。

覆土　２層に分層できる。第 148 号竪穴建物に大部分を掘り込まれ，確認できたのは壁際の一部分のみである

ため，堆積状況は不明である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量 ２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片６点（椀２，高台付坏１，甕類３）が出土している。第 148 号竪穴建物に掘り込まれ

ているため，出土遺物は少ない。１が覆土下層から出土しているほか，竈内から甕の破片が数点出土している

程度である。

所見　時期は，第 147・148 号竪穴建物跡との重複関係及び出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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第 146 図　第 149 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏［14.2］ 4.7 7.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子

黒褐
にぶい赤褐 普通

体部外・内面ロクロナデ　内面黒色処理　底部
回転糸切り 覆土下層 50％　PL37

第 149 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 146 図）
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調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部のR３b4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 312 号土坑を掘り込み，第 255・262・300 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.30 ｍ，短軸 3.21 ｍの北東コーナー部に張り出しを持つ方形で，主軸方向はＮ－ 114 －゚Ｅ

である。壁は高さ 16㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 150 号竪穴建物跡（第 147・148 図　PL12）
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 支脚 15.7 9.7 8.7 641 長石・赤色粒子 にぶい黄橙 全面ナデ調整　下端部ヘラ状工具痕　全面被熱痕 竈火床面

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

８ 磨石類 10.5 7.7 4.4 648 安山岩 両面中央部に敲打痕　側面磨痕　全面被熱痕 床面

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.0］（4.4） － 長石・石英・雲母・
角閃石 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 竈覆土下層 10％

２ 土師器 高台付椀［15.2］ 5.9 6.7 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部内面二方向の磨き 覆土下層 50％　PL37

３ 土師器 高台付椀 － （3.1） 7.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層

30％　PL48
底部内面
ヘラ書き「井」

４ 土師器 甕 ［22.2］（10.5） － 長石・石英・雲母・
細礫 橙 普通 口縁部ナデ　体部外面横位のナデ，縦位のヘラ削り　内面横位のナデ 覆土下層 20％

５ 土師器 甕 ［19.4］（7.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰褐 普通 口縁部ナデ　体部外面横位のナデ　内面横・縦位のナデ，輪積み痕

竈覆土下～
上層

20％
SK300覆土中
の破片と接合
６と同一個体
の可能性あり

６ 土師器 甕 － （7.8）［10.0］長石・石英・雲母・赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 体部外面横・縦位のヘラ削り　内面横位のナデ 覆土中層
10％
５と同一個体
の可能性あり

第 150 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 148 図）

竈土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，炭化物・焼土粒子少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
３　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
４　灰 黄 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
６　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子中量
７　黒 褐 色　粘土ブロック少量
８　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
９　暗 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子少量

10　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
11　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
12　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物中量
13　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
14　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
15　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化粒子少量
16　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
17　暗 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量

ピット　P１は径 18㎝，深さ 24㎝で，性格は不明である。

覆土　３層に分層できる。各層に含有物が少ないことや，周囲から流れ込んだような堆積をしていることから，

自然堆積と考えられる。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量

３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 122 点（坏 28，椀 1，高台付椀５，高台部分３，小皿１，甕類 84），須恵器片３点（坏

２，甕類１），土製品１点（支脚），石器１点（磨石類），焼成粘土塊１点，礫２点が出土している。遺物の多

くは覆土下層から中層にかけて出土していること，５・６は散在した破片が接合していることから，埋没の過

程で投棄されたものと考えられる。５は，第 300 号土坑の覆土中から出土した破片と接合している。３は底部

内面に「井」のヘラ書きが見られる。７は全面に被熱しており，竈火床面に据えられて支脚として利用されて

いたものである。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 103㎝，燃焼部の幅は 59㎝である。火床部

は支脚を据えるために一部掘りくぼめ，第 13・14 層で埋め戻され，７が固定されている。残存する右袖は第

15 ～ 17 層を積み上げて構築されており，内側の第 15・16 層は火熱を受けて赤変硬化している。火床面は第

13・14 層上面及び地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。燃焼部・煙道部は壁外に 60㎝掘り込まれ，火

床面から外傾している。燃焼部の内壁の一部は火熱を受けて赤変硬化している。第１～ 11 層は天井部及び内

壁の崩落土，第 12 層は火床面に溜まった焼土と炭化物が多く含まれている。
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調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部のR３c4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 259 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.73 ｍ，短軸 3.02 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 111 －゚Ｅである。壁は高さ６㎝で，外傾

している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 151 号竪穴建物跡（第 149・150 図　PL13）
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第 149 図　第 151 号竪穴建物跡実測図
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覆土　５層に分層できる。壁際の第４層は粘土ブロックが中量含まれているが，その他の層は含有物が少ない

ことや，周囲から流れ込んだような堆積をしていることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック微量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　

４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化物微量
５　灰 褐 色　粘土ブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片 46 点（坏 19，椀１，高台付坏２，高台付椀６，高台部分４，甕類 14），須恵器片１点

（甕類）が出土している。５は，竈の燃焼部の内壁に貼りつけられた状態で出土していることから，補強材と

して使用されていたものである。その他の遺物は覆土上層や覆土中から出土しており，埋没の過程で流入した

ものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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０ （1:3） 10cm

第 150 図　第 151 号竪穴建物跡出土遺物実測図

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 90㎝，燃焼部の幅は 66㎝である。袖は残存し

ていなかった。火床面は床面と同じ高さの地山面で，赤変硬化しておらず明確ではない。燃焼部・煙道部は壁

外に 68㎝掘り込まれ，火床面から一段掘り下がって外傾している。第１～ 10・12・13 層は天井部及び内壁の

崩落土ある。第 14 層は炭化粒子が多量に含まれていることから，竈から搔き出されたものと考えられる。

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量
４　黄 灰 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子少量
５　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
６　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量
７　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化物少量

８　黒 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
９　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
10　黒 色　炭化粒子多量，焼土ブロック少量
11　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
12　暗 褐 色　粘土ブロック少量
13　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
14　黒 褐 色　炭化粒子多量，粘土ブロック・炭化物中量

ピット　P１は径 32㎝，深さ 19㎝で，配置と規模から出入り口施設に伴うピットの可能性がある。

ピット土層解説
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量 ２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.0］（3.8） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土上層 10％

２ 土師器 高台付坏［13.2］（3.9） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ナデ　高台部欠損 覆土中 10％

３ 土師器 高台付坏 － （4.8）［12.6］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 外・内面横位のナデ 覆土中 ５％

４ 土師器 高台付椀 － （4.4） ［6.9］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土上層 10％

５ 土師器 甕 ［23.0］（7.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 体部外・内面横位のナデ 竈内壁

床面 10％

第 151 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 150 図）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３f6 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　残存状態が悪く，覆土が２㎝ほどしか残っていなかったが，長軸 2.40 ｍ，短軸 2.02 ｍの長方形と

推定できる。主軸方向はＮ－ 106 －゚Ｅである。壁は高さ２㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の中央に付設されている。焚口部から煙道部までは 146㎝，燃焼部の幅は 56㎝である。火床部は地山

を円形に掘りくぼめており，粘土ブロックが含まれている第５・６層で埋め戻され，４が支脚として固定され

ている。袖は，地山を掘り残して構築されている。火床面は第５層上面で，火熱を受けて若干の赤変はしてい

るものの，硬化はしていない。燃焼部・煙道部は壁外に 125㎝掘り込まれ，火床面から２か所円形に掘り下が

って外傾している。第１～４層は天井部及び内壁の崩落土である。

　第 152 号竪穴建物跡（第 151・152 図　PL13）

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・焼土粒子少量，粘土ブロック微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量

５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物中量，粘土ブロック少量
６　黒 褐 色　粘土ブロック多量
７　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　８か所。P１～ P８は長径 22 ～ 70㎝，深さ５～ 18㎝で，性格は不明である。P１～ P７は形状から，

柱穴としての機能は考えにくいが，出土遺物や覆土の様子から，竪穴建物跡と時期差は認められず，建物に

付属する床下土坑などの施設と考えられる。P３・P４は重複の関係から，作り替えが行われている。

覆土　２層に分層できる。層厚は薄いため，堆積状況は不明である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量
２　褐 灰 色　粘土ブロック多量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子中量，粘土ブロック微量
４　褐 灰 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
５　褐 灰 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量

６　褐 灰 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
８　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
９　褐 灰 色　粘土ブロック多量

土層解説
１　褐 灰 色　粘土ブロック中量 ２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 43 点（坏３，椀１，高台部分１，甕類 38），石製品１点（支脚）が出土している。

遺物は主に竈とピット内から出土している。３は，竈内の破片と P３・P６内から出土した破片が接合してい

る。４は竈の火床面から出土しており，１個体の雲母片岩を割り，２枚を合わせて埋めて支脚として利用して

いる。被熱痕は，重ね合わせていた内側にみられることから，もともと一個体として竈で使用していたものを

割って，支脚として利用している可能性がある。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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第 151 図　第 152 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第 152 図　第 152 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 甕 ［16.8］（4.8） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ P７覆土中 ５％

２ 土師器 甕 ［21.5］（10.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面縦位のヘラ削り，横位のナデ　内面横位のナデ

床面
P８覆土下層 20％

３ 土師器 甕 － （11.8）［14.6］長石・石英・雲母・細礫 明赤褐 普通 体部外面縦・横位のヘラ削り　内面横位のナデ
竈覆土中
P３・P６
覆土中

10％

第 152 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 151・152 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 支脚 15.4 11.6 3.5 810.0 雲母片岩 片面被熱により赤変 竈火床面

調査年度　平成 26 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区南部のQ３i3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第１次面の第 119 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　第 119 号竪穴建物に掘り込まれているため，南北軸は 3.90 ｍ，東西軸は 1.93 ｍしか確認できなか

った。方形もしくは長方形と推測でき，南北軸方向はＮ－ 26 －゚Ｅである。壁は高さ８㎝で，緩やかに立ち上

がっている。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 153 号竪穴建物跡（第 153 図）

ピット　３か所。P１～ P３は径 26 ～ 28㎝，深さ 18 ～ 28㎝で，形状から柱穴である。P３は建物跡の外側

に位置しているが，形状から建物跡に属するピットと判断した。補助柱穴の可能性がある。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置している。径 70㎝，深さ 22㎝の円形で，壁は外傾し，底面は平坦である。

貯蔵穴土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
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０ （1:3） 10cm

覆土　３層に分層できる。各層の含有物が少ないことから，自然堆積と考えられる。

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　暗 褐 色　粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 17 点（坏１，椀９，高台付椀１，甕類６）が出土している。１・２は貯蔵穴内から

出土しており，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.5 4.3 7.4 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り後ナデ
貯蔵穴覆土
下層 100％　PL33

２ 土師器 高台付椀 14.9 6.8 7.6 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部内面二方向の磨き　底部回転ヘラ切り後ナデ
貯蔵穴覆土
中層 95％　 PL37

第 153 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 153 図）

　第 154 号竪穴建物跡（第 154・155 図　PL13）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のN４a3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 2.99 ｍ，短軸 2.63 ｍの北東コーナー部に張り出しを持つ隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 92 ゜

－Ｅである。壁は高さ 12㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が西壁から南壁際にかけて巡っている。
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第 154 図　第 154 号竪穴建物跡実測図
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ピット　P１は，長径 96㎝，深さ 16㎝で，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。粘土ブロックが少～中量含まれていることから，埋め戻されている。

ピット土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量 ２　褐 灰 色　粘土ブロック多量

土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量

３　褐 灰 色　粘土ブロック中量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片９点（坏２，椀５，高台付坏１，高台付椀１）が出土している。出土遺物は少なく，

埋没の過程で流入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

2

1

０ （1:3） 10cm

第 155 図　第 154 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （3.1） － 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理高台部剥離 覆土中 10％

２ 土師器 高台付椀 － （2.6） 5.9 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層
20％　PL48
底部内面
ヘラ書き「女カ」

第 154 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 155 図）

調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のM４c1 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 40 号溝に掘り込まれている。

　第 155 号竪穴建物跡（第 156・157 図　PL14）

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　焼土粒子少量，粘土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
３　褐 灰 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

４　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
５　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
６　褐 灰 色　粘土ブロック多量

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 116㎝，燃焼部の幅は 46㎝である。袖は確認

できなかった。火床面は床面よりやや低い地山面で，赤変硬化はしておらず明確ではない。燃焼部・煙道部は

壁外に 97㎝掘り込まれ，火床面からゆるやかに外傾している。第２～６層は天井部及び内壁の崩落土で，第

１層は竈崩壊後の覆土である。
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竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４　褐 灰 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

５　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量
６　褐 灰 色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
７　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量

ピット　P１は径 28㎝，深さ 28㎝で性格は不明である。

ピット土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量

３　暗 褐 色　粘土ブロック少量

規模と形状　長軸 3.17 ｍ，短軸 2.88 ｍの北東コーナー部に張り出しを持つ隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 94 ゜

－Ｅである。壁は高さ 16㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁に付設されているが，第 40 号溝に北半部を掘り込まれている。確認できた焚口部から煙道部までは

58㎝，燃焼部の幅は 24㎝である。残存する右袖は地山を掘り残して構築されている。火床面は床面と同じ高

さの地山面で，赤変硬化はしておらず明確ではない。煙道部は壁外に 48㎝掘り込まれ，火床面から外傾して

いる。第１～７層は天井部及び内壁の崩落土である。
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第 156 図　第 155 号竪穴建物跡実測図
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覆土　４層に分層できる。各層に含有物が少なく均質であることや，周囲から流れ込んだような堆積をしてい

ることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片 50 点（坏 18，高台付坏３，高台付椀４，高台部分２，甕類 23）が出土している。遺

物は，床面から覆土下層にかけて多く出土していることから，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック微量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物微量
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第 157 図　第 155 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.0］（4.4） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　外面下端回転ヘラ削り 覆土中 20％

２ 土師器 高台付坏 16.4 6.4 8.0 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 50％　PL37

３ 土師器 高台付坏［17.2］（5.2） － 長石・石英・雲母・
細礫 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き摩滅　高台部欠損

貯蔵穴覆土中
竈覆土中

20％
二次被熱痕

４ 土師器 高台付坏 － （3.7） 7.5 長石・石英・雲母・
細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　外面下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き摩滅，黒色処理 覆土下層 30％

二次被熱痕
５ 土師器 高台付椀［14.8］ 5.8 ［8.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 竈覆土下層 20％

６ 土師器 甕 ［19.6］（5.7） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ 覆土下層 10％

７ 土師器 甕 ［24.8］（4.7） － 長石・石英・細礫 にぶい褐 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ 覆土下層 10％

第 155 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 157 図）

貯蔵穴土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック中量，炭化材・粘土ブロック少量 ２　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴　南東コーナー部に位置している。長径 48㎝の楕円形で，深さは 12㎝である。壁は外傾し，底面は平

坦である。覆土に炭化材や焼土ブロックが多く含まれていることから埋め戻されている。
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調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のN３e7 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 46 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　調査区域外へ延びているため，竈しか確認できなかった。

竈　東壁に付設されていると考えられる。確認できた燃焼部及び煙道部は 74㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。

袖は確認できなかった。火床面は地山面で，赤変硬化しておらず明確ではない。燃焼部・煙道部は火床面から

段を持って緩やかに外傾している。燃焼部の内壁の一部は火熱を受けて赤変硬化している。第 I 層は表土で，

第Ⅱ層は基本層序第８層に対応する。第２～６層は天井部及び内壁の崩落土，第１層は竈崩壊後の覆土である。

　第 156 号竪穴建物跡（第 158 図）

竈土層解説
Ⅰ　黒 褐 色　（表土）
Ⅱ　暗 褐 色　（表土）
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量

３　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
４　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量，粘土ブロック少量
５　灰 白 色　炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
６　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片５点（坏２，高台付坏１，甕類２）が出土している。

所見　調査区域外へ延びているため，調査区際の壁面で土層を確認した。第２次面調査時に確認できた遺構で

あるが，壁面で確認できた竈の掘り込みは基本層序第８層上面であることから，確認面は第１次面であったと

判断した。時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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調査年度　平成 26 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のM４b4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　建物跡の推定形状から，第 345・346・349・361 号土坑と重複している可能性があるが，新旧関係

は不明である。

規模と形状　南半部は撹乱により壊されているため，東西軸は 4.63 ｍ，南北軸は 2.55 ｍしか確認できなかった。

方形もしくは長方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 100 －゚Ｅである。壁は高さ 15㎝で，外傾している。

床　平坦な貼床である。中央部で硬化面が確認できた。貼床は，北東・北西コーナー部及び出入口側を一段低

く掘り下げ，竈前を除いて第５層を埋土して構築されている。壁溝が，確認できた範囲では全周している。

竈　東壁に付設されている。確認できた焚口部から煙道部までは 166㎝，燃焼部の幅は 52㎝である。袖は確認

できなかった。火床面は床面よりやや低い地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。燃焼部・煙道部は壁外

に 116㎝掘り込まれ，火床面から外傾し，内壁は火熱を受けて赤変硬化している。第３～ 12 層は天井部及び

内壁の崩落土，第１・２層は竈崩壊後の覆土である。

　第 157 号竪穴建物跡（第 159・160 図　PL14）

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
４　黒 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
５　にぶい黄褐色　焼土ブロック多量，炭化物中量，粘土ブロック少量
６　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量

７　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
８　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
９　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
10　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量
11　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
12　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

ピット　４か所。P１～ P４は長径 48 ～ 112㎝で，深さ６～ 37㎝である。P１・P２は形状から柱痕の可能

性がある。P３・P４は細長い形状をしており，性格は不明であるが掘方の可能性がある。覆土の第６・７層

は P１，第８層は P４の覆土である。

覆土　４層に分層できる。第１～３層は周囲から流れ込んだような堆積状況から，自然堆積と考えられる。第

４層は壁溝の覆土，第５層は貼床の構築土である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック微量
４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
４　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

５　黒 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
６　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
７　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
８　暗 褐 色　粘土ブロック微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏［16.0］（4.0） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　高台部欠損 竈火床面 10％

第 156 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 158 図）

遺物出土状況　土師器片 23 点（坏３，高台付椀１，高台部分１，小皿１，甕類 17）が出土している。１～３

は床面，竈の覆土下層から出土していることから，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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第 160 図　第 157 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 小皿 － （1.1） 3.0 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内面黒色処理　底部回転ヘラ切り 床面 60％

２ 土師器 甕 ［22.8］（13.0） － 長石・石英・細礫 明褐 普通 口縁部ナデ　体部外面縦位のナデ　内面横位のナデ
竈覆土下層
床面 20％

３ 土師器 甕 － （4.3） 9.7 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 外面横位のヘラ削り　内面横位のナデ 覆土下層 20％

第 157 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 160 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第 1次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４i3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 164 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.31 ｍ，短軸 3.30 ｍの北西コーナー部に張り出しを持つ方形で，主軸方向はＮ－８ －゚Ｅで

ある。壁は高さ 17㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が，北壁の一部を除いて巡っている。

竈　北壁の東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 134㎝，燃焼部の幅は 52㎝である。左袖は地山

を掘り残して構築されており，右袖は粘土ブロックが多く含まれている第 10・11 層を積み上げて構築されて

いる。火床面は床面よりやや低い地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部・燃焼部は壁外に 84㎝

掘り込まれ，火床面から緩やかに傾斜しており，内壁は火熱を受けて赤変硬化している。第２～８層は天井部

及び内壁の崩落土，焚口部に広がる第９層は竈から搔き出された焼土と炭化物の層で，第１層は竈崩壊後の覆

土である。

　第 158 号竪穴建物跡（第 161・162 図　PL14）

竈土層解説
１　褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
３　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化物微量
５　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量

７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
８　にぶい灰褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
９　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物少量，粘土ブロック微量
10　褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
11　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量

ピット　２か所。P１は径 18㎝，深さ 41㎝で，形状から柱穴と考えられる。P２は長径 40㎝，深さ 10㎝で，

性格は不明であるが，配置から貯蔵穴の可能性がある。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量
４　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
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第 161 図　第 158 号竪穴建物跡実測図

覆土　６層に分層できる。粘土ブロックが含まれているものの，その他の含有物が少なく均質に流れ込んだよ

うな堆積をしていることから，自然堆積と考えられる。また，覆土には鉄分が少量含まれている。

土層解説
１　暗 褐 色　炭化粒子・鉄分微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量，鉄分少量
３　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子・鉄分少量

４　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，鉄分少量
５　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量，鉄分少量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・鉄分少量
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第 162 図　第 158 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［17.0］（4.4） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外・内面ナデ 竈覆土下層 10％

２ 土師器 高台付坏 14.0 （4.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ナデ　内面ロクロナデ，黒色処理，輪積み痕　底部回転ヘラ切り　高台部欠損

床面
覆土下層 70％　PL37

３ 土師器 高台付椀 － （3.4） － 長石・石英・
角閃石・赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り後高台貼付　高台部欠損 床面 10％

４ 土師器 甕 ［20.8］（7.7） － 長石・石英・細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ 覆土下層 10％

第 158 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 162 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４e3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 458 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.36 ｍ，短軸 3.10 ｍの北西コーナー部に張り出しを持つ長方形で，主軸方向はＮ－ 13 －゚Ｅ

である。壁は高さ 20 ～ 32㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 128㎝，燃焼部の幅は 68㎝である。火床部は

一部を掘りくぼめ，第 15 層で埋め戻され，支脚の 10 が固定されている。両袖は地山を削り出して構築されて

いる。火床面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。燃焼部・煙道部は壁外に

76㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第３～ 14 層は天井部及び内壁の崩落土，第１・２層は竈崩壊後

の覆土である。竈火床面から，10 を第 22 層の粘土で固定した上に，１～３・５～７が重ねられた状態で出土

している。第 22 層の粘土は火熱を受けて赤変している。また，第 16 ～ 21 層は土器の間の覆土で，特に５の

　第 159 号竪穴建物跡（第 163 ～ 165 図　PL15）

遺物出土状況　土師器片 64 点（坏 15，高台付坏１，高台付椀７，高台部分１，甕類 40），須恵器片１点（甕類）

が出土している。遺物は，北東コーナー部の床面から覆土下層にかけて多く出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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竈土層解説
１　褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
５　暗 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量
６　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子中量
７　にぶい黄褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量
８　黒 褐 色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，粘土ブロック少量
９　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
10　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
11　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

12　にぶい黄褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量
13　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
14　暗 赤 褐　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量
15　赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物微量
16　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子微量
17　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
18　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量
19　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
20　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量
21　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック微量
22　赤 褐 色　焼土ブロック多量

第 163 図　第 159 号竪穴建物跡実測図　⑴
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高台部内に堆積していた第 18 層は，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット　２か所。P１・P２は径 24・18㎝，深さ 26・23㎝である。形状から柱穴と考えられる。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量 ２　暗 褐 色　粘土ブロック微量

覆土　６層に分層できる。第５・６層は焼土ブロックや炭化物が含まれていることから，竈の崩壊土である。

第１～４層は，粘土ブロック以外の含有物が少なく，周囲から流れ込んだような堆積をしていることから自然

堆積である。また，各層に鉄分が多く含まれている。

土層解説
１　褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，鉄分中量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・鉄分中量，炭化粒子少量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化粒子少量，鉄分微量

４　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子・鉄分少量
５　暗 褐 色　炭化物・焼土粒子微量
６　暗 褐 色　焼土ブロック中量，炭化物少量
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第 165 図　第 159 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４d3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 166 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.52 ｍ，短軸 2.86 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 99 －゚Ｅである。壁は高さ８～ 12㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のほぼ中央に付設されている。焚口部から煙道部までは 144㎝，燃焼部の幅は 30 ～ 40㎝である。袖

は確認できなかった。火床面は焚口部に寄った位置の第 10 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。燃焼

部・煙道部は壁外に 117㎝掘り込まれ，火床面から段を持って外傾している。燃焼部・煙道部の内壁である第

11 層は火熱を受けて赤変硬化している。第 1～９層は天井部及び内壁の崩落土である。

　第 160 号竪穴建物跡（第 166・167 図　PL15・16）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

11 鏃 （15.1） 5.6 0.3 ～
0.5 （48.20） 鉄 雁股形　鏃身部断面三角形　茎部断面五角形　茎部下部欠損 床面 PL53

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.5 3.9 5.9 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通

体部外面ナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨
き，黒色処理（被熱により一部のみ残存）　底
部一方向のヘラ削り

竈火床面 90％　PL33
二次被熱痕

２ 土師器 坏 12.9 3.7 7.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通

体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理
（被熱により一部のみ残存）　底部内面二方向の
磨き　底部回転ヘラ切り

竈火床面 90％　PL33
二次被熱痕

３ 須恵器 坏 ［12.8］ 4.3 7.0 長石・石英・
赤色粒子 橙 不良 体部外・内面ロクロナデ　外面下端回転ヘラ削り　底部一方向のヘラ削り 竈火床面

60％　PL41
二次被熱痕
下総地域産

４ 土師器 椀 12.6 4.1 6.2 長石・石英・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 竈内 60％　PL34
二次被熱痕

５ 土師器 高台付坏 13.8 6.2 7.6 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理（被熱により一部のみ残存） 竈火床面 80％　PL38

二次被熱痕

６ 土師器 高台付坏 14.2 （5.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通

体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理
（被熱により一部のみ残存）　底部内面二方向の
磨き

竈火床面 95％　PL38
二次被熱痕

７ 土師器 高台付椀［14.4］（5.0） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理（被熱により一部のみ残存）　高台部欠損 竈火床面 50％　PL38

二次被熱痕
８ 土師器 甕 ［21.0］（6.8） － 長石・石英・

角閃石・赤色粒子 橙 普通 口縁部ナデ　体部外・内面縦・横位のナデ 竈覆土下層 10％

９ 土師器 甑 － （10.4）［25.0］長石・石英・赤色粒子・礫 にぶい赤褐 普通 体部外面，縦・横位のナデ・ヘラ削り　内面横位のナデ　底部ヘラ削り 竈覆土下層 ５％

第 159 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 165 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

10 支脚 （13.1）（6.9） （7.0）（752.0） 石英斑岩 全面被熱痕 竈火床面

遺物出土状況　土師器片 78 点（坏 22，椀 12，高台付坏２，高台付椀３，高台部分１，甕類 36，甑２），須恵

器片５点（坏１，甕類４），石製品１点（支脚），金属製品２点（鉄鏃）が出土している。１～７，10 は竈内

から出土しており，10 を固定していた粘土が被熱により赤変硬化していることや，土器に二次被熱痕が認め

られることなどから，支脚として利用されていたものである。５の高台部内の覆土が赤変硬化していることか

ら，一度この面で使用された後，３・７が重ねられたものと考えられる。４は竈内から正位で出土しており，

二次被熱痕が認められることから，３の上に重ねられていたものが転落したものの可能性がある。そのほか，

11 が床面から出土している。いずれも廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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第 166 図　第 160 号竪穴建物跡実測図

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
６　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量

７　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
８　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
９　褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
10　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量
11　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック微量

ピット　４か所。P１～ P４は径 20 ～ 32㎝で，深さ 18 ～ 20㎝である。形状から柱穴と考えられる。

覆土　３層に分層できる。層厚は薄いが，粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子が各層に含まれていることから，

埋め戻されている。

ピット・貯蔵穴土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

３　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
４　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

貯蔵穴　南西コーナー部に位置しており，長径 58㎝の楕円形で，深さは 15㎝である。壁は外傾し，底面は平

坦である。
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土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化粒子少量

３　にぶい黄褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片 108 点（坏 25，椀５，高台付椀３，高台部分４，小皿３，小形鉢形土器１，甕類 67），

金属製品２点（刀子，鉄釘）が出土している。１・４などは，竈内や床面に破片が散在して出土していること

から廃絶に伴って投棄されたものと考えられる。２・６は，貯蔵穴の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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０ （1:3） 10cm

第 167 図　第 160 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４b2 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 163 号竪穴建物，第 12 号火葬施設，第 630・653・655・656 号土坑に掘り込まれている。

　第 161 号竪穴建物跡（第 168・169 図　PL16）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.4］ 3.9 7.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ナデ　底部回転糸切り

貯蔵穴覆土
下層
竈火床面

40％

２ 土師器 椀 ［16.0］（5.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理

貯蔵穴覆土
下層 10％

３ 土師器 高台付椀［18.0］（5.6） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　高台部欠損 竈火床面 20％

４ 土師器 高台付椀 16.1 6.7 7.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理

床面
覆土下層 90％　PL38

５ 土師器 小皿 ［12.0］ 1.9 ［9.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ナデ　底部回転糸切り 覆土中 10％

６ 土師器 小形鉢
形土器 3.6 2.5 2.7 長石・石英 黒 普通 体部外・内面黒色処理　外面ナデ　内面ヘラ磨き　底部ヘラ削り

貯蔵穴覆土
下層 95％　PL43

第 160 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 167 図）
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竈土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，粘土ブロック微量
３　にぶい黄褐色　焼土ブロック・黄色粘土ブロック中量
４　赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量

５　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
６　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子微量
７　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック微量
８　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

規模と形状　第 163 号竪穴建物に東部を掘り込まれているが，長軸 3.64 ｍ，短軸 3.60 ｍの方形で，主軸方向は

Ｎ－ 96 －゚Ｅである。壁は高さ 30 ～ 45㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。第 163 号竪穴建物に掘り込まれているため，上部は削平されている

が，確認できた焚口部から煙道部までは 85㎝，燃焼部の幅は 62㎝である。火床部は全体を楕円形に掘りくぼ

め，第７・８層で埋め戻されている。確認できた右袖は地山を削り出して構築されている。火床面は第７層上

面で，火熱を受けて赤変硬化している。燃焼部・煙道部は壁外に 72㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。

燃焼部の内壁である第６層は火熱を受けて赤変している。第１～５層は天井部及び内壁の崩落土である。
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第 168 図　第 161 号竪穴建物跡実測図
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第 169 図　第 161 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.6］（3.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土下層 20％

２ 土師器 坏 ［14.0］（4.0） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 10％

３ 土師器 坏 ［13.8］（3.1） ［8.8］ 長石・石英・雲母・細礫 明赤褐 普通 体部外・内面ナデ　内面黒色処理 覆土中 10％

４ 土師器 高台付坏［13.2］ 4.9 ［6.8］ 長石・石英・赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　 覆土中 30％

５ 土師器 高台付椀 － （3.7） 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中 10％

６ 土師器 高台付坏 － （2.9） ［5.4］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面黒色処理 覆土下層 10％

第 161 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 169 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４h1 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 502・613 号土坑に掘り込まれている。

　第 162 号竪穴建物跡（第 170・171 図　PL16）

ピット　４か所。P１～ P４は径 18 ～ 34㎝，深さ 10 ～ 27㎝である。性格は不明である。

覆土　５層に分層できる。粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子が含まれていることから，埋め戻されている。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量

土層解説
１　暗 褐 色　焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

４　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片 209 点（坏 57，椀 18，高台付坏２，高台付椀１，高台部分 10，甕類 121），須恵器片

６点（坏２，甕類４），被熱礫２点が出土している。遺物は，覆土下層から上層にかけて多く出土しているこ

とから，埋め戻しに伴って投棄したものと考えられる。覆土中の遺物が，第 163 号竪穴建物跡出土の１と接合

している。

所見　竈の火床面が壁外へ出ていることや，右袖側の壁の位置から，掘り込まれているが，両脇は棚状施設で

あった可能性がある。時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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棚状施設　竈の右袖側に地山を掘り残して付設されており，確認面から 20㎝ほど掘り込み，幅は 80㎝で，

奥行は 60㎝である。床面からの高さは 20㎝である。

規模と形状　長軸 3.65 ｍ，短軸 3.04 ｍの北東及び北西コーナー部に張り出しを持つ長方形で，主軸方向はＮ－

20 －゚Ｅである。壁は高さ８～ 38㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。
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第 170 図　第 162 号竪穴建物跡実測図
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遺物出土状況　土師器片 28 点（坏 10，椀７，高台付椀２，甕類９）が出土している。１は，床面から正位で

出土していることから，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

第 171 図　第 162 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀［15.6］（6.3） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　高台部剥離 床面 30％

第 162 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 171 図）

1

０ （1:3） 10cm

竈　北壁のほぼ中央に付設されている。焚口部から煙道部までは 124㎝，燃焼部の幅は 52㎝である。火床部は

焚口部から楕円形に掘りくぼめられ，第９～ 12 層で埋め戻されている。火床面は第９層上面で，火熱を受け

て赤変硬化している。燃焼部・煙道部は壁外に 24 ～ 80㎝掘り込まれ，火床面から段を持って外傾している。

天井部は，第 13 層を貼り付けて構築されている一部が残存しており，第 13 層は火熱を受けて赤変した天井部

及び内壁である。第２～８層は天井部及び内壁の崩落土，第１層は竈崩壊後の覆土である。

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量，粘土ブロック微量
５　暗 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量

８　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
９　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子微量
10　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
11　黒 褐 色　焼土粒子・炭化粒子微量
12　黒 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量
13　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量

ピット　２か所。P１は径 28㎝，深さ 34㎝で，P２は径 22㎝，深さ 32㎝である。形状と配置から，対になる

柱穴は確認できなかったが，主柱穴と考えられる。

覆土　５層に分層できる。粘土ブロックが含まれているが，そのほかの含有物が少なく均質に堆積しているこ

とから，自然堆積と考えられる。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック微量

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
３　にぶい黄橙色　粘土ブロック微量

４　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子・黒褐色土ブロック少量
５　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４b3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 161・170・171 号竪穴建物跡を掘り込み，第 12 号火葬施設，第 511・546・547 号土坑に掘り込

まれている。

規模と形状　長軸 4.45 ｍ，短軸 3.42 ｍの北東コーナー部に張り出しを持つ長方形で，主軸方向はＮ－ 97 －゚Ｅ

である。壁は高さ 17㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 163 号竪穴建物跡（第 172 ～ 174 図　PL17）
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第 173 図　第 163 号竪穴建物跡実測図　⑵

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
３　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子中量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子多量
６　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

７　暗 褐 色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
８　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量
９　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
10　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
11　黒 褐 色　炭化物多量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
12　褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量

４　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量

貯蔵穴　北東コーナーの張り出し部に位置している。上部は長軸 100㎝の長方形で，深さ 20㎝である。南東

部がピット状に深く掘り込まれており，深さ 55㎝である。壁は外傾し，底面は平坦である。

覆土　５層に分層できる。各層に焼土ブロック・炭化粒子などが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子少量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量

４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
５　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片 151 点（坏 32，椀 23，高台付椀２，高台部分３，小皿１，甕類 90），須恵器片４点（坏

３，甕類１），灰釉陶器片２点（皿），金属製品１点（刀子），鉄滓１点，礫１点が出土している。遺物の多く

は床面から覆土下層にかけて出土している。２は貯蔵穴の覆土中層から逆位の状態で出土していることから，

埋め戻しに伴って投棄された可能性がある。１は第 161 号竪穴建物跡の覆土中から出土した破片と接合してい

る。５は貯蔵穴の底面から出土しており，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，重複関係と出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 100㎝，燃焼部の幅は 68㎝である。両袖は粘土

ブロックを中量含む第 12 層で構築されている。火床面は床面と同じ高さの地山面で，火熱を受けて赤変硬化

している。燃焼部・煙道部は壁外に 80㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第２～９層は天井部及び内

壁の崩落土で，第 10 層は流入土である。第 11 層は火床面に溜まった炭化物層で，第１層は竈崩壊後の覆土で

ある。
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第 174 図　第 163 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 鉄滓 8.1 6.5 3.7 107.87 鉄 発泡　底面椀状 覆土下層

５ 刀子 （12.2） 0.9 0.5 （15.90） 鉄 刃部断面三角形　頸部・柄部断面長方形　両関 貯蔵穴底面 PL53

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀 － （2.8） ［6.5］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面
20％
SI161 覆土中
の破片と接合

２ 灰釉陶器 皿 － （2.0） 7.0 長石・石英 にぶい黄橙 普通 外・内面ロクロナデ　内面に重ね焼き痕　角高台 貯蔵穴覆土
中層

30％　PL41
猿投窯 053

３ 土師器 小皿 ［11.0］ 3.0 5.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 床面～

覆土下層 40％

第 163 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 174 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４i3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 158 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.07 ｍ，短軸 2.85 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 99 －゚Ｅである。壁は高さ 11㎝で，外傾し

ている。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 100㎝，燃焼部の幅は 82㎝である。火床部は，

焚口部の西側から，半円形に掘りくぼめられ，第 14 層で埋め戻されている。両袖は粘土ブロックを多く含む

第 12・13 層で構築されている。補強材として，６が埋め込まれている。火床面は第 14 層上面で，火熱を受け

ているが，赤変硬化しておらず明確ではない。燃焼部・煙道部は壁外に 58㎝掘り込まれ，火床面から段を持

って外傾している。燃焼部の内壁の一部は火熱を受けて赤変している。第２～10層は天井部及び内壁の崩落土，

第１層は竈崩壊後の覆土である。

　第 164 号竪穴建物跡（第 175・176 図　PL14）
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第 175 図　第 164 号竪穴建物跡実測図

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量
３　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　黒 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，粘土ブロック微量
５　にぶい黄褐色　焼土ブロック少量
６　暗 褐 色　焼土ブロック多量
７　灰 黄 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量

８　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
９　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
10　灰 黄 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
11　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
12　暗 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
13　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量
14　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
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覆土　５層に分層できる。層厚が薄い為，堆積状況は不明である。第４・５層は焼土ブロック・炭化粒子が含

まれていることから，竈の崩壊土である。

土層解説
１　暗 褐 色　炭化粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
３　褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

４　褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，粘土ブロック微量
５　灰 黄 褐 色　炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量

6

1

2

3

4

5

7

０ （1:3） 10cm

第 176 図　第 164 号竪穴建物跡出土遺物実測図

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化物・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化物微量
３　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック微量

４　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量
５　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　４か所。P１は長径 26㎝，深さ 27㎝で，P２は長径 24㎝，深さ 36㎝である。形状と配置から，主柱

穴の可能性があり，第１・２層は抜き取り後の覆土と考えられる。P３・P４は長径 46・56㎝，深さ約 10㎝で，

竈の両脇に位置している。性格は明確ではないが，甕などを据えていた可能性が考えられる。
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遺物出土状況　土師器片 73 点（坏 12，椀１，高台付坏１，高台付椀４，甕類 51，甑４）が出土している。遺

物は，竈内及びその周辺にかけて多く出土している。３・４は竈火床面から逆位で重ねられた状態で出土して

いる。燃焼部の内壁の被熱範囲や土器内部の土がもろくなっていたことから，支脚として利用されたものと考

えられる。６は，竈の袖の補強材として使用されていたものである。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の J４f9 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 535・536 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.38 ｍ，短軸 2.58 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８ －゚Ｅである。壁は高さ６～ 12㎝で，外

傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北東コーナー部に付設されている。焚口部から煙道部までは 154㎝，燃焼部の幅は 54㎝である。わずか

に確認できた右袖は地山を削り出して構築されている。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。

燃焼部・煙道部は壁外に 122㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。煙道部は細長く延びる形状が残存して

おり，燃焼部と煙道部の内壁の一部は火熱を受けて赤変硬化している。第１～４層は天井部及び内壁の崩落土

である。

　第 165 号竪穴建物跡（第 177 図　PL17）

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子微量

３　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.4］（3.9） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面

P４底面 20％

２ 土師器 椀 ［17.8］（5.4） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面 20％

３ 土師器 高台付坏［14.0］ 5.8 ［6.8］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 竈火床面 30％

４ 土師器 高台付椀［4.7］ （6.1） － 長石・石英・雲母・
細礫 橙 普通

体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面
ヘラ磨き，黒色処理　底部内面二方向の磨き　
高台部欠損

竈火床面 60％　PL38

５ 土師器 小形甕 ［10.0］（14.3） － 長石・石英 灰褐
にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ P４底面 10％

頸部に炭化物付着

６ 土師器 甑 － （15.3）［16.0］長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面横位のヘラ削り　内面横位のナデ 竈袖
床面

10％
７と同一個体
の可能性あり

７ 土師器 甑 － （9.2）［15.0］長石・石英・細礫 にぶい橙 普通 体部外面横位のヘラ削り　内面横位のナデ，輪積み痕 床面
10％
６と同一個体
の可能性あり

第 164 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 176 図）

覆土　２層に分層できる。層厚が薄いため堆積状況は不明であるが，焼土ブロックや炭化物などの含有物が多

く含まれていることから，埋め戻されている可能性が高い。

土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量 ２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片６点（坏３，椀１，小皿１，甕類１），礫１点が出土している。覆土が薄かったため，

出土遺物も全体的に少ない。１は竈前の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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第 177 図　第 165 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 小皿 ［9.0］ 1.6 5.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 外面ロクロナデ　内面ナデ　底部回転糸切り 床面 40％

第 165 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 177 図）
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部の L４d3 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 160 号竪穴建物，第 54 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.86 ｍ，短軸 3.38 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７ －゚Ｅである。壁は高さ 22㎝で，外傾し

ている。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。西部に，焼土が多く含まれる範囲を確認した。

竈　北壁のほぼ中央に付設されている。焚口部から煙道部までは 98㎝，燃焼部の幅は 48㎝である。火床部は

地山を一部深く掘りくぼめ，第９層で埋め戻されている。袖は確認できなかった。火床面は地山面で，火熱

を受けて赤変硬化している。燃焼部・煙道部は壁外に 58㎝掘り込まれ，火床面から段を持って外傾している。

第３～８層は天井部及び内壁の崩落土，第１・２層は竈崩壊後の覆土である。

　第 166 号竪穴建物跡（第 178・179 図　PL17）
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竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　褐 色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
５　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

６　灰 黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子中量
７　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
８　褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
９　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

ピット　２か所。P１・P２は長径 26・64㎝，深さは 10・16㎝である。P２は底面から，焼土がまとまって

出土している。性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。第４層は焼土が多く含まれていることから，埋め戻されている。層厚は薄いが，第

１～３層は含有物も少なく均質な層であることから，その後自然堆積したものと考えられる。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
４　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

３　暗 褐 色　粘土ブロック少量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 116 点（坏８，椀 16，高台付坏１，高台部分２，小皿１，甕類 88），須恵器片３点（甕

類），石器１点（砥石），被熱礫２点が出土している。遺物は，竈内の覆土下層から中層にかけて多く出土して

いる。破片が散在していることから，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。竈の第９層上面から被熱礫

が出土しており，形状などから，支脚として使用されていた可能性がある。

所見　床面で確認された焼土範囲は，炭化物を含まないこと，焼土ブロックがまばらな状態であることなどか

ら，埋め戻された際に投げ込まれたものと考えられる。時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

1

2

3

5

4

7

6
０ （1:3） 10cm

第 179 図　第 166 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.9］（4.6） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土下層 10％

２ 土師器 坏 ［14.6］（2.7） － 長石・石英・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 竈覆土下層 20％

３ 土師器 高台付坏［14.6］（4.4） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　高台部剥離 竈覆土下層
～中層 10％

４ 土師器 小皿 ［8.4］ 1.7 4.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り後ナデ 竈覆土中層 30％

５ 土師器 甕 ［22.2］（10.3） － 長石・石英・雲母・
細礫 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面横位のヘラ削り・ナデ　内面横位のナデ 竈覆土中層 10％

６ 土師器 甕 ［23.0］（10.8） － 長石・石英・雲母・
細礫 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面横・斜位のナデ　体部内面ヘラナデ

竈覆土下層
～中層 10％

第 166 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 179 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 砥石 （3.9） （2.0） （1.1）（13.68） 凝灰岩 砥面４面　上部に擦切り痕　被熱痕　下部欠損 床面

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部のK４c8 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 168 号竪穴建物跡を掘り込み，第 537・538・540・545 号土坑，第 58 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.70 ｍ，短軸 2.50 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 20 －゚Ｅである。壁は高さ２㎝で，外傾し

ている。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 89㎝，燃焼部の幅は 56㎝である。火床部は全

体を円形に掘りくぼめ，第９～ 13 層で埋め戻されている。袖は確認できなった。火床面は第９層上面で，火

熱を受けて赤変硬化している。燃焼部・煙道部は壁外に 52㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第１～

８層は天井部及び内壁の崩落土である。

　第 167 号竪穴建物跡（第 180 図）

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
２　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
３　暗 褐 色　炭化物中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
４　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化物少量
５　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
６　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７　暗 赤 褐 色　焼土粒子少量，粘土ブロック微量

８　暗 赤 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
９　赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子微量
10　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
11　褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
12　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
13　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　P１は径 30㎝で，深さ 12㎝である。性格は不明である。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量

土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量 ２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 26 点（坏９，椀１，高台付坏１，高台部分１，小皿１，甕類 13），金属製品１点（鉄

鋌）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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第 180 図　第 167 号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （3.4） 6.8 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き 竈火床面 40％

２ 土師器 甕 ［21.0］（7.1） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面横・縦位ナデ　内面横位のヘラナデ 床面 10％

第 167 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 180 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 鉄鋌 15.8 0.7 0.4 ～
0.5 （31.38） 鉄 断面長方形　下部屈曲 床面 PL52

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部のK４c8 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 167 号竪穴建物，第 537・538・540・545 号土坑，第 58 号溝に掘り込まれている。

　第 168 号竪穴建物跡（第 181・182 図）
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ピット　３か所。P１～ P３は長径 38 ～ 72㎝，深さ６～ 20㎝で，性格は不明である。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄い為，堆積状況は不明である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

３　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量 ２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化材少量

規模と形状　東部を撹乱に，南部を第 58 号溝によって壊されているため，東西軸は 5.07 ｍで，南北軸は 3.82

ｍしか確認できなかった。長方形で，長軸方向はＮ－ 93 －゚ Wである。壁は高さ６㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が，北壁・東壁・西壁際の一部で確認できた。

遺物出土状況　土師器片 33 点（坏６，高台付椀７，小皿２，甕類 18）が出土している。４は破片が散在した

状態で出土していることから，投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

1

2

3

4 5

０ （1:3） 10cm

第 182 図　第 168 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.4］（3.2） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土中 10％

２ 土師器 高台付椀［17.0］ 6.2 ［8.0］ 長石・石英・礫 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部内面二方向の磨き 覆土中 40％　PL38

３ 土師器 高台付椀 － （4.2） 6.8 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理 P３覆土上層 50％

４ 土師器 小皿 9.8 2.3 5.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 床面

P３覆土上層 90％　PL42

５ 土師器 小皿 ［10.0］ 2.2 5.9 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土中

P１底面 60％　PL42

第 168 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 182 図）
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の J５b1 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 172 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南東コーナー部が撹乱によって壊されているが，長軸 3.23 ｍ，短軸 3.21 ｍの方形で，主軸方向は

Ｎ－ 94 －゚Ｅである。壁は高さ 10 ～ 20㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 169 号竪穴建物跡（第 183 ～ 185 図　PL18）
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第 183 図　第 169 号竪穴建物跡実測図
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ピット　２か所。P１は長軸 114㎝，深さ 28㎝の隅丸長方形で，P２は長径 52㎝，深さ８㎝である。共に性

格は不明である。

竈　東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 90㎝，燃焼部の幅は 62㎝である。確認できた

右袖は地山を掘り残して構築されている。火床面は床面とほぼ同じ高さの地山面で，赤変硬化しておらず明確

ではない。煙道部は壁外に54㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第１～５層は天井部及び内壁の崩落土，

第６層は６の土器内部の堆積土である。

竈土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量

４　黒 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物少量
５　黒 褐 色　焼土ブロック少量
６　にぶい黄褐色　粘土ブロック・焼土粒子少量

ピット土層解説（P１）
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子微量

（P２）
１　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量

覆土　２層に分層できる。層厚は薄いが，含有物の少ない層が水平に堆積していることから，自然堆積と考え

られる。第２層は，焼土ブロックや炭化粒子が含まれることから竈の崩壊土である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック微量 ２　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 68 点（坏 14，椀６，高台付坏２，高台付椀１，甕類 37，甑８），須恵器片１点（坏）

が出土している。遺物の多くは，竈内から出土している。６は竈の火床面から逆位で出土しているが，土器内

部の堆積土の被熱が明確ではないこと，火床面が明確ではないことから，支脚として利用されたものかは不明

である。８は，P１の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

1

2 3

4 5

6

０ （1:3） 10cm

第 184 図　第 169 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴
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7 8

9 10

０ （1:3） 10cm

第 185 図　第 169 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑵

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （2.2） 6.0 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部内面三方向の磨き　底部回転糸切り 竈覆土中層 30％

２ 土師器 坏 ［15.0］（3.8） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 覆土中 ５％

３ 土師器 坏 ［17.0］（4.3） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土下層 ５％

４ 須恵器 坏 ［12.6］ 4.6 5.8 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 不良 体部外・内面ロクロナデ　外面下端手持ちヘラ削り　底部一方行のヘラ削り

床面
竈覆土中層

20％　PL41
下総地域産

５ 土師器 高台付坏 13.4 （4.5） － 長石・石英・角閃石・
赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り 竈覆土中層 90％

６ 土師器 高台付坏 13.6 6.1 8.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部内面二方向の磨き 竈火床面 90％　PL38

７ 土師器 甕 ［20.4］（6.4） － 長石・石英・角閃石・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ 床面 10％

８ 土師器 甕 ［17.4］（6.7） － 長石・石英・細礫 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面縦・横位のナデ　内面横位のナデ
P１覆土
中層 20％

９ 土師器 甕 － （6.0）［13.5］長石・石英・細礫 にぶい赤褐 普通 体部外面横位のヘラ削り　内面横位のナデ 竈覆土下層 10％

10 土師器 甑 － （7.7）［15.0］長石・石英・赤色粒子・細礫 橙 普通 五孔式　体部外・内面横位のヘラナデ　内面一部ヘラ削り　底部ヘラ削り 竈覆土中層 10％

第 169 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 184・185 図）
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４c3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 171 号竪穴建物跡を掘り込み，第 163 号竪穴建物，第 546 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.66 ｍ，短軸 3.15 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 92 －゚Ｅである。壁は高さ 10㎝で，外傾

している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。壁溝が西壁際に巡っている。

　第 170 号竪穴建物跡（第 186・187 図）

ピット　P１は径 26㎝，深さ 17㎝である。規模と形状から，柱穴と考えられる。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明であるが，焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物

が各層に含まれていることから，埋め戻された可能性がある。

ピット土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量 ２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化物少量

遺物出土状況　土師器片 45 点（坏 6，椀 20，高台付坏２，高台付椀１，甕類 16），須恵器片１点（坏），焼成

粘土塊 1点が出土している。１は床面から逆位で，２は東壁際から正位で出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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第 186 図　第 170 号竪穴建物跡実測図
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第 187 図　第 170 号竪穴建物跡出土遺物実測図

1 2

3

０ （1:3） 10cm

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏［16.0］ 6.0 7.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面 30％

２ 土師器 高台付坏［13.6］ 5.6 7.4 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部内面二方向の磨き 覆土下層 60％

３ 土師器 高台付椀 － （2.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理高台部剥離 覆土下層 30％

第 170 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 187 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の L４c3 区，標高 18ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 163・170 号竪穴建物，第 11 号火葬施設，第 547 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 163・170 号竪穴建物に掘り込まれているため，東西軸は 3.80 ｍで，南北軸は 2.05 ｍしか確認

できなかった。長方形と推測され，主軸方向はＮ－ 98 －゚Ｅである。壁は高さ 12㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁に付設されている。第 170 号竪穴建物に掘り込まれているため，上部は削平されており，火床面のみ

確認できた。確認できた火床面は，幅 26㎝で火熱を受けて赤変しているが，硬化は弱い。第１層は火床面に

溜まった焼土を多く含んでいる。

　第 171 号竪穴建物跡（第 188 図）

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

ピット　３か所。P１～ P３は径 18 ～ 32㎝で，深さ８～ 22㎝である。性格は不明である。

覆土　３層に分層できる。層厚が薄いこと，確認できた範囲が少ないことから，堆積状況は不明である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量

３　暗 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量

所見　時期は，出土遺物はなかったものの，重複関係から 10 世紀前葉以前と考えられる。
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第 188 図　第 171 号竪穴建物跡実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区中央部の J５b1 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 169 号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　西部を第 169 号竪穴建物に掘り込まれ，南部が撹乱によって壊されているため，竈の一部しか確

認できなかった。

竈　形状から，北壁に付設されていたと推定できる。確認できた煙道部までの長さは 65㎝，燃焼部の幅は 68

㎝である。袖は確認できなかった。火床面は地山面で，火熱を受けてわずかに赤変硬化している。煙道部は，

火床面から緩やかに傾斜している。第１～５層は天井部及び内壁の崩落土，第６層は３の下の堆積層である。

　第 172 号竪穴建物跡（第 189 図　PL18）

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・焼土粒子微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

４　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
５　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
６　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 24 点（坏３，椀１，高台付椀２，甕類 18）が出土している。遺物は，竈の覆土下層

から中層にかけて多く出土している。３は逆位で出土しているが，支脚として使用されたものかは不明である。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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第 189 図　第 172 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.0］ 3.8 ［7.0］ 長石・石英・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部下端手持ちヘラ削り　底部回転糸切り 竈覆土中 20％

２ 土師器 坏 ［14.0］（3.9） － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 竈覆土中層 ５％

３ 土師器 坏 ［13.6］ 3.9 ［6.2］ 長石・石英・赤色粒子・細礫 橙 不良 体部外・内面ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り　底部一方行のヘラ削り 竈覆土中層 40％　PL34

４ 土師器 甕 ［18.4］（13.8） － 長石・石英・細礫 橙 普通 口縁部ナデ　体部下半部縦位のヘラ削り　内面横位のナデ 竈覆土中
10％
口縁部内面
煤付着

５ 土師器 甕 ［20.0］（7.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 口縁部ナデ　外面縦・横位のナデ　内面横位のナデ，輪積み痕 竈火床面 10％

第 172 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 189 図）

1 2 3

5

4 ０ （1:3） 10cm
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のF５i4 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　確認面で，床面が検出された。北東コーナー部が撹乱によって壊されているが，長軸 3.72 ｍ，短

軸 3.30 ｍの長方形と推定できる。主軸方向はＮ－ 88 －゚Ｅである。

床　ほぼ平坦である。南東コーナー部が長径 110㎝の楕円形に深さ４㎝ほど掘りくぼめられ，第２層で埋め戻

されている。硬化面は確認できなかった。壁溝が，南東コーナー部の一部で確認できた。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 132㎝，燃焼部の幅は 70㎝である。両袖ともわ

ずかに地山を削り出し，右袖はその上に粘土を積み上げて構築されている。火床面は地山面で，火熱を受けて

赤変硬化している。煙道部は壁外に 69㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第１～３層は天井部及び内

壁の崩落土である。

　第 173 号竪穴建物跡（第 190 ～ 192 図）

竈土層解説
１　黒 褐 色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子微量

覆土　確認面で床面が検出されたため，覆土は確認できなかった。第１層は壁溝の覆土で，第２層は掘方への

埋土である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量 ２　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化粒子少量

F5j5

１

２

４

５

撹乱

０ （1:60） ２m

A A′
17.6m

B
B
′

D
D
′

E
E
′

C・F
C′・F′

A

A′

B
B
′

2

2
1
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遺物出土状況　土師器片 39 点（坏４，高台付坏１，高台付椀１，甕類 33）が出土している。遺物は主に竈の

周辺から出土している。竈の覆土下層からは，２が逆位で出土している上に５が横位で潰れて重なるように出

土している。２は出土位置が，竈の火床面から離れていることから，支脚として使用されたものではないと考

えられる。４も破片は竈周辺に散っているが，多くは５の南側から潰れたような状況で出土している。廃絶時

に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.7］ 3.3 5.7 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 竈覆土中層 50％　PL34

２ 土師器 高台付坏 13.2 5.7 5.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部下端手持ちヘラ削り，回転ヘラ削り　底部回転ヘラ切り 竈覆土下層 95％　PL38

３ 土師器 高台付椀 － （1.8） 7.1 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部内面多方向の磨き　底部回転糸切り 竈覆土中 10％

４ 土師器 甕 ［20.8］ 30.6 10.6 長石・石英・
赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 体部外面上部縦・横位のナデ，下部横位のヘラ削り　内面横・斜位のナデ 竈覆土中層 70％　PL44

５ 土師器 甕 ［24.0］（28.5） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 体部外面上部横位のナデ，下部縦位のヘラ削り内面縦位のヘラナデ，輪積み痕 竈覆土中層 70％　PL44

第 173 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 192 図）
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第 192 図　第 173 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のF５f5 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　東壁を撹乱によって壊されているため，南北軸は 3.12 ｍで，東西軸は 3.06 ｍしか確認できなか

った。方形もしくは長方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 96 －゚ E である。壁は高さ６～８㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

　第 174 号竪穴建物跡（第 193・194 図　PL18・19）
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竈土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物微量

貯蔵穴土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，炭化粒子少量

４　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
５　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量

貯蔵穴　南西コーナー部に位置している。長径 107㎝，短径 90㎝の楕円形で深さ７㎝である。南側の一部が

深さ 40㎝のピット状に一段深くなっている。壁は外傾し，底面は平坦である。
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竈　東壁の南寄りに付設されている。東側を撹乱によって壊されているため，確認できた長軸は 68㎝，燃焼

部の幅は 60㎝である。火床部は全体を掘りくぼめ，焼土ブロック・粘土ブロックが中量含まれている第３層

で埋め戻されている。第３層に焼土ブロックや粘土ブロックが多く含まれていることや，１など多数の遺物が

出土していることから，これより以前に構築されていた竈を一度壊して，再度作り替えている可能性がある。

袖は確認できなかった。火床面は第３層上面で，赤変硬化しておらず明確ではない。第１・２層は天井部及び

内壁の崩落土である。
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覆土　10 層に分層できる。各層に焼土ブロック・粘土ブロックが多く含まれていることから，埋め戻されて

いる。

土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　粘土ブロック多量
３　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量
４　暗 褐 色　黄色砂粒少量，粘土ブロック微量
５　褐 色　粘土ブロック少量

６　黒 褐 色　粘土ブロック少量
７　黒 褐 色　粘土ブロック多量
８　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
９　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量
10　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，黄色砂粒微量

遺物出土状況　土師器片 88 点（坏 25，椀３，高台付椀１，小皿２，高台付小皿３，高台部分１，甕類 53），

灰釉陶器片 1点（壺），石器１点（砥石），焼成粘土塊１点が出土している。７～９は逆位で，８は半分に割れ

た状態で，出土している。遺物は，覆土中層から上層にかけて出土していることから，埋め戻しに伴って投棄

されたものと考えられる。灰釉陶器は，細片のため図示できなかったが，東濃地域産のものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のE５b5 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.50 ｍ，短軸 2.84 ｍで，北東コーナー部に張り出しを持つ不整長方形と推定され，主軸方向

はＮ－ 92 －゚Ｅである。壁は高さ４㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の南寄りに付設されている。覆土は確認できず，長径 36㎝，短径 20㎝の楕円形に地山が火熱を受け，

赤変した火床面しか確認できなかった。

　第 175 号竪穴建物跡（第 195 図　PL19）

ピット　P１は，長径 116㎝で，深さ 10㎝である。性格は不明である。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄い為，堆積状況は不明である。Ｉは暗褐色の表土で，基本層序の第１層と

対応する。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

３　褐 色　粘土ブロック中量

土層解説
Ⅰ　暗 褐 色　（表土）
１　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片６点（坏２，椀１，高台付坏１，甕類２）のほか，縄文土器片２点（深鉢）が出土し

ている。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［13.0］（3.8） － 長石・石英 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土中 10％

２ 土師器 高台付坏 － （4.6） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理高台部欠損 覆土中 10％

第 175 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 195 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.0］ 3.3 6.8 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り後周縁をナデ調整 竈掘方 50％

２ 土師器 坏 ［17.0］（4.6） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外面上半ヘラ磨き，下半ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土中層 10％

３ 土師器 坏 ［14.0］ 3.8 ［6.8］ 長石・石英・雲母・赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中層 30％

４ 土師器 小皿 ［10.0］ 1.5 ［7.4］ 長石・石英・雲母・赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中層 20％

５ 土師器 小皿 ［10.3］ 1.4 5.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中層 40％

６ 土師器 高台付
小皿 10.2 3.1 5.5 長石・石英・雲母・

赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 体部外・内面ナデ　底部回転ヘラ切り　皿部に歪み 覆土上層 90％　PL40

７ 土師器 高台付
小皿 10.0 3.0 ［6.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 体部外・内面ナデ　底部回転ヘラ切り 覆土上層 70％　PL40

８ 土師器 高台付
小皿 9.6 2.8 4.7 長石・石英 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土上層

80％　PL40
体部外面
ヘラ書き「 」
「×」「 」
底部ヘラ書き
「 」

９ 土師器 甕 ［20.2］（7.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　外・内面横位のナデ 覆土上層 ５％

第 174 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 194 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

10 砥石 （4.5） 4.7 1.1 （26.68） 凝灰岩 上部欠損　砥面４面　擦切痕 貯蔵穴覆土
上層
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第 195 図　第 175 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第 1次面

位置　調査Ⅲ区北部のE５e5 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 552・666 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東部はほぼ床面が露出している状態で確認した。長軸 4.42 ｍ，短軸 2.52 ｍの長方形で，主軸方向

はＮ－ 98 －゚Ｅである。壁は高さ 10 ～ 14㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　径 20㎝ほどの円形の火床面のみが確認でき，東壁のやや南寄りに付設されていると推定される。

　第 176 号竪穴建物跡（第 196 図）
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土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５　暗 褐 色　ローム粒子微量
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覆土　５層に分層できる。各層の含有物が少量で，周囲から流れ込んだような堆積をしていることから，自然

堆積である。



－ 230 －

遺物出土状況　土師器片 23 点（坏６，椀２，高台付坏５，小皿５，甕類５），金属製品１点（不明鉄製品），

鉄滓１点，被熱礫２点のほか，縄文土器片３点（深鉢）が出土している。２・３・４は床面から正位で出土し

ており，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （4.4） ［5.5］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部内面二方向の磨き 覆土中 20％

２ 土師器 高台付坏 － （4.3） ［7.8］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 床面 40％
内面煤付着

３ 土師器 小皿 10.2 2.7 6.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 床面 70％　PL42

第 176 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 196 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 不明
鉄製品 （11.7） 0.3 ～

0.5 0.4 （12.29） 鉄 断面長方形　上部・下部欠損 床面 鉄鏃の茎カ

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のD５e6 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 572・573 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.36 ｍ，短軸 2.45 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８ －゚Ｅである。壁は高さ 13 ～ 17㎝で，

外傾している。

　第 178 号竪穴建物跡（第 197・198 図）
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第 197 図　第 178 号竪穴建物跡実測図
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第 198 図　第 178 号竪穴建物跡出土遺物実測図

1
2

０ （1:3） 10cm

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏［15.4］（3.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り　高台部剥離 覆土中 30％

２ 土師器 高台付坏 － （1.6） ［5.6］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子・黒色粒子 にぶい橙 普通 底部内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り 床面 10％

第 178 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 198 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のD５d6 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.64 ｍ，短軸 3.15 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 95 －゚Ｅである。壁は高さ 24 ～ 50㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 124㎝，燃焼部の幅は 42㎝である。火床部は地

山を一部掘りくぼめ，支脚として 11 を据え，第 25 層で埋め戻されている。両袖は，わずかに削り出した地山

に粘土ブロックが含まれている第 26 ～ 30 層を積み上げて構築されている。第 29 層は竈の構築部材の 12・17

を固定していた粘土と考えられる。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。第 24 層は火床面に

溜まった焼土の層である。煙道部は壁外に 64㎝掘り込まれ，火床面から段を持って外傾し，端部が円形に掘

り下がった形状をしている。第３～ 22 層は天井部及び内壁の崩落土，第 23 層は５と 11 の間の堆積土である。

第１・２層は竈崩壊後の覆土である。

　第 179 号竪穴建物跡（第 199 ～ 203 図　PL19・20）

覆土　２層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックなどが多く含まれていることから，埋め戻されている。

Ⅰ・Ⅱ層は暗褐色を呈する表土で，基本層序の第１層に相当する。

土層解説
Ⅰ　暗 褐 色　（表土）
Ⅱ　黒 褐 色　（表土）

１　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化材少量

遺物出土状況　土師器片 35 点（坏 11，高台付坏２，高台部分１，甕類 21）のほか，縄文土器片１点（深鉢）

が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

床　平坦である。第 573 号土坑により壊されているが，北部の一部に硬化面が確認できた。

ピット　P１は径 14㎝で，深さ 24㎝である。性格は不明である。

ピット土層解説
１　褐 色　ロームブロック微量 ２　暗 褐 色　ローム粒子中量
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竈土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
４　褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５　黄 褐 色　黄色粘土ブロック中量，焼土粒子少量
６　赤 褐 色　焼土ブロック多量，黄色粘土ブロック少量
７　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黄色粘土ブロック少量
８　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，黄色粘
　　　　　　　　土ブロック微量
９　褐 色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
10　赤 褐 色　焼土ブロック多量，黄色粘土ブロック少量
11　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック微量
12　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
13　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒
　　　　　　　　子微量
14　にぶい黄褐色　黄色粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
15　褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
16　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

17　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量
18　にぶい黄褐色　黄色粘土ブロック中量，焼土粒子少量
19　にぶい黄褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
20　黒 褐 色　焼土ブロック中量，黄色粘土ブロック・ローム粒
　　　　　　　　子少量
21　暗 褐 色　焼土ブロック少量，黄色粘土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　微量
22　にぶい黄褐色　黄色粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
23　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
24　赤 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量
25　にぶい赤褐色　黄色粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
26　暗 褐 色　黄色粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ
　　　　　　　　ロック微量
27　暗 褐 色　ロームブロック微量
28　黄 褐 色　黄色粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
29　灰 黄 褐 色　灰白色粘土ブロック中量
30　褐 色　黄色粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　微量
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第 199 図　第 179 号竪穴建物跡実測図　⑴

ピット　P１は長径 64㎝で，深さ 18㎝である。覆土に焼土ブロック・炭化物・灰が含まれていることや，竈

の焚口部の前に位置していることから，灰を搔き出す為の穴と考えられる。

ピット土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子・灰少量，ロームブロック・炭化物微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・黄色粘土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量
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第 200 図　第 179 号竪穴建物跡実測図　⑵
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貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。長径 94㎝の楕円形で，深さは 38㎝である。壁は外傾し，底面は平

坦である。覆土にロームブロックや焼土粒子などの含有物が多く含まれていることから，埋め戻されている。
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覆土　10 層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・炭化物が含まれており，不規則に堆積している

ことから，埋め戻されている。
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック
　　　　　　　　微量
５　褐 色　ロームブロック微量

６　暗 褐 色　ロームブロック少量
７　にぶい黄褐色　ロームブロック・黄色粘土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量
８　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
９　暗 褐 色　ローム粒子中量
10　褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片 162 点（坏 36，椀３，高台付坏６，高台付椀 12，小皿１，高台付小皿１，高台部分６，

甕類 97），須恵器片２点（甕類），石製品２点（支脚，竈構築材），金属製品３点（鉄鏃１，鉄釘２），被熱礫

３点，瓦２点（平瓦，熨斗瓦）が出土している。遺物は，竈内および覆土下層から上層にかけて多く出土して

いる。５は火床面に据えられた支脚で，11 の上に重ねられた状態で出土している。表面が被熱によりもろく

なっていること，完形でないことから，割れたものを高さ調節のために重ねて支脚として利用したと考えられ

る。12・17 は竈の両袖に貼り付けられていたものが内側に倒れた状態で出土していることから，竈の構築材

として使用されたものと考えられる。建物内に割れた破片が散在している状況から，遺物の多くは埋め戻しに

伴って投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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０ （1:3） 10cm

第 201 図　第 179 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑴

貯蔵穴土層解説
１　にぶい黄褐色　黄色粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２　にぶい黄褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・黄色粘土ブロック
　　　　　　　　少量，炭化物微量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黄色粘土ブロック・焼土粒
　　　　　　　　子・炭化粒子少量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
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第 202 図　第 179 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑵



－ 236 －

17

０ （1:3） 10cm

第 203 図　第 179 号竪穴建物跡出土遺物実測図　⑶
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏［14.7］ 5.1 ［7.9］ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り
竈覆土中層
貯蔵穴覆土
下層

60％　PL38

２ 土師器 高台付坏［14.4］ 6.8 8.0 長石・石英・角閃石・
赤色粒子 灰黄褐 普通 体部外・内面ロクロナデ 床面

覆土下層 40％

３ 土師器 高台付坏 14.2 6.2 ［8.5］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　二次被熱により一部黒色　底部回転ヘラ切り
貯蔵穴覆土
下層 60％　PL38

４ 土師器 高台付椀 － （2.9） ［6.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 竈覆土下層 50％　　

５ 土師器 高台付椀［15.1］ 6.0 7.7 長石・石英・雲母・
細礫 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 竈火床面 50％　PL39

二次被熱痕
６ 土師器 小皿 9.6 2.5 6.0 長石・石英・雲母・

赤色粒子・黒色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土下層 95％　PL42

７ 土師器 高台付
小皿 ［10.8］（1.3） － 長石・石英・

赤色粒子 褐灰 普通 体部外・内面ロクロナデ　回転ヘラ切り 覆土下層 40％

８ 土師器 甕 ［20.0］（7.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のヘラナデ 竈覆土下層 10％

９ 土師器 甕 ［19.8］（9.2） － 長石・石英・雲母・
細礫 明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面縦・横位のヘラナデ　内面横位のヘラナデ

竈覆土下層
貯蔵穴覆土
上層

20％

10 土師器 甕 ［19.4］（14.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面縦・横位のヘラナデ，輪積み痕　内面横位のヘラナデ 竈覆土中層 20％

第 179 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 201 ～ 203 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

11 支脚 18.0 10.1 6.2 1,209 石英斑岩 全面被熱痕 竈火床面

12 竈構築材 21.5 13.8 4.6 1,495 雲母片岩 全面被熱痕 竈袖部

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

13 鏃 （6.0） （1.8） 0.2 （10.16） 鉄 刃部断面三角形　柄部欠損 覆土下層 PL52

14 釘 （11.3） 0.9 0.5 ～
0.7 （20.04） 鉄 断面方形　上部欠損　下部屈曲 覆土中層 PL52

15 釘 （7.6） 0.7 0.5 ～
0.6 （15.13） 鉄 上部断面長方形　下部断面方形　上部欠損 覆土下層

番号 種　別 器種 瓦当幅 瓦当高 長さ 胎土 色　調 焼　成 文様・手法の特徴ほか 出土位置 備　考

16 瓦 平瓦 （9.0） 3.6 （12.2）長石・石英・赤色粒子・細礫 橙 普通 凸面斜位の縄叩き目　凹面布目痕　
粘土紐積み上げ　接合部に指頭痕 覆土下層 10％　PL54

17 瓦 熨斗瓦 （16.7） 3.0 41.1 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通

凸面斜位の縄叩き目　凹面糸切痕，
布目痕，一部削り，端部に段差
側面削り，鎌による断ち割り痕

覆土下層
竈袖部

30％　PL54
二次被熱痕

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のD５a6 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 621 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.28 ｍ，短軸 2.58 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｅである。壁は高さ 12～ 26㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁の東寄りに付設されている。確認できた形状は，長径 64㎝，短径 56㎝の楕円形で，壁外に 50㎝掘り

込まれ，外傾している。わずかに残る左袖は地山を掘り残して構築されている。火床面は確認できなかった。

焼土ブロックや炭化粒子などが多く含まれている第１～７層で埋め戻されている。第８層は覆土である。

　第 180 号竪穴建物跡（第 204 図　PL20）

竈土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　粘土ブロック少量
３　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック中量，粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子少量
４　暗 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量

５　黒 褐 色　炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
６　褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
７　暗 褐 色　ロームブロック多量
８　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
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覆土　５層に分層できる。各層にロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックが含まれていることから，埋

め戻されている。I層は黒褐色の表土で，基本層序の第８層と対応する。

土層解説
Ⅰ　黒 褐 色　（表土）
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２　黒 褐 色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片 42 点（坏５，椀７，高台付椀１，高台部分１，甕類 27，甑１），須恵器片３点（甕類）

が出土している。遺物は南部の覆土中層から上層にかけて出土している。遺物は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

D5b6
SK621

０ （1:60） ２m

０ （1:30） 1m

A
A
′

18
.6
m

B B′

C
C
′

D D′
18.2m

E E′

A
A
′

B B′

C
C
′

D
D
′

E E′

1

1

3
4

5

2 3

1 3

2 3 48
1

2 6

1

5 5 7

Ⅰ

第 204 図　第 180 号竪穴建物跡実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のC５h7 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

　第 182 号竪穴建物跡（第 205・206 図　PL21）
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重複関係　第 183 号竪穴建物跡を掘り込み，第 610 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.10 ｍ，短軸 3.42 ｍの北東コーナー部に張り出しを持つ長方形で，主軸方向はＮ－ 97 －゚Ｅ

である。壁は高さ８～ 16㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。幅約 25㎝，深さ８㎝の壁溝が，西壁際から南壁際にかけて巡

っている。
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竈土層解説
１　褐 色　粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３　暗 褐 色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量
４　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

５　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量
６　黒 褐 色　焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
７　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
８　褐 灰 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　４層に分層できる。ほぼ同質な土が水平に堆積している状況から自然堆積と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１　灰 黄 褐 色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
２　にぶい黄褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

３　にぶい黄褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
４　にぶい黄褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１　にぶい黄褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

３　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
４　褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴　北東コーナーの張り出し部に位置している。長径 73㎝の楕円形で，壁は外傾し，底面は皿状である。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 108㎝，燃焼部の幅は 66㎝である。両袖は地山

をわずかに掘り残して構築されている。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に

72㎝掘り込まれ，火床面から段を持って外傾している。第３～８層は天井部及び内壁の崩落土で，第１・２層

は竈崩壊後の覆土である。
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第 206 図　第 182 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （1.0） 8.7 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部内面ロクロナデ　底部回転糸切り後周縁をヘラ削り 覆土上層 20％

２ 土師器 坏 ［11.6］ 5.0 ［5.5］ 長石・石英 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ削り 床面 30％

３ 土師器 坏 13.0 3.6 ［7.0］ 長石・石英・赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部下端手持ちヘラ削り　底部ヘラ削り，ナデ 竈底面 60％　PL34

４ 土師器 坏 13.0 3.6 7.3 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　体部下端手持ちヘラ削り　底部回転糸切り後ナデ 竈覆土上層 50％　PL34

５ 土師器 坏 ［15.2］ 4.8 ［7.2］ 長石・石英 橙
にぶい赤褐 普通

体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面
ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 床面 20％　PL34

６ 土師器 高台付坏 14.0 5.8 ［7.1］ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り 竈覆土上層 80％　PL39

７ 土師器 高台付坏 － （2.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　高台部剥離 覆土中 ５％　PL48

墨書「財カ」
８ 土師器 高台付坏 14.6 6.1 7.2 長石・石英・

赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部内面多方向の磨き　底部回転糸切り後ナデ 竈覆土上層 80％　PL39

９ 土師器 甕 － （12.3）［18.2］長石・石英・細礫 灰褐 普通 体部外面縦・横位のヘラ削り，輪積み痕　内面横位のヘラナデ　底部ヘラ削り 竈覆土下層 10％

第 182 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 206 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

10 刀子 （18.5） 1.6 0.6 （35.4） 鉄 刃部断面三角形　柄部断面台形，両関，木質残存 覆土中 PL53

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のC５h7 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 182 号竪穴建物，第 610 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.70 ｍ，短軸 3.55 ｍの北西コーナー部に張り出しを持つ隅丸長方形で，主軸方向はＮ－ 10 ゜

－Ｅである。壁は高さ 12 ～ 30㎝で，外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。幅 12 ～ 30㎝，深さ 10㎝の壁溝が北壁際を除いて巡っている。

竈　２か所。竈１・２は共に上部を第 182 号竪穴建物に壊されている。竈１は北壁の東寄りに付設されており，

焚口部から煙道部までは 186㎝，燃焼部の幅は 60㎝である。右袖は確認出来ず，左袖は床面に第 12 層を積み

上げて構築されている。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。焚口部は 10㎝ほど掘りくぼめ

られ，段になっている。煙道部は壁外に 120㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。煙道部の内壁の一部は

火熱を受けて赤変硬化している。第２～ 11 層は天井部及び内壁の崩落土，第１層は竈崩壊後の覆土である。

竈２は北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部までは 152㎝，燃焼部の幅は 59㎝である。両袖は確

認出来なかった。火床部は焚口部付近を直径 60㎝，深さ８㎝ほど掘りくぼめ，第 19・20 層で埋め戻されてい

る。火床面は第 19 層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 118㎝掘り込まれ，火床面か

ら段を持って外傾している。煙道部の内壁の一部は火熱を受けて赤変硬化している。第 14 ～ 18 層で埋め戻さ

　第 183 号竪穴建物跡（第 207 ～ 209 図　PL21）

遺物出土状況　土師器片 140 点（坏 36，椀 14，高台付坏４，高台付椀 23，高台部分１，甕類 62），金属製品１点（刀

子），被熱礫６点が出土している。遺物の多くは竈内から出土している。４は竈の覆土上層から逆位で出土し

ているが，火熱を受けていないことから支脚として利用されたものではなく，竈の崩壊後に遺棄されたものと

考えられる。９は竈の内壁に貼り付けられていたものが内側に倒れたような状態で出土していることから，補

強材として使用されていたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。



－ 242 －

竈土層解説
１　にぶい黄褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　褐 色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
５　褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
６　褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
７　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
８　暗 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量
９　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ローム粒子微量
10　褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量

11　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ローム粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
12　褐 色　粘土ブロック多量，炭化物中量，焼土ブロック少量
13　褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，粘土ブ
　　　　　　　　ロック・炭化粒子微量
14　にぶい黄褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量
15　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
16　褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
17　褐 灰 色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
18　褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
19　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
20　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック少量

れており，第 13 層は覆土である。竈２の袖が壊され，竈１の袖が構築されていることから，竈２から１へ造

り替えられているものと考えられる。
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第 207 図　第 183 号竪穴建物跡実測図　⑴



－ 243 －

第 208 図　第 183 号竪穴建物跡実測図　⑵

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （2.8） 8.3 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部内面二方向の磨き　底部ナデ 覆土下層 30％

２ 土師器 高台付坏［15.4］（4.4） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　高台部欠損 P１底面 ５％

３ 土師器 高台付椀［14.6］（4.6） 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部ナデ高台部剥離 竈１火床面 20％

４ 土師器 甑 － （15.2）［17.8］長石・石英・雲母・細礫 明赤褐 普通 体部外・内面横位のヘラナデ，ヘラ削り　底部ヘラ削り 竈１火床面 20％

第 183 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 209 図）

ピット　３か所。P１と P２は長径 75・40㎝で，深さ 10・６㎝と浅く，性格は不明である。P３は，径 28㎝

で深さ４㎝と浅い。竈の焚口前に位置し，覆土に灰が含まれていることから，灰を搔き出す為のピットである。
ピット土層解説（P１）
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量
２　褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

（P２）
１　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
（P３）
１　黒 褐 色　炭化粒子中量，ロームブロック・灰少量，焼土ブ
　　　　　　　　ロック微量

貯蔵穴土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　炭化物微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・
　　　　　　　　焼土ブロック微量

３　暗 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

貯蔵穴　北西コーナーの張り出し部に位置している。１辺 80㎝ほどの不整方形で，壁は外傾し，底面は皿状

である。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックなどが多く含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　にぶい黄褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，粘土
　　　　　　　　ブロック少量

４　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
５　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片 51 点（坏 12，椀４，高台付坏６，高台付椀４，高台部分１，甕類 23，甑１），須恵

器片３点（甕類）が出土している。３・４は竈１の火床面から出土しており，遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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第 209 図　第 183 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のC５f6 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 189 号竪穴建物跡，第 662 号土坑を掘り込んでいる。第 607 号土坑との新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸3.74ｍ，短軸2.45ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－102 －゚Ｅである。壁は高さ８～19㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 96㎝，燃焼部の幅は 88㎝である。右袖は粘土

ブロックが含まれている第９層を積み上げ，左袖は地山を掘り残して構築されている。火床面は地山面で，火

熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 60㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。第１～７層は天

井部及び内壁の崩落土で，第８層は搔き出された炭化物の層である。

　第 184 号竪穴建物跡（第 210・211 図　PL22）

竈土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
５　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

６　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量
７　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，焼
　　　　　　　　土ブロック微量
８　黒 褐 色　炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
９　褐 色　ロームブロック・粘土ブロック中量
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ピット　２か所。P１は径 60㎝で，深さ 13㎝である。竈の焚口前に位置していることから，灰出しの為のピ

ットの可能性がある。P２は長径 34㎝，深さ６㎝で性格は不明である。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄い為，堆積状況は不明だが，各層にロームブロックが含まれていることか

ら，埋め戻された可能性がある。

ピット土層解説（P１）
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

（P２）
１　暗 褐 色　ロームブロック少量

土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量 ２　褐 色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片 105 点（坏 29，椀 10，高台付坏１，高台付椀８，高台部分１，小皿２，鉢１，甕類

53），石器１点（砥石），焼成粘土塊６点，被熱礫１点のほか，陶器片２点（碗）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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第 211 図　第 184 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 184 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 211 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 砥石 （7.8） 4.3 3.1 （107.29） 凝灰岩 砥面４面　端部欠損 覆土中 PL51

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［16.4］ 3.4 8.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ削り 覆土下層 40％

２ 土師器 高台付坏 － （4.1） 6.3 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り 竈火床面 50％

３ 土師器 小皿 9.7 2.4 4.4 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 竈覆土中層 95％　PL42

４ 土師器 鉢 ［14.0］（14.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面横位のナデ，縦位のヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土下層 30％　PL45

５ 土師器 甕 ［19.6］（5.5） － 長石・石英・細礫 橙 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ 覆土中 10％

６ 土師器 甕 ［28.8］（5.8） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のナデ　外面縦位のヘラ削り 覆土下層 ５％
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のC５e8 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 186 号竪穴建物跡を掘り込み，第 187 号竪穴建物，第 590・602・611・626 号土坑，第 63 号溝に

掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.48 ｍ，短軸 2.84 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 95 －゚Ｅである。壁は高さ９㎝で，外傾し

ている。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北東コーナー部に付設されている。煙道部を第 611 号土坑に掘り込まれているため，確認できた焚口部か

ら煙道部までは 89㎝，燃焼部の幅は 67㎝である。両袖はわずかに粘土が積み上げられて構築されている。火

床部は，焚口部の一部を掘りくぼめ，ロームブロックや焼土ブロックが含まれている第４～６層で埋め戻さ

れている。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 30㎝以上掘り込まれている。

第 1～３層は天井部及び内壁の崩落土である。

　第 185 号竪穴建物跡（第 212・213 図）
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第 212 図　第 185 号竪穴建物跡実測図

竈土層解説
１　にぶい赤褐色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量
２　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，粘土ブロック少量，ローム粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量

４　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量
５　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
６　にぶい黄褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック少量
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覆土　２層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量 ２　暗 褐 色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片 25 点（坏 14，高台付椀７，甕類４），石製品２点（竈構築材，不明石製品），被熱礫

１点が出土している。竈の左袖の内側から，２が構築材として据えられた状態で出土している。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から 10 世紀中葉と考えられる。

1

2 ０ （1:3） 10cm

第 213 図　第 185 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 不明
石製品 15.1 12.2 3.6 941 雲母片岩 表面に深さ 0.4 ～１㎝の４か所の穿孔　孔部に被熱痕　火切石カ 床面 PL51

２ 竈構築材 （15.4）（7.7） 6.7 （830） 石英斑岩 全面被熱痕 竈内

第 185 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 213 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のC５e8 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 185 号竪穴建物，第 626 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南部を第 185 号竪穴建物に掘り込まれているため，東西軸は 3.54 ｍで，南北軸は 3.06 ｍしか確

認できなかった。方形または長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 100 －゚Ｅである。壁は高さ４～ 12㎝で，外

傾している。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

竈　東壁に付設されている。焚口部から煙道部までは 100㎝，燃焼部の幅は 68㎝である。火床部は地山を一部

掘りくぼめ，第８・９層で埋め戻されている。形状から，支脚が据えられていた可能性がある。袖は確認でき

　第 186 号竪穴建物跡（第 214・215 図）
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竈土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量

６　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量
７　にぶい黒褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量
８　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
９　にぶい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量

ピット　２か所。P１・P２は径 40㎝ほどで，深さ 12・20㎝である。性格は不明である。

覆土　単一層である。層厚が薄い為，堆積状況は不明である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３　褐 色　ロームブロック中量

土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 85 点（坏 31，椀 12，高台付坏３，高台付椀６，高台部分１，甕類 32），被熱礫６点

が出土している。竈の底面から，支脚に使用されたと考えられる被熱礫が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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第 214 図　第 186 号竪穴建物跡実測図

なかった。火床面は第８層上面で，火熱を受けてわずかに赤変しているものの，硬化は認められない。煙道部

は壁外に 76㎝掘り込まれている。第１～７層は天井部及び内壁の崩落土である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付椀［17.4］（5.2） － 長石・石英 明褐 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理 床面 20％

２ 土師器 高台付椀 － （2.5） ［6.9］ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ削り後ナデ 覆土中 30％

第 186 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 215 図）
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第 215 図　第 186 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のC５e8 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 185 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4.20ｍ，短軸2.98ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－100 －゚Ｅである。壁は高さ８～12㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 118㎝，燃焼部の幅は 78㎝である。袖は確認で

きなかった。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 82㎝掘り込まれ，火床面

から外傾している。第１～６層は天井部及び内壁の崩落土である。焚口付近が20㎝ほど掘りくぼめられており，

第７～ 10 層は炭化物・焼土が多く含まれていることから，炭化物・焼土を搔き出す為のくぼみと考えられる。

第 11 層は覆土である。

　第 187 号竪穴建物跡（第 216・217 図　PL22）

竈土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
２　褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
３　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
４　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
５　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子微量

６　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量
７　黒 褐 色　炭化物多量，ローム粒子微量
８　褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
９　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
10　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
11　灰 黄 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

貯蔵穴１土層解説
１　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴２土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２　褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量

貯蔵穴　２か所。貯蔵穴１は南西コーナー部に位置しており，長径 66㎝の楕円形で，深さは 30㎝である。壁

は外傾し，底面は皿状である。貯蔵穴２は，南東コーナー部に位置しており，長径 90㎝の不整楕円形で，深

さは 28㎝である。壁は外傾し，底面は平坦である。貯蔵穴２は，覆土中にロームブロック・焼土ブロックが

含まれていることから埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量

３　にぶい黄褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　３層に分層できる。層厚が薄い為，堆積状況は不明である。
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遺物出土状況　土師器片 21 点（坏２，椀３，高台付坏１，高台付椀５，小皿２，甕類８），被熱礫２点のほか，

縄文土器片１点（深鉢）が出土している。３・４は小片であるが，少量の銅が付着しており，銅製品の作製に

関わるものと推定される。破片であることから廃棄されたものと考えられる。貯蔵穴１の底面からは，被熱礫

が２点出土しており，埋め戻しに伴って遺棄されたと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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第 216 図　第 187 号竪穴建物跡実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［18.3］（4.4） － 長石・石英 灰黄褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 覆土中 10％

２ 土師器 高台付坏 － （2.6） 7.3 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り後ナデ 覆土上層 30％

３ 土師器 小皿 ［7.8］ 1.6 ［6.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ 覆土中 10％
外・内面銅付着

４ 土師器 小皿 ［9.8］ 1.7 ［6.2］ 長石・石英・赤色粒子 灰黄褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　 竈内 ５％
外面銅付着

５ 土師器 甕 ［20.8］（6.4） － 長石・石英・
角閃石・細礫 橙 普通 口縁部ナデ　体部外・内面横位のヘラナデ　内面輪積み痕 床面 ５％

第 187 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 217 図）
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０ （1:3） 10cm

第 217 図　第 187 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

　第 188 号竪穴建物跡（第 218・219 図　PL22）

C5d7

SI191

１

２

３

１
２

３

０ （1:60） ２m

０ （1:30） 1m

A
A
′

18
.6
m

B B′

C
C
′

D D′
18.4m

E E′ F F′

B
B′

A・
C

A′
・
C
′

D
D
′

F F′

E

E′

7
3

4

8

2

5 3 46

8

1 2

67

1
2 3

4

5

2

5 4

1

第 218 図　第 188 号竪穴建物跡実測図
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竈土層解説
１　褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量

５　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
６　にぶい黄褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
７　暗 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量

覆土　８層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子が含まれている層が不規則に堆積してい

ることから，埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　にぶい黄褐色　粘土ブロック・ローム粒子少量
６　暗 褐 色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
７　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
８　暗 褐 色　ロームブロック少量

位置　調査Ⅲ区北部のC５c6 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 191 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.41 ｍ，短軸 3.08 ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－３ －゚Ｅである。壁は高さ 12～ 18㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。幅 20㎝，深さ８㎝ほどの壁溝が，西壁際から南壁際にかけて

巡っている。

竈　北壁の東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 93㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。袖は確認で

きなかった。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 67㎝掘り込まれ，火床面

から外傾している。第４～７層は焼土ブロックが多く含まれていることから天井部及び内壁の崩落土である。

1

3

2

０ （1:3） 10cm

第 219 図　第 188 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏 － （2.4） 7.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰黄褐 普通 底部内面ヘラ磨き，黒色処理　底部回転ヘラ切り 床面 10％

２ 土師器 甕 ［17.0］（13.1） － 長石・石英・細礫 にぶい褐
明赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外・内面縦・横位のヘラナデ 竈火床面 20％

３ 土師器 甕 ［22.6］（14.5） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 口縁部ナデ　体部外面縦位のヘラナデ　内面横位のヘラナデ 竈火床面 ５％

第 188 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 219 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のC５f6 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 184 号竪穴建物，第 607・662 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.22 ｍ，短軸 2.71 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 97 －゚Ｅである。壁は高さ 20 ～ 30㎝で，

外傾している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。中央部が撹乱により壊されている。

竈　東壁のやや南寄りに付設されている。煙道部の北側が第 607 号土坑に掘り込まれているため，確認でき

た焚口部から煙道部までは 116㎝，燃焼部の幅は 48㎝である。両袖は地山を掘り残して構築されている。火床

面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 67㎝掘り込まれ，火床面から外傾している。

焚口部に楕円形のくぼみがあり，第 10・11 層に炭化物・灰が含まれていることから，炭化物・灰を搔き出す

為のくぼみと考えられる。第２～９層は天井部及び内壁の崩落土，第１層は竈崩壊後の覆土である。

　第 189 号竪穴建物跡（第 220 図）

竈土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク少量，炭化粒子微量　　
３　褐 色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量，炭化物
　　　　　　　　微量
５　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
６　にぶい黄褐色　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・粘
　　　　　　　　土ブロック微量

７　褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒
　　　　　　　　子微量
８　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量
９　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量
10　褐 色　ローム粒子中量，炭化粒子・灰少量，焼土粒子微量
11　暗 褐 色　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

覆土　８層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子が含まれている層が不規則に堆積してい

ることから，埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

５　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
７　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
８　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片 32 点（坏 10，高台付坏１，高台付碗４，高台部分１，甕類 16），金属製品１点（不

明鉄製品）が出土している。多くの遺物は，竈内から出土している。竈の内壁には甕の破片が貼り付けられて

いることから，袖の補強材として使用されていたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。

遺物出土状況　土師器片 76 点（坏 12，椀 14，高台付坏１，高台付椀 12，高台部分１，小皿１，甕類 35），須

恵器片１点（甕類），石器１点（砥石），発泡した銅滓片１点のほか，土製品１点（耳飾り），瓦質土器片１点

が出土している。１・２は竈の両脇の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。
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第 220 図　第 189 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

1

2

０ （1:3） 10cm

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付坏［14.6］ 5.8 6.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子

にぶい褐
黒褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理底部回転ヘラ切り 覆土下層 10％

２ 土師器 小皿 － （1.3） 4.1 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土下層 50％

第 189 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 220 図）

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

　第 190 号竪穴建物跡（第 221・222 図）
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竈土層解説
１　黒 褐 色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量，
　　　　　　　　炭化粒子微量

ピット　P１は径 48㎝，深さ 18㎝で，性格は不明である。

ピット土層解説
１　にぶい黄褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

３　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第 221 図　第 190 号竪穴建物跡実測図

位置　調査Ⅲ区北部のD５b9 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 589・622・651 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 2.86 ｍ，短軸 2.47 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 94 －゚Ｅである。壁は高さ８～ 12㎝で，

外傾している。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。北東部に径 64㎝，厚さ６㎝ほどの焼土が確認された。

竈　東壁の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 150㎝，燃焼部の幅は 74㎝である。袖は確認で

きなかった。火床面には，焼土が散っているものの，明確に赤変硬化はしていない。煙道部は壁外に 104㎝掘

り込まれ，火床面から外傾している。第１～４層は天井部及び内壁の崩落土と考えられる。
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覆土　６層に分層できる。各層の含有物が多いことから，埋め戻されている。第５・６層は床面にまとまって

確認された焼土である。
土層解説
１　にぶい黄褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土
　　　　　　　　ブロック少量
２　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
３　褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量

４　暗 褐 色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
５　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子微量
６　にぶい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片 76 点（坏 33，椀４，高台付坏１，高台付椀４，高台部分１，小皿 16，甕類 17），須

恵器片１点（甕類），金属製品１点（刀子），焼成粘土塊１点のほか，縄文土器片５点（深鉢）が出土している。

多くの遺物は竈の覆土中から出土している。

所見　床面で確認された焼土は一部のみで，少量の焼土とロームブロックが混じっていることから，埋め戻し

に伴って投げ込まれた焼土と考えられる。時期は，出土土器から 10 世紀後葉と考えられる。
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０ （1:3） 10cm

第 222 図　第 190 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.8］ 3.7 ［6.2］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 竈覆土下層
～上層 30％

２ 土師器 高台付坏［16.3］ 6.4 7.3 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ，下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き，黒色処理　底部ナデ 竈覆土上層 60％

３ 土師器 小皿 8.6 1.4 4.4 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 竈覆土上層 100％　PL42

底部に亀裂
４ 土師器 小皿 ［8.8］ 1.6 4.8 長石・石英・雲母・

赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 竈覆土上層 60％　PL42

５ 土師器 小皿 ［8.8］ 1.9 4.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中 50％　PL42

６ 土師器 小皿 － （0.8） 4.4 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中層 70％

第 190 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 222 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 刀子 （7.3） 2.2 0.3 ～
0.6 （12.31） 鉄 刃部断面三角形　柄部断面長方形，片関カ，木質残存 覆土中

調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

　第 191 号竪穴建物跡（第 223・224 図）
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竈土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量

覆土　３層に分層できる。層厚が薄い為，堆積状況は不明である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量

３　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片１点（小皿）が出土している。

所見　時期は，出土土器と重複関係から 10 世紀中葉と考えられる。
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第 223 図　第 191 号竪穴建物跡実測図

位置　調査Ⅲ区北部のC５d7 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 188 号竪穴建物，第７号柱穴列，第 598・599 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 188 号竪穴建物に西壁の一部を掘り込まれているが，長軸 3.82 ｍ，短軸 3.54 ｍの不整長方形と

推定され，主軸方向はＮ－ 94 －゚Ｅである。壁は高さ６㎝で，外傾している。

床　平坦である。中央部が踏み固められている。

竈　残存状態が悪いが，東壁の南寄りに付設されていると推定される。長径 62㎝の楕円形の火床面のみが確

認された。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。第１層は火床面に溜まった焼土層と考えられる。
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1

０ （1:3） 10cm

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 小皿 8.5 1.5 5.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土上層 80％　PL42

第 191 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 224 図）

第 224 図　第 191 号竪穴建物跡出土遺物実測図

調査年度　平成 28 年度

確認面　第２次面

位置　調査Ⅲ区北部の J５a1 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 617・631・639・657・658 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 2.80 ｍ，短軸 1.96 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 36 －゚Ｅである。確認面で床面が検出され

ており，壁の高さは不明である。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北東壁のやや東寄りに付設されている。覆土は残存しておらず，推定の焚口部から煙道部までは 96㎝，

　第 192 号竪穴建物跡（第 225 図）
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第 225 図　第 192 号竪穴建物跡実測図
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調査年度　平成 28 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区北部のD５a9 区，標高 18 ｍほどの平坦面に位置している。

重複関係　第 589・596・597・600 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東壁から南壁にかけて覆土が残存していないが，長軸 4.94 ｍ，短軸 2.79 ｍの長方形と推定できる。

主軸方向はＮ－９ －゚Ｅである。壁は高さ 10㎝で，外傾している。

床　平坦である。中央部から南西部にかけて硬化面が確認された。幅 20㎝，深さ 14㎝ほどの壁溝が，北壁と

南壁際の一部に確認された。

　第 193 号竪穴建物跡（第 226・227 図）
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第 226 図　第 193 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　にぶい黄褐色　炭化粒子中量 ２　にぶい黄褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

遺物出土状況　土師器片 16 点（坏２，椀２，高台付坏１，高台付椀２，甕類９）が出土している。遺物は細

片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

覆土　２層に分層できる。層厚が薄い為，堆積状況は不明である。

燃焼部の幅は 70㎝である。袖は確認できなかった。火床面は地山面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙

道部は壁外に 60㎝掘り込まれている。
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　第 195 号竪穴建物跡（第 228・229 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３c3 区，標高 19ｍほどの台地平坦面に位置している。

竈土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　２層に分層できる。層厚が薄い為，堆積状況は不明である。

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量 ２　褐 灰 色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片 27 点（坏 11，椀５，高台付坏１，高台付椀１，高台部分１，小皿１，甕類７），灰

釉陶器片１点（皿），被熱礫２点，鉄滓２点のほか，縄文土器片１点（深鉢）が出土している。１・３は床面

から出土している。覆土中から出土した灰釉陶器の皿は，細片のため図示できなかったが，東濃地域産のもの

とみられる。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と考えられる。

竈　北壁の東寄りに付設されている。撹乱により左袖から火床面にかけて壊されているため，確認できた焚口

部から煙道部までは 100㎝，燃焼部の幅は 72㎝である。確認できた右袖は，地山を掘り残して構築されている。

火床面は地山面で，赤変硬化は見られなかった。煙道部は壁外に 36㎝掘り込まれている。第１層は流入土で

ある。

1

2 3 4

０ （1:3） 10cm

第 227 図　第 193 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［14.0］（3.8） － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 床面 20％

２ 土師器 高台付椀 － （2.0） ［8.0］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き，黒色処理 覆土中 ５％

３ 土師器 高台付坏 － （1.3） 6.9 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 底部内面ヘラ磨き　底部内面方向からの穿孔 床面

20％　PL47
紡錘車とし
て転用

第 193 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 227 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 鉄滓 5.9 6.6 2.9 140.1 鉄 発泡　わずかに着磁性あり 覆土中
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ピット　Ｐ１は長径 46㎝，深さ 20㎝で，性格は不明である。

ピット土層解説
１　黒 褐 色　炭化粒子中量，焼土粒子微量 ２　暗 褐 色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

竈土層解説
１　明 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量 ２　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
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第 228 図　第 195 号竪穴建物跡実測図

覆土　２層に分層できる。層厚が 10㎝未満であることから，堆積状況は不明である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量 ２　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 159 点（坏 19，椀５，高台付坏１，高台付椀１，甕類 133），須恵器片３点（甕類）のほか，

陶器片１点（短頸瓶カ）が，主に竈の周辺から出土している。１は竈の周辺から良好な残存状態で出土してい

ることから，廃絶に伴って廃棄されたと考えられる。

所見　時期は，重複関係や出土土器から９世紀後葉と考えられる。

重複関係　第 198 号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.76 ｍ，短軸 3.23 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 62 －゚Ｅである。壁は高さ 12㎝で，ほぼ

直立している。

床　平坦である。

竈　北東壁中央部からやや北西寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 60㎝，燃焼部の幅は 70㎝で

ある。火床部は床面から 10㎝ほど掘りくぼめられ，第１・２層で埋め戻されている。火床面は第１層の上面で，

火熱を受けているものの赤変硬化はしていない。煙道部は壁外に 20㎝ほど掘り込まれているが，火床面から

の形状は不明である
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０ （1:3） 10cm

第 229 図　第 195 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 195 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 229 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 12.8 4.1 6.9 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 口縁部ナデ　体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り 竈覆土中層 80％　PL34

２ 土師器 高台付椀 － （3.9） 9.5 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り 覆土中層 30％

３ 土師器 甕 ［26.2］（16.7） － 長石・石英・細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部ナデ　体部外面横ナデ，下位縦位のナデ　
体部内面横ナデ，下位斜位のナデ

竈覆土中層
覆土中層 20％

　第 196 号竪穴建物跡（第 230 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３c4 区，標高 19 ｍほどの台地平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.41 ｍ，短軸 3.38 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 11 －゚Ｅである。壁は高さ 18㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦である。

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 70㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。火床部は床

面とほぼ同じ高さで，袖部は床面に第３層を積み上げて構築されている。火床面は地山面で，火熱を受けてい

るものの赤変硬化はしていない。煙道部は，火床面からほぼ直立している。

竈土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量

３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・砂粒少量

覆土　３層に分層できる。粘土ブロックが含まれているものの，レンズ状に堆積していることから自然堆積で

ある。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子微量
２　暗 褐 色　粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

３　暗 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子少量



－ 264 －

１
２

S3ｄ４

1
2

０ （1:60） ２m

０ （1:30） 1m

A
A
′

18
.6
m

B B′
C

C
′

E E′

D
D
′

D D′
18.6ｍ

A
A
′

B B′

C
C
′

E E′

１
２

１ ２３

１
２３

３

１

２ ３

第 196 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 230 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 小皿 11.1 3.1 7.6 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ切り 覆土上層 80％　PL43

２ 灰釉陶器 長頸瓶 － （12.0） － 長石・石英 灰黄
灰オリーブ 良好 ロクロナデ　体部外面全面施釉 覆土中層 10％

猿投産

1

2

０ （1:3） 10cm

第 230 図　第 196 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片 41 点（坏５，高台付坏１，蓋１，小皿１，甕類 32，甑１），灰釉陶器片１点（長頸瓶）

のほか瓦片１点（平瓦カ），陶器片２点（碗），金属製品１点（煙管）が，西半部から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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　第 197 号竪穴建物跡（第 231・232 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ 3a5 区，標高 19ｍほどの台地平坦面に位置している。

規模と形状　長軸 3.79ｍ，短軸 2.98ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 101 －゚Ｅである。壁は高さ 21㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　東壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 80㎝，燃焼部の幅は 50㎝である。火床部は床

面から５㎝ほど掘りくぼめられ，第４層で埋め戻されている。袖部は，床面に第５層を積み上げて構築され

ている。火床面は第４層の上面で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれ，

火床面から外傾している。第１～３層は崩落土である。
竈土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
３　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
５　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，砂粒少量

覆土　３層に分層できる。粘土ブロックが含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
２　暗 褐 色　焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
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第 231 図　第 197 号竪穴建物跡実測図
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第 232 図　第 197 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 197 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 232 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［17.6］（3.6） － 長石・石英 にぶい黄褐普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き 竈覆土下層 10％

２ 土師器 高台付椀［14.0］ 5.0 ［5.8］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き（摩滅），黒色処理　底部回転ヘラ切り 竈覆土下層 10％

３ 土師器 高台付椀 17.3 6.6 7.9 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部・体部内面上位ロクロナデ　体部内面下位ヘラ磨き　底部内面ヘラ磨き 床面 90％　PL39

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 釘 （10.0） 1.0 0.5 （16.2） 鉄 断面長方形 床面

８ 鐙吊金具 （8.1） 3.1 2.7 （19.3） 鉄 断面長方形 床面 PL52

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 羽口 （7.6） （6.2） － （94.0）長石・石英・細礫 にぶい黄橙 外面は火を受け褐灰色　炉との連結部カ 竈底面

５ 羽口 （7.1） （6.2） － （121.0）長石・石英・雲母・細礫 にぶい赤褐 外・内面摩滅 竈火床面

６ 羽口 （10.1）（7.5） 2.4 （425.0）長石・石英 にぶい黄橙 外面摩滅　鞴との連結部カ 竈底面 PL50

遺物出土状況　土師器片 148 点（坏 31，椀４，高台付坏４，高台付椀７，蓋２，盤１，甕類 99），須恵器片５

点（甕類），土製品５点（羽口），石器１点（砥石），金属製品７点（釘３，鐙吊金具１，不明鉄製品３）のほか，

陶器片６点（碗）が，主に竈内から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と考えられる。
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　第 198 号竪穴建物跡（第 233・234 図）

調査年度　平成 24 年度

確認面　第１次面

位置　調査Ⅲ区南部のＳ３c3 区，標高 19ｍほどの台地平坦面に位置している。

重複関係　第 195 号竪穴建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.41ｍ，短軸 3.00ｍの長方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 12 －゚Ｅである。壁は高さ 16㎝で，

ほぼ直立している。

床　平坦である。硬化面は確認できなかった。

竈　北壁中央部からやや西寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは90㎝で，燃焼部の幅は不明である。

火床部は床面からわずかに掘りくぼめられ，火床面は地山面で，火熱を受けているものの赤変硬化はしていな

い。煙道部は壁外に 40㎝ほど掘り込まれているが，火床面からの形状は不明である。第１・２層は天井部の

崩落土である。

竈土層解説
１　明 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子中量 ２　暗 褐 色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 23 点（坏４，甕類 19）が，主に竈の周辺から出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から９世紀中葉と考えられる。
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第 198 号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 234 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.2］ 4.0 6.8 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　底部内面
一方向のヘラ磨き　外面回転ヘラ切り 竈覆土下層 30％

２ 土師器 甕 － （13.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 体部外面横位のナデ後縦位のヘラ削り　内面縦

位のナデ，沈線 竈覆土下層 20％

第 234 図　第 198 号竪穴建物跡出土遺物実測図

表３　平安時代竪穴建物跡一覧表

番号 位 置
確
認
面

主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

79 Ｒ３g7 １ Ｎ－11°－Ｅ 方 形  3.60 × 3.52 18～32 平坦 － － １ － 北壁 － 人為・
自然カ

土師器，須恵器 ９世紀後葉 本跡→SI108，SK682

80 Ｒ３e6 １ Ｎ－100°－Ｅ 方 形  3.98 × 3.60 34～50 平坦 － － － － 東壁 － 自然 土師器，須恵器，
鉄滓，自然遺物 ９世紀後葉 SI107→本跡→

第１号火葬施設
81 Ｒ３d7 １ Ｎ－３°－Ｅ 方 形  3.20 × 3.19 ８～12 平坦 － － － － 北壁 － 自然 土師器，須恵器，

灰釉陶器，土製品，鉄滓 10世紀前葉 SI107 →本跡

82 Ｒ３e7 １ Ｎ－93°－Ｅ 方 形  2.86 × 2.68 25～30 平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器，
土製品，鉄滓 10世紀前葉 本跡→第１号火葬

施設
83 Ｓ３h1 １ Ｎ－11°－Ｗ 方 形  3.41 × 3.32 ８ 平坦 － － － － 北壁 － 不明 土師器，須恵器 ９世紀後葉

84 Ｏ４f3 １ Ｎ－９°－Ｅ 長 方 形  3.73 × 3.04 13～20 平坦 － － － － 北壁
西壁 － 人為 土師器，須恵器，

鉄滓 ９世紀後葉

85 Ｒ３f5 １ Ｎ－10°－Ｅ［方形・
長方形］ 4.41 ×（1.27） 10 平坦 － － － － 北壁 － 自然 土師器，須恵器，

土製品，鉄滓 ９世紀後葉 本跡→ SI86

86 Ｒ３g4 １ Ｎ－105°－Ｅ 長 方 形  5.11 × 3.62 10～25 平坦 － ２ － ５ 東壁 － 人為 土師器，須恵器，土製品，
石製品，金属製品 10世紀前葉 SI85 →本跡→

第４号火葬施設
87 Ｓ３f2 １ Ｎ－73°－Ｅ 方 形  3.04 × 2.88 6～11 平坦 － － － － 東壁 － 不明 土師器 10世紀前葉

88 Ｑ３d0 １ Ｎ－26°－Ｅ 方 形  3.20 × 2.92 36 平坦 － － － － 北東
壁 － 自然 土師器，須恵器，陶器，

土製品，石製品・金属製品 ９世紀後葉

89 Ｐ３i 0 １ Ｎ－４°－Ｅ 方 形  3.17 × 2.98 27 平坦 － － － － 北壁 人為・
自然カ

土師器，須恵器，
土製品 ９世紀後葉

90 Ｐ４h2 １ Ｎ－12°－Ｅ 方 形  3.42 × 3.23 38 平坦 － － － ４ 北壁 １ 人為 土師器，須恵器，
石製品，金属製品 ９世紀後葉

91 Ｐ４g1 １ Ｎ－13°－Ｅ 長 方 形  3.96 × 3.56 10～32 平坦 － － － ３ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器，
陶器，土製品，鉄滓 ９世紀後葉

92 Ｐ４f2 １ Ｎ－14°－Ｅ 方 形  3.74 × 3.50 48～52 平坦 － １ － １ 北壁２ － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ９世紀後葉

93 Ｏ４b2 １ Ｎ－15°－Ｅ 方 形  3.06 × 2.86 13～18 平坦 － － － １ 北壁 － 自然 土師器，須恵器，
土製品 10世紀中葉

94 Ｐ３h9 １ Ｎ－88°－Ｅ 方 形  3.02 × 2.89 25～42 平坦 － － － － 東壁２ － 人為 土師器，須恵器，
灰釉陶器，陶器 ９世紀後葉

95 Ｏ４d4 １ Ｎ－10°－Ｅ 方 形  3.28 × 3.20 ８ 平坦 － ４ １ － 北壁 － 人為 土師器，須恵器，
金属製品 ９世紀後葉 SI106 →本跡

96 Ｏ４d3 １ Ｎ－９°－Ｅ 長 方 形  3.30 × 2.73 10 平坦 － － － － 北壁 － 人為カ
土師器，須恵器，
陶器，金属製品 ９世紀後葉

97 Ｏ４c2 １ Ｎ－11°－Ｅ 方 形  3.78 × 3.64 10～18 平坦 － － １ － 北壁 － 自然 土師器，須恵器，
鉄滓 ９世紀後葉 本跡→ SI136

98 Ｓ３g3 １ Ｎ－21°－Ｅ［長方形］ 3.60 ×（3.15） 10 平坦 － － － － 北壁 － 不明 土師器，須恵器 10世紀前葉

99 Ｎ４i3 １ Ｎ－86°－Ｅ 長 方 形  3.26 × 2.82 14～26 平坦 一部 － － － 東壁 － 人為・
自然カ

土師器，須恵器 ９世紀後葉

100 Ｎ４j3 １ Ｎ－10°－Ｗ 方 形  3.38 × 3.30 18 平坦 － － － － 北壁 － 自然 土師器 10世紀前葉
以降 SI103 →本跡

101 Ｏ４e2 １ Ｎ－103°－Ｅ 長 方 形  4.02 × 3.18 20 平坦
貼床 － － － － 東壁 － 人為・

自然カ

土師器，須恵器，
石製品 10世紀前葉 本跡→ SI102

102 Ｏ４f1 １ Ｎ－11°－Ｅ 方 形  3.50 ×（3.32） 14 平坦 － － － － 北壁 － 人為 土師器 10世紀中葉 SI101 →本跡
→ SI135

103 Ｏ４a3 １ Ｎ－98°－Ｅ［方形・
長方形］（3.60）× 3.52 ４ 平坦 － － － １ 東壁 － 人為カ 土師器 10世紀前葉 本跡→ SI100

104 Ｓ３h4 １ Ｎ－17°－Ｗ 方 形  3.52 × 3.47 10 平坦 － － － － 北壁 － 不明 土師器 ９世紀後葉
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番号 位 置
確
認
面

主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

105 Ｓ３b4 １ Ｎ－16°－Ｅ［ 方 形 ］ 3.00 ×（2.78） 25 平坦 － － － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉

106 Ｏ４e4 １ Ｎ－19°－Ｅ［ 方 形 ］ 3.08 ×［3.00］ ８ 平坦 － － － － 北壁 － 人為カ
９世紀前葉～
９世紀中葉 本跡→ SI95

107 Ｒ３d7 １ Ｎ－95°－E 長 方 形（3.82）× 3.27 34～52 平坦 － － － － 東壁 － 自然 土師器，須恵器，
石器 ９世紀後葉 本跡→ SI80・81

108 Ｒ３g6 １ Ｎ－103°－Ｅ 方 形  2.92 × 2.78 37 平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器 10世紀前葉 SI79 →本跡

109 Ｓ３a4 １ Ｎ－13°－Ｅ 方 形  3.02 ×［2.85］ 13～24 平坦 － － － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉

110 Ｒ３i 3 １ Ｎ－18°－W 隅 丸
長 方 形  4.14 × 2.98 12 平坦 一部 － － １ 北壁 ２ 人為 土師器，須恵器，

石製品，金属製品 ９世紀後葉

111 Ｒ２b0 １ Ｎ－32°－Ｅ 方 形  2.58 × 2.50 ７ 平坦 － ２ － １ 北東
壁 － 人為 土師器，須恵器 10世紀前葉 本跡→ SE10，

SD29
112 Ｒ２e0 １ Ｎ－28°－Ｅ 長 方 形  3.80 × 3.18 14 平坦 － － １ １ 北東

壁 － 不明 土師器 10世紀中葉 本跡→ SK204 ～
206・685

113 Ｒ３d3 １ Ｎ－131°－Ｅ 長 方 形  2.60 × 2.08 10 平坦 － － １ １ 南東
壁 － 人為 土師器，須恵器，

灰釉陶器 10世紀中葉 SK202 →本跡
→ SK203・688

114 R３e4 １ Ｎ－  19°－Ｅ 長 方 形  4.86 × 3.18 12 平坦 一部 － － ３ 北壁 － 人為
自然

土師器，須恵器，
鉄滓 ９世紀後葉 本跡→ SK211

115 R３c2 １ Ｎ－  22°－Ｅ 長 方 形  4.48 × 3.68 12～18 平坦 － － － ９ 北壁 － 人為
自然

土師器，須恵器，灰釉陶器，
土製品，石製品，鉄滓 10世紀前葉 本跡→ SK222

116 Q３j1 １ Ｎ－123°－Ｅ 長 方 形  4.80 × 3.78 14～20 平坦 － ２ － ２ 南東
壁 － 人為

自然
土師器，須恵器，
灰釉陶器，石製品，鉄滓 10世紀中葉 本跡→SD29，SE７

117 Q３d3 １ Ｎ－  22°－Ｅ［方形・
長方形］ 3.66 ×（2.80） 28～30 平坦 一部 － １ ７ 北壁 － 自然 土師器，須恵器 10世紀前葉 本跡→ SD29

118 Q３i2 １ Ｎ－118°－Ｅ［長方形］ 3.16 ×（2.58） 16～22 平坦 － － － １ 南東
壁 － 自然 土師器，須恵器，

被熱礫 10世紀前葉 本跡→ SD29

119 Q３j4 １ Ｎ－118°－Ｅ 隅 丸
方 形  5.26 × 4.90 35～48 平坦 一部 － － ３ 南東

壁 １ 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器，
石製品，金属製品 10世紀前葉 SI124・153 →本跡

120 Q３h2 １ Ｎ－138°－Ｅ 方 形  4.81 × 4.35 15 平坦 － － － ２ 南東
壁 － 人為 土師器，須恵器，土製品，

金属製品，焼成粘土塊 10世紀前葉 SI121 →本跡
→ SD29

121 Q３h3 １ Ｎ－ 22°－Ｅ 長 方 形  5.01 × 4.08 13～41 平坦 一部 － － ４ － － 人為 土師器，須恵器，金属製品，
鉄滓，焼成粘土塊 10世紀前葉 本跡→SI120・124・

SK228・229
122 Q３f4 １ Ｎ－ 45°－Ｅ 方 形  3.85 × 3.46 28 平坦 － － １ １ 北東

壁 － 自然 土師器，須恵器，灰釉陶器，
緑釉陶器，金属製品，焼成粘土塊 10世紀前葉 SI123 →本跡

123 Q３f3 １ Ｎ－37°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  4.02 × 3.42 48 平坦 ほぼ

全周 － － ４ 北東
壁 － 自然 土師器，須恵器，

金属製品，馬歯 10世紀前葉 本跡→ SI122

124 Ｑ３i4 １ Ｎ－107°－Ｅ 方 形  2.89 × 2.81 30～36 平坦 － － ２ 東壁 － 自然 土師器，須恵器，
石製品，鉄滓，礫 10世紀前葉 SI121 →本跡

→ SI119，SK228
125 Q３f1 １ Ｎ － 38°－Ｅ［方形・

長方形］ 3.60 ×（3.15） ８～13 平坦 － － － ３ － － 自然 土師器，須恵器，
被熱礫 ９世紀後葉 SK227→本跡→

SK226・686，SD29・32
127 P３g3 １ Ｎ－108°－Ｅ 隅 丸

方 形  3.24 × 3.04 12～20 平坦 一部 － － １ 東壁 １ 人為 土師器，須恵器，
土製品，礫 10世紀中葉 SI129 →本跡

→ SE ８
128 P３e8 １ Ｎ － 16°－Ｅ 長 方 形  4.56 × 3.70 18～28 平坦 ほぼ

全周 ２ － ３ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，
被熱礫 10世紀中葉

129 P３g4 １ Ｎ － 28°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  4.58 × 4.16 26～38 平坦 ほぼ

全周 － － ９ 北東
壁 １ 人為 土師器，須恵器 10世紀前葉 SI142 →本跡

→ SI127
130 P３e4 １ Ｎ－117°－Ｅ 台 形  3.52 × 3.42 18～36 平坦 ほぼ

全周 ２ － ４ 南東
壁 １ 人為 土師器，石製品，

被熱礫，焼成粘土塊 10世紀前葉

131 P３f2 １ Ｎ－ 12°－Ｅ［方形・
長方形］（2.50）×（1.96） 34 平坦 － － － － 北壁 － 人為 土師器 10世紀前葉

132 O３j5 １ Ｎ－100°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  3.20 × 2.35 ８～12 平坦 － － １ － 東壁 － 自然 土師器，石製品 10世紀前葉

133 N３i7 １ Ｎ－105°－Ｅ 長 方 形  2.88 × 2.14 12～16 平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，石製品，
被熱礫 10世紀前葉

134 O３j7 １ Ｎ－112°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  4.46 × 2.87 18～28 平坦 － － － ２ 東壁 － 人為 土師器，須恵器，

瓦 10世紀前葉 SI146 →本跡

135 Ｏ３f0 １ Ｎ－101°－Ｅ 隅 丸
長 方形  4.51 × 3.88 38～48 平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器，

灰釉陶器，金属製品 10世紀後葉 SI102 →本跡

136 Ｏ４b1 １ Ｎ－98°－Ｅ 長 方 形  3.00 × 2.71 10～20 平坦 － ２ － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器，
灰釉陶器

10世紀末葉～
11世紀初頭 SI97 →本跡

137 N３g9 １ Ｎ－92°－Ｅ 隅 丸
方 形  2.90 × 2.83 ４～８ 平坦 － － － １ 東壁 － 自然 土師器 10世紀中葉

138 Ｏ３c6 １ Ｎ－102°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  4.71 × 3.39 18～28 平坦 － － － ３ 東壁 １ 人為 土師器，須恵器，

石器，金属製品 10世紀前葉

139 N３j0 １ Ｎ－27°－Ｅ 隅 丸
方 形  4.06 × 3.92 ６ 平坦 － － － ３ 北東

壁２ － 人為 土師器，須恵器，
土製品 10世紀中葉 本跡→ SK231

140 N４i2 １ Ｎ－93°－Ｅ 方 形  2.33 × 2.31 ６ 平坦 － － － － 東壁 － 不明 土師器，礫 10世紀前葉

141 N４e1 １ Ｎ－15°－Ｅ 長 方 形  3.16 × 2.18 14 平坦 － － － ２ 北壁 － 人為 土師器，須恵器，
土製品 10世紀中葉

142 P３h4 ２ Ｎ－112°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  3.67 × 3.03 10 平坦 － － － １ 東壁 － 自然 土師器，金属製品 10世紀前葉 本跡→ SI129

143 P３h4 ２ Ｎ－19°－Ｅ［方形・
長方形］ 2.68 ×（2.54） ５ 平坦 － － － － 北壁 － 不明 土師器，土製品，

石器 10世紀前葉 本跡→ SK253

144 P３h2 ２ Ｎ－34°－Ｅ［方形・
長方形］（2.52）×（1.90） ８ 平坦 － ２ － １ 北東

壁 － 不明 土師器 10世紀末葉～
11世紀初頭

145 N４il １ － － － － － － － － － 北東
壁 － 不明 土師器，須恵器 10世紀中葉

以前 本跡→ SK242

146 Ｏ３i7 １ Ｎ－22°－Ｅ 隅 丸
長 方 形［3.20］×［2.60］ 18 平坦 － － － － 北壁 － 自然 土師器，金属製品，

被熱礫 10世紀前葉 本跡→ SI134

147 Q３e6 ２ Ｎ－118°－Ｅ 隅 丸
方 形（2.48）×（2.28） ８～20 平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，焼成粘土塊，

礫 10世紀前葉 SI148・149 →
本跡→ SE31

148 Q３e6 ２ Ｎ－122°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  3.72 ×（2.53） 15～24 平坦 － － － ３ 東壁 １ 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器，

焼成粘土塊・礫 10世紀中葉 SI149 →本跡
→ SI147，SK301

149 Q３d6 ２ Ｎ－36°－Ｅ 隅 丸
方 形  3.24 ×（3.14） 12～24 平坦 － ２ － － 北東

壁 － 不明 土師器 10世紀前葉 本跡→SI147・148，
SK301

150 R３b4 ２ Ｎ－114°－Ｅ 方 形  3.30 × 3.21 16 平坦 － － － １ 東壁 － 自然 土師器，須恵器，土製品，
石器，焼成粘土塊，礫 10世紀前葉 SK312→本跡

→SK255・262・300
151 R３c4 ２ Ｎ－111°－Ｅ 長 方 形  3.73 × 3.02 ６ 平坦 － － １ － 東壁 － 自然 土師器，須恵器 10世紀中葉 本跡→ SK259

152 Q３f6 ２ Ｎ－106°－Ｅ［長方形］［2.40］×［2.02］ ２ 平坦 － － － ８ 東壁 － 不明 土師器，石製品 10世紀中葉
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153 Q３i3 ２ Ｎ－26°－Ｅ［方形・
長方形］ 3.90 ×（1.93） ８ 平坦 － － － ３ － １ 自然 土師器 10世紀前葉 本跡→ SI119

154 N４a3 １ Ｎ－92°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  2.99 × 2.63 12 平坦 一部 － － １ 東壁 － 人為 土師器 10世紀中葉

155 M４c1 １ Ｎ－94°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  3.17 × 2.88 16 平坦 － － － １ 東壁 １ 自然 土師器 10世紀前葉 本跡→ SD40

156 N３e7 １ － － － － － － － － － 東壁 － 不明 土師器 10世紀前葉 本跡→ SD46

157 M４b4 １ Ｎ－100°－Ｅ［方形・
長方形］ 4.63 ×（2.55） 15 平坦 ［全周］ － － ４ 東壁 － 自然 土師器 10世紀中葉 SK345・346・349・

361 と新旧不明
158 L４i3 １ Ｎ－８°－Ｅ 方 形  3.31 × 3.30 17 平坦 ほぼ

全周 － － ２ 北壁 － 自然 土師器，須恵器 ９世紀後葉 本跡→ SI164

159 L４e3 １ Ｎ－13°－Ｅ 長 方 形  4.36 × 3.10 20～32 平坦 － － － ２ 北壁 － 自然 土師器，須恵器，
石製品，金属製品 ９世紀後葉 本跡→ SK458

160 L４d3 １ Ｎ－99°－Ｅ 長 方 形  3.52 × 2.86 ８～12 平坦 － － － ４ 東壁 １ 人為 土師器，金属製品 10世紀中葉 SI166 →本跡

161 L４b2 １ Ｎ－96°－Ｅ 方 形  3.64 × 3.60 30～45 平坦 － － － ４ 東壁 － 人為 土師器，須恵器，
被熱礫 10世紀前葉

本跡→SI163，
第12号火葬施設，
SK630・653・655・656

162 L４h1 １ Ｎ－20°－Ｅ 長 方 形  3.65 × 3.04 ８～38 平坦 － ２ － － 北壁 － 自然 土師器 10世紀前葉 本跡→ SK502・
613

163 L４b3 １ Ｎ－97°－Ｅ 長 方 形  4.45 × 3.42 17 平坦 － － － － 東壁 １ 人為 土師器，須恵器，
灰釉陶器，金属製品，礫 10世紀中葉

SI161・170・171→本跡
→第12号火葬施設，
SK511・546・547

164 L４i3 １ Ｎ－99°－Ｅ 方 形  3.07 × 2.85 11 平坦 － ２ － ２ 東壁 － 不明 土師器 ９世紀後葉 SI158 →本跡

165 J４f9 １ Ｎ－８°－Ｅ 長 方 形  3.38 × 2.58 ６～12 平坦 － － － － 北東
隅 － 不明 土師器，礫 10世紀中葉 本跡→SK535・536

166 L４d3 １ Ｎ－７°－Ｅ 長 方 形  3.86 × 3.38 22 平坦 － － － ２ 北壁 － 自然 土師器，須恵器，
石器，被熱礫 10世紀中葉 本跡→SI160，SD54

167 K４c8 １ Ｎ－20°－Ｅ 長 方 形  3.70 × 2.50 ２ 平坦 － － － １ 北壁 － 不明 土師器，金属製品 10世紀中葉 SI168→本跡→SK537・
538・540・545，SD58

168 K４c8 １ Ｎ－93°－W 長 方 形  5.07 ×（3.82） ６ 平坦 一部 － － ３ － － 不明 土師器 10世紀中葉 本跡→SI167，SK537・
538・540・545，SD58

169 J５b1 １ Ｎ－94°－Ｅ 方 形  3.23 × 3.21 10～20 平坦 － － － ２ 東壁 － 自然 土師器，須恵器 ９世紀後葉 SI172 →本跡

170 L４c3 １ Ｎ－92°－Ｅ 長 方 形  3.66 × 3.15 10 平坦 一部 － － １ － － 人為 土師器，須恵器，
焼成粘土塊 10世紀前葉 SI171 →本跡

→ SI163，SK546
171 L４c3 １ Ｎ－98°－Ｅ［長方形］ 3.80 ×（2.05） 12 平坦 － － － ３ 東壁 － 不明 10世紀前葉

以前
本跡→SI163・170，
第11号火葬施設，SK547

172 J５b1 １ － 不 明 － － － － － － － ［北壁］ － － 土師器 ９世紀後葉 本跡→ SI169

173 F５i4 １ Ｎ－88°－Ｅ［長方形］［3.72］×［3.30］ － 平坦 － － － － 東壁 － 不明 土師器 10世紀中葉

174 F５f5 １ Ｎ－96°－E ［方形・
長方形］ 3.12 ×（3.06） ６～８ 平坦 － － － － 東壁 １ 人為 土師器，灰釉陶器，

石器，焼成粘土塊 10世紀中葉

175 E５b5 １ Ｎ－92°－Ｅ［ 不 整
長方形］［3.50］× 2.84 ４ 平坦 － － － １ 東壁 － 不明 縄文土器，土師器 10世紀中葉

176 E５e5 １ Ｎ－98°－Ｅ 長 方 形  4.42 × 2.52 10～14 平坦 － － － － 東壁 － 自然 縄文土器，土師器，
金属製品，鉄滓，被熱礫 10世紀中葉 本跡→SK552・666

178 D５e6 １ Ｎ－８°－Ｅ 長 方 形  3.36 × 2.45 13～17 平坦 － － － １ － － 人為 縄文土器，土師器 10世紀中葉 本跡→SK572・573

179 D５d6 １ Ｎ－95°－Ｅ 長 方 形  3.64 × 3.15 24～50 平坦 － － － １ 東壁 １ 人為 土師器，須恵器，石製品，
金属製品，被熱礫，瓦 10世紀中葉

180 D５a6 １ Ｎ－６°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  3.28 × 2.58 12～26 平坦 － － － － 北壁 － 人為 土師器，須恵器 10世紀前葉 本跡→ SK621

182 C５h7 １ Ｎ－97°－Ｅ 長 方 形  4.10 × 3.42 ８～16 平坦 一部 － － － 東壁 １ 自然 土師器，金属製品，
被熱礫 10世紀中葉 SI183 →本跡

→ SK610
183 C５h7 １ Ｎ－10°－Ｅ 隅 丸

長 方 形  4.70 × 3.55 12～30 平坦 ほぼ
全周 － － ３ 北壁

２ １ 人為 土師器，須恵器 10世紀前葉 本跡→ SI182，
SK610

184 C５f6 １ Ｎ－102°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  3.74 × 2.45 ８～19 平坦 － － － ２ 東壁 － 人為 土師器，石器，

焼成粘土塊，被熱礫 10世紀中葉 SI189・SK662 →本跡
SK607 と新旧不明

185 C５e8 １ Ｎ－95°－Ｅ 長 方 形  4.48 × 2.84 ９ 平坦 － － － － 北東
隅 － 不明 土師器，石製品，

被熱礫 10世紀中葉
SI186 →本跡→
SI187，SK590・
602・611・626，
SD63

186 C５e8 １ Ｎ－100°－Ｅ［方形・
長方形］ 3.54 ×（3.06） ４～12 平坦 － － － ２ 東壁 － 不明 土師器，被熱礫 10世紀前葉 本跡→ SI185，

SK626
187 C５e8 １ Ｎ－100°－Ｅ 隅 丸

長 方 形  4.20 × 2.98 ８～12 平坦 － － － － 東壁 ２ 不明 縄文土器，土師器，
被熱礫 10世紀中葉 SI185 →本跡

188 C５c6 １ Ｎ－３°－Ｅ 隅 丸
長 方 形  3.41 × 3.08 12～18 平坦 一部 － － － 北壁 － 人為 土師器，金属製品 10世紀前葉 SI191 →本跡

189 C５f6 １ Ｎ－97°－Ｅ 長 方 形  3.22 × 2.71 20～30 平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器，
石器，銅滓 10世紀中葉 本跡→ SI184，

SK607・662
190 D５b9 １ Ｎ－94°－Ｅ 長 方 形  2.86 × 2.47 ８～12 平坦 － － － １ 東壁 － 人為 縄文土器，土師器，須恵器，

金属製品，焼成粘土塊 10世紀後葉 本跡→ SK589・
622・651

191 C５d7 １ Ｎ－94°－Ｅ［ 不 整
長方形］ 3.82 × 3.54 ６ 平坦 － － － － 東壁 － 不明 土師器 10世紀中葉

本跡→ SI188，
SA ７，SK598・
599

192 J５a1 ２ Ｎ－36°－Ｅ 長 方 形  2.80 × 1.96 不明 平坦 － － － － 北東
壁 － 不明 土師器 10世紀中葉 本跡→SK617・

631・639・657・658
193 D５a9 １ Ｎ－９°－Ｅ ［長方形］［4.94］× 2.79 10 平坦 一部 － － － 北壁 － 不明 土師器，灰釉陶器，

被熱礫，鉄滓 10世紀中葉 本跡→ SK589・
596・597・600

195 Ｓ３c3 １ Ｎ－62°－Ｅ 長 方 形  3.76 × 3.23 12 平坦 － － － １ 北東
壁 － 不明 土師器，須恵器 ９世紀後葉 SI198 →本跡

196 Ｓ３c4 １ Ｎ－11°－Ｅ 方 形  3.41 × 3.38 18 平坦 － － － － 北壁 － 自然 土師器，灰釉陶器 10世紀前葉

197 Ｓ３a5 １ Ｎ－101°－Ｅ 長 方 形  3.79 × 2.98 21 平坦 － － － － 東壁 － 人為 土師器，須恵器，土製品，
石器，金属製品 10世紀前葉

198 Ｓ３c3 １ Ｎ－12°－Ｅ［長方形］ 3.41 ×［3.00］ 16 平坦 － － － － 北壁 － 不明 土師器 ９世紀中葉 本跡→ SI195
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